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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　紅あかき翼つばさが空を舞まっている。

　大きな翼にまたがりそれを操あやつるのは、全身を赤い軽鎧ライトメイルで固めた真しん紅くの髪かみの少女だ。

　迷いなく目指すのは、国内のどの場所をも見み渡わたすことのできる『竜りゆうの御み座ざ』──翼よく竜りゆうを操る竜りゆう騎き士しの中でも特に優すぐれた者しか到とう達たつすることのできない頂は、国民から敬意と羨せん望ぼうを込めてそう呼ばれていた。

　静かに、けれども勇ましく愛竜・グランツからふわりと降り立った少女・焰ほのおの国エクレアの王女アリーシャは、既すでにその場に控ひかえていた部下たちへと歩み寄った。

「で、どうなのじゃ？　王国上層部の動きは……」

　アリーシャの質問に、竜騎士の中では一番年上に当たる壮そう年ねんの男が首を振ふる。

「芳かんばしくありませんね。姫ひめ様さまの予測した通り魔ま鉱こう石せきの産出量の減少に伴ともなって、他国への輸出量が激減しております。ただ計算上、以前より国内の貯蔵量は多いはずなのですが……」

「貯蔵しているはずの現物がどこにもない……と？」

「御ぎよ意い」

　騎士の言葉にアリーシャがあからさまに顔をしかめた。

　そもそもアリーシャの暮らす焰の国エクレアは、テルギルギウス大陸の北部に位置しており、大陸最大の火山であるボルフィン火山を中心に栄さかえた国家だ。

　火山を中心に険しい岩山に囲まれたこの土地は農業には適さない。そんな場所に初代エクレア王が国を構えたのは、豊富な鉱山を発見したことに由来する。

　以来エクレア王国は、魔宝石やミスリル、オリハルコンなどのいわゆる魔鉱石を産出する事で栄えて来たのだ。鉱山に依い存そんしているこの国において、魔鉱石の産出量が減少する事は国家の存亡を左右する緊きん急きゆう事態である。

　アリーシャが思案にふけっていると、一人の女性騎士が手を挙げた。

「姫様、発言を宜よろしいでしょうか」

「……なんじゃ？」

「未み確かく認にんの情報ではあるのですが、最近王国上層部の招きで他国から数名の学者が入国しておりまして……」

「……それのどこが未確認なのじゃ？　新たな鉱脈発はつ掘くつの為ために学者を招き入れた事はわらわも聞き及およんでおるぞ」

「いえ、『未確認』と申し上げているのは、そういう事ではなく……」

　歯切れの悪いその態度に、アリーシャは首を傾かしげる。

　この『竜の御座』にたどりつけるのは限られた竜騎士のみであり、いまこの場にいるのはこの国で最さい高こう峰ほうと名高い翼竜特級部隊『紅き風』に所属する精せい鋭えいだ。密談をするためにやってきたこの場所で、なおも言い渋しぶる事とは何か。

　怪け訝げんな顔になるアリーシャに、女性騎士は言葉を選ぶようにして声を絞しぼり出した。

「今回招しよう致ちされた学者は、西水神国アンダイルの者のはずなのです。しかし接せつ触しよくした我々の協力者によると、ふとした時に南方の訛なまりを含ふくんだ言葉を聞いたとか……」

　そこまで聞いて、アリーシャは女性騎士の言わんとしていることを察した。

「未確認なのは、学者の出身地の方か」

「はい……」

　女性騎士の情報を聞いたアリーシャは舌打ちをして苦々しく言う。

「南方訛り、出身が〝そこ〟だとするとその学者の専門は地質学などではないな」

　その予想は情報を聞いた竜騎士たち全員ができた。

　そしてその先に何が待ち受けているのかも。

「魔ま導どう兵器国家、風ふう雷らい都市ブリッツ……」

　アリーシャは懐ふところから一通の手紙を取り出すと溜ため息いき混じりに広げた。

「やれやれ……偉えらそうに講こう釈しやくしたのに、早くも借りを返して貰もらう事になりそうじゃの」

　丸みのある特とく徴ちよう的な字。差出人は隣りん国ごくの王女のものであった。

　内容は他愛たわいもない近きん況きようを綴つづったものなのに、文体から差出人の笑え顔がおが見えてくるようで自然と顔がほころんでしまう。

　アリーシャはそんな自分に勝手に気き恥はずかしくなって、咳せき払ばらいを一つ吐つく。

「う、うむ！……そう言えばラナリアの姿を最近見ておらんのだが、誰だれぞ知らんか？」

　気恥ずかしさを誤ご魔ま化かす為、アリーシャは自らの侍じ女じよのことを尋たずねた。幼い頃ころから常に生活を支えてくれていた侍女だが、最近は何も言わずに姿をくらますことが多い。

　しかし戦友でもある『紅き風』の竜騎士たちはこぞって怪訝な顔になる。

「姫様？　いったい何を仰おつしやっておられるので？」

「ん？　何がじゃ？」

「ラナリア殿どのなら、姫様が城内におられる時に常に横にいたではありませんか。今日も朝からずっと……」

「……何？」

「ええ、今朝も我らが演習に向かう際にお見送りにいらしていましたから……」

　騎士たちの言葉に首をひねりながらも、そんな事もあるのかとアリーシャは納なつ得とくすることにした。

「……そうか？　おかしいのう」

　この時、彼女は気付くべきだったのだ。

　幼い頃から身近に感じていたはずの人物が、急に存在感が薄うすくなっていた事を。

　そしてそれが、どれほどの悲劇を生み出すかを……。

























　勝手ながら俺の中には王族という連中に対するイメージがあった。

　国民や貴族などの頂点に君臨し、国政を一手に引き受ける者たち。

　生まれながらに絶対的な権力を持ち合わせ、一度命令すれば悪人だろうと善人だろうと生せい殺さつ与よ奪だつの権限が与あたえられてしまっている絶対者。

　早い話が国の中で一番偉い連中、単純にそう考えていた。

　俺は王族と言われる人種は、全すべて上から目線で高こう慢まんと決めてかかっていたのだが。

「ムリです！　私なんかにそんな大役出来るわけありません!!」

　この世界に来て、目の前で涙なみだ目めで訴うつたえる少女に出会ってからは、その考えを百八十度改めていた。

　自信無げにしゃがみ込んでいるメイド服を着た三つ編み少女。

　こんな格好でこんな態度だがこの国の第三王女、つまり王族である。

　第三王女ティアリス・Ｅ・カルヴァドス、通つう称しようティアは今日も今日とて庭師の俺が住み込んでいる道具小屋に朝飯をたかりに来ていた。

　……その行動自体王族として何か間ま違ちがっている気はするのだが。

　さっきまでご飯と味み噌そ汁しるでご機き嫌げんだったのに、食後のお茶の最中に訪おとずれた護衛師で親友のキリカさんの報告にこの体ていたらくである。

　うずくまって頭を抱かかえてプルプル震ふるえるその様はまんま捨て犬、それも子犬系。

　こっちを見るんじゃありません！　持って帰りたくなるでしょ！

「そうは言ってもね……もう決まった事だし」

　キリカさんはティアの様子に苦にが笑わらいしつつ、手に持った巻物を広げて見せた。

　王族への辞令なんて俺が見ても大だい丈じよう夫ぶなのか？　と思わなくもないのだが、そもそも異世界人である俺にはこちらの言語を読む事は出来ない。

　むしろキリカさんは俺にも聞かせるように再度文面を読み上げた。

「エルモント王国第三王女ティアリス・Ｅ・カルヴァドス殿。貴き殿でんをエルモント王国新種作物開発機関カルヴァドス研究所所長に任命する」

「おお～～～」

「ムリです!!」

　思わず拍はく手しゆする俺を遮さえぎってティアの叫さけびが小屋の中にこだました。

「役立たずの私になどそんな大役が務まるはずありません！」

　どこまでも卑ひ屈くつ全開でティアは半泣きで自らをこき下ろす。

「そんなに自分を卑ひ下げしなくても……この前の昼食会の成功が評価された結果、考こう慮りよされた人事って事なんだろ？」

　先日、各国首脳が一いち堂どうに会して行われた昼食会は国内外問わず衝しよう撃げきを与えた。

　同時に今まで役立たずとこき下ろされて来たティアリスという王女の評判を覆くつがえすには十分なもので、今回の人事もある意味適切だと思うのだが。

　俺の気休めに何故なぜだか恨うらみがましい目付きを向けるティア。

「あれは……私一人の手て柄がらじゃないですもん」

　確かにそれも一理ある。昼食会の成功は一人二人でどうこう出来る事ではない。手伝ってくれたメイドさんたち、兵士や庭師連中、だれが欠けていても成功しなかっただろう。

　それを踏ふまえて、あの後ティアは協力者の皆みなさんに感謝を示そうとしたのだ。

　だがメイドさんたちはメイド長のアリスさんを筆頭に「感謝などとんでもないことでございます。我々は主人に仕え働くのが当然の職務であり名めい誉よ。日常業務を全まつとうしたに過ぎません」と眼鏡を光らせ。

　キリカさんの友人である兵士たちは「俺たち戦士の手柄は戦場で挙げる事に意義がある。一回飯でも奢おごってくれればそれで良い」とのたまい。

　俺の職場の先せん輩ぱい庭師たちは「あんな面おも白しろい庭を造ったのは初めてだったぜ。職人冥みよう利りに尽つきるってもんだ！」などと各おの々おのが満足げだった。

　ぶっちゃけると、みんな男前で、プロで、職人気質かたぎだったのだ。

　昼食会の手伝いは日常業務の一いつ環かん、そう主張する皆にキリカさんと俺が各々個人的に飯を奢ったくらいで、彼らの中では報ほう酬しゆうは受け取った事になっていたのである。

　俺らはそれで良かったのだが、取り残されてしまったティアが問題だった。

　俺とキリカさんから事の経けい緯いを知った彼女は「私は何一つ皆さんにお礼が出来ていません！」と怒おこってしまったのだ。

　そんな感じでティアは昼食会を自分だけの成果とされる事に拒きよ否ひ反応があるらしく、その件について王宮内で言げん及きゆうされると「私の手柄ではない」と言うのが癖くせになっていた。

　気持ちは分からなくはないけどな……。

「そもそも何ですか研究所の所長だなんて……私にはそんな知識はありませんし、何をもってそんな事を」

　ティアの呟つぶやきにキリカさんは、手に持った辞令を巻きなおしながら言う。

「何をって、昼食会で見せたリンゴが原因に決まっているでしょ？」

「あ、あれは私だけの力では……」

　いやいやいや、紛まぎれもなくあれはティアの力だ。

　植物生育魔ま法ほう──この世界のどの属性にも当たらないティアだけが使える特とく殊しゆ魔法。それがなければ美味おいしいリンゴの品種改良は不可能だったのだから。

「そもそも美味しくない囚しゆう人じん食の代表格であったリンゴを、美味しい果実にする品種改良を教えてくれたのは……」

　そこまで言った瞬しゆん間かんティアは何かに気が付いたように、完全に他人ひと事ごとで茶を啜すすっていた俺に目を向けた。

　おい、何だその捨て犬が『御ご主人を見つけた』みたいなキラキラした目は。

「そうです！　私などよりも研究所の所長に相応ふさわしい方がいらっしゃいます！」

「ブエホ!!　ゲホゲホ……おいコラ、まさか……」

「品種改良の知識も昼食会の企き画かくも全てコウさんの考えがあってのもの！　所長に相応しいのは私よりコウさんの方です！」

　目を輝かがやかせてそんな事をのたまう第三王女様に、俺は全力で不敬罪をかました。

「平民を自分より上の役職に就つけんじゃねぇネガティブ姫ひめ！　お前王女だろうが！」




　　　　＊




　俺の名は大だい地ち耕こう。本来なら日本の片かた田舎いなかの高校に通う学生だ。

　だが何の因果なのか現在は、異世界テルギルギウス大陸の東とう端たんに位置する魔ま導どう国家エルモント王国で庭師なんかをしている。

　学校帰りに突とつ然ぜん謎なぞの声に呼び込まれたこの世界は、魔法が全ての概がい念ねんを司つかさどる魔力至上主義の場所だった。そんな中、現代日本人である俺には魔法の才能どころか魔法を使う為ために必要な魔力が欠片かけらもない絶望的な状じよう況きようだった。

　普ふ通つうの召しよう喚かん物なら呼ばれた者には魔力の素養があり、特殊な才能を開花させてバッタバッタと敵をなぎ倒たおしていくヒロイックサーガの始まりだっただろうが、現実はとことん甘くない。

　あえて言わせてもらおう、「チート？　何それ、美味しそうですね」

　何とか働き口を見つけた俺だったが、そんな時に仲良くなったのが目の前でうろたえている子犬。ライトグリーンのロングヘアを三つ編みにしたメイド姿ではあるものの、れっきとしたこの国のお姫様ティアリス・Ｅ・カルヴァドスである。

　彼女は魔力が高くて当然の王族でありながら平民並みの魔力しかなく、王国内では『役立たず』として知られる人物だった。そしてそんな世論から自分を守る為、彼女はいつも喜き怒ど哀あい楽らくを表現しない笑え顔がおの仮面を貼はり付けた『仮面王女』となってしまっていた。

　当初彼女は初めて出会う魔力の一いつ切さい無い人間（つまり俺）に興味を持ち、メイドに化けて接せつ触しよくを図はかってきたのだ。

　俺は王女とも知らず、可愛かわいいメイドさんと仲良くなったくらいの気持ちだったのだが、ある日の夜に現れた女め神がみを名乗る幼女が『このままではこの世界は破は滅めつする。滅ほろびからこの世界を救う為に貴方あなたを召喚した』と宣告してくる。

　半信半疑ではあったのだが、実際にその幼女が言う破滅的な未来が現実にも起こりかけた時、俺はそれが真実である事を理解した。

　後の歴史で大戦争の始まりとされる『Ｅのランチタイム』。この事件で一番の重要人物が他ほかならぬティアであり、最悪な事にこのままの歴史を辿たどると確実に起こるのは『ティアの死に繫つながる未来』だったのだ。

　そんな悲劇的物語を見せ付けられた俺は、『失敗に終わるはずの昼食会を成功させる』事で彼女の未来を喜劇に変える事を決意した。

　数々の妨ぼう害がいを大勢の人たちの協力を得て乗り切り、なんとか昼食会は大成功を収める事が出来た。

　そして現在、その大成功は思わぬ事態を招いていた。

　ティアにとって、そして俺にとっても。







　広い空間には光が降り注ぎ、壁かべ一面に施ほどこされた彫ちよう刻こくは世界遺産になるんじゃないかというレベルの芸術作品。豪ごう華かな赤いカーペットが玉座へと一直線に伸のびており、壇だん上じようにはこの国で一番偉い人が違い和わ感かん無く偉そうに腰こし掛かけている。

　ここは謁えつ見けんの間。そんな場所で偉そうに座るこの国で一番偉い人なんて一人しかいない。

　威い厳げん漂ただよう初老の男性。髭ひげに王おう冠かんがコレでもかと似合うおっさん。

　エルモント王国国王グレイシス・Ｅ・カルヴァドス、つまりティアのお父ちゃんである。

　借り物の軍服の下で噴ふき出す冷や汗あせが半はん端ぱではない。口の中が急激に渇かわいていく。

「エルモント王国第三王女ティアリス・Ｅ・カルヴァドスよ。前へ」

「ハイ」

　国王──つまり自分の父親の呼び掛けにティアはキリッとした、悪く言えば冷めたような表情と口調で返す。

　それは俺にとっては余り馴な染じみのない、しかし大半の国民や王おう侯こう貴族たちには日常と認にん識しきされていた仮面王女の表情に似通っている気がする。

　同じように国王も表情を崩くずさずティアを正面から見み据すえる。

　実の親父おやじと対面しているのに……こんな感じなのか。

　王族という立場上、公おおやけの場で実の娘むすめだからと言って態度を変えてはいけない。いや、もっと言えば実の娘だからこそなのかもしれないが。

　以前彼女自身が言っていた権力という呪のろい、王族という立場の面めん倒どう臭くささを感じずにはいられない。……晩飯時にチャンネル争いするウチとは雲うん泥でいの差だな。

　そんな無む駄だな事を考えている内に任命は終わったようで、ティアが「謹つつしんでお受けいたします」と一言言って俺の隣となりへと戻もどって来た。

　さて……問題はここからだ。

「次、王宮庭師コウ・ダイチ、前へ」

「ハ……ハイ!!」

　ナチュラルにプレッシャーを与あたえる重低音の国王の呼び掛け。俺の全身は電気ショック並みにすくみ上がった。

　同時に謁見の間全体から感じる好こう奇きの視線。

　王族、貴族、衛兵に至るまでが同じ様な眼まな差ざしを送っている。

　特に前回散々妨害してくれた強ごう欲よく大臣と腰こし巾ぎん着ちやくのククールの表情が、国王の手前だからか口元は笑っていても目が笑っていない。

　あんたらの言いたい事は分かる。

『何で庭師風ふ情ぜいが王女と共にノコノコ任命式に出ているのだ？』だろう。

　……そんなもん、俺が一番言いたいわ！

　何で俺がこんな場所にいるのかと言うと、横で白いドレスを着込み、今はどこから見てもお姫様に見えるこの娘このせいである。

　……つまり俺は捨て犬を見捨てる事が出来なかったのだ。

　涙なみだ目めで見上げ「お願いです……助けて下さい……」とすがり付くティアの頭部には確かに犬耳が見えたような気がした。

　あの目はヤバイ……振ふり切る事が出来る者は人間ではない。その捨てられない感情の為に、今こんな状況に陥おちいっているのだが。

　正直、今自分の体を自分で動かしている気がしない。気を付けている筈はずなのに同じ側の手と足が自然と同時に出てしまう。

　何とか玉座の前に立ったが、至近距きよ離りで見た国王は俺より一回り大きく、視界に収まり切らない。

　見上げた先で大男の視線が下を向いた。

　……あ、ヤバイ……意識が……飛ぶ。

「王宮庭師コウ・ダイチよ。本日より貴き殿でんをカルヴァドス研究所副所長へと任命する」

　威い厳げんある声に俺の意識は無理やり戻される。

　そう、ティアに泣き付かれた苦肉の策がこれだ。

　そもそも国王直々の勅ちよく命めいを変える事は出来ないし、何より王族のティアよりも上の立場に一いつ介かいの庭師がなって良いはずが無い。ティア自身は最後まで「コウさんの方が相応しいです！」と言っていたのだが。

　その結果、折せつ衷ちゆう案的に急きゆう遽きよ『副所長』の役職を設けて、俺がティアを補ほ佐さするという仕組みでティアはようやく所長就任を了りよう承しようしたのだった。

　ただこの人事はハッキリ言って上層部にとっては余計なはずだ。

　周囲の貴族連中には『第三王女にうまい事取り入った庭師』にしか見えないんじゃないか？

　俺としてはティアという女の子を手助けする事に異論は無いけどさ。

　そんな事を考えながら、俺は国王の任命書を受け取り言った。




「ちゅちゅしんでお受けいたせます……」




　……………………謁見の間が静せい寂じやくに包まれる。

　やっちまった。

　国王との直接対面のド緊きん張ちようからか、キリカさんから言われて準備していた言葉をコレでもかと嚙かみ倒してしまった……。全身から汗が噴ふん出しゆつし、足が震ふるえ出しそうになる。

　しかし静寂の中、俺の背後から微かすかに「クス」と声が聞こえた。

　その声はさっきとは違ちがって俺には馴染み深いいつもの声。

　顔が見えなくても背後でティアが笑っているのは理解出来た。

　あんにゃろう……。

「ク……クク……コウさん……ちゅちゅしんでって……嚙み過ぎ……」

　ティアのいつも通りの声に、俺のド緊張状態が急にクリアになった。

　その瞬間さっきまで威厳たっぷりに見下ろしていた国王が、何やら驚おどろいた様子で背後のティアを見ている事に理解が及およぶ。

「あの娘が声を出して笑った……」

　そう呟つぶやくと国王は再び俺に視線を戻して、俺にしか聞こえない声で言った。

「あの娘を、ティアリスを支えてくれ」

「え？　ハイ……」

　反射的にそう答えた俺が見た国王の顔、それはただの親父の顔に見えた。

　ほんの一いつ瞬しゆんの事ではあったが。




　　　　＊




「何であんなこと言われたのかな……何かやらかしたかな」

「ハ？」

　式典が終わり、俺たちは王宮庭園の奥、西洋風なエルモント王城には余り似つかわしくない和風な庭園を抜ぬけた先にある小屋に集合していた。

　元々は単なる庭師の道具小屋だったのだが、ここに寝ね泊とまりしている俺にとっては必要以上にだだっ広いこの建物は落ち着かないので、最近徐じよ々じよにだが改装をしている。

　今のところ木の戸板で仕切って部屋を増やし、更さらに居間には個人的な趣しゆ味みで囲い炉ろ裏りを造ってみた。「お鍋なべを吊つるすお魚が可愛い」と最近では囲炉裏の前はティアの特等席である。

　現在ティアは隣の部屋で着き替がえ中で、囲炉裏を挟はさんだ対面でお茶を啜すすっていた護衛師キリカさんは俺の疑問に目を丸くして言う。

「やらかした……っていっても精せい々ぜい宣せん誓せいを嚙み倒たおした程度でしょ？」

「……それは忘れてください」

「あの程度の失敗を気にする程ほどエルモントの王族の度量は狭せまくないわよ？」

　そう言ってキリカさんはケラケラと笑う。

　公の場でのアレは恥はずかしかった。しばらくはトラウマになりそうである。あの後ティアにも目の前のキリカさんにも散々笑われたのでもう勘かん弁べんしていただきたい。

「いや、俺もその事に関してやらかしたとは思ってないけど。そうじゃなくて、国王からなんかティアのことお願いされたんだよね」

　すると、それまで軽口を叩たたいていたキリカさんの目がスッと細くなった。

「そうか……君もか……」

「え？」

　キリカさんはカップを置き、居住まいを正す。

　それは日本人でも体現は難しいとすら思える見事な正座。そんな神聖とも思える美しい座り方で見据えられた俺も自然と正座をしてしまう。

「ティアリスを支えてやってくれ。国王に頼たのまれたのはそれじゃない？」

「……聞こえてたの？」

　俺がそう言うとキリカさんは首を振って否定する。

「ダイチ、国王からそれを言い渡わたされたのは君で三人目だ」

「……三人目？　俺とキリカさんと……あと一人は？」

「まあ、それは良いじゃない。……私が平民の出身なのは前にも話したよね？」

「あ……うん」

「おかしいとは思わない？　私が軍に入隊を果たしたのは三年前の事。平民の私が王国最高のＶＩＰに当たる王女の護衛師をしているのは」

「三年前!?」

　確かにそれは不自然だ。護衛師とは要するにＳＰ、王制であるエルモント王国の王女の最も近くにいる為ためにはそれなりの地位が不可欠だろう。

　地球上の歴史でもそんな話は聞いた事がある。悪い例だと実力よりも地位を優先して護衛対象を守れなかったり、最悪護衛対象を利用して自らの出世の足がかりにする者だっているはずだ。

「……私たちは幼い頃ころお城を抜け出したあの娘とよく遊んでてね。当時からティアは魔ま力りよくが低かったせいでお城の中ではいつも一人ぼっちだった」

「そう……だろうね」

　元来ティアは自己主張が強いタイプではない。塞ふさぎ込み、一人で考え一人で悩なやみ、誰だれにも相談せず悪い方向に自己完結するタイプだ。

『笑え顔がおの仮面』が最たる例だろう。

　部屋で一人泣いているティアの幼少期が容易に想像できる。

「あの頃は公私を含ふくめ、ティアの味方になる人物がいなかったからね」

「だからキリカさんは軍に入隊して護衛師を目指した……か」

　恐おそらくキリカさんがティアの護衛師を志したのは、幼少期一いつ緒しよに遊んでいた頃なのだろう。友の為に道を決め、更にそれを叶かなえてこの人はティアの隣にいるのだ。

　その崇すう高こうさに手を叩きたくなるが……。

「ン？　でもやっぱりいきなり護衛師になれるのはおかしくないか？」

「察しがいいね……その通り。武力で引けを取るつもりは無いけど、魔力という概がい念ねん上は私は並の兵士でしかない。地位や魔力以外のプラスアルファが無くては、ね」

「つまり……ティアとの……あ！」

　俺は今言い掛かけた言葉の失礼さに途と中ちゆうで気が付いて飲み込む。そして別の言葉を探そうとするが、その前に俺が言い掛けた言葉を察してキリカさんが苦く笑しよう混じりに肯こう定ていする。

「そう、ティアと友達だったってのが最大のコネだったのよ」

「……すみません」

「いいよ気にしなくても。実際ティアの護衛に選ばれたのは、平民の出って事で選考外にされかかっていた私の履り歴れき書を、たまたまあの娘が目にして泣いたかららしいから」

「泣いた？」

　俺のオウム返しにキリカさんは照れ臭くさそうに頰ほおを搔かいた。

「国王様はその時初めて見たんだって。ティアが『笑顔の仮面』以外の表情をしたのを」

　何となく想像できる。

　幼少期の友人が、孤こ独どくな自分の為に護衛師を志願してくれていたのだ。

　実際には泣き上戸のティアが感激しない訳が無い。

「護衛に選せん抜ばつされて初めて国王様に会った時、言われたのよ。『ティアリスを支えてやってくれ、護衛としてだけじゃなく友人として』って……。私らは泣かせて君は笑わせた。この意味は分かるよね」

　俺は無言で頷うなずいた。

　それは『笑顔の仮面以外の顔』を見せた者への国王の願い。

　……何だろうか、この国王の態度は。どう考えても疎うとましい者に対するものじゃない。

　ただ娘むすめのことを思って、友達にお願いする優やさしい親父おやじにしか思えない。

　ティアから聞いていた話では、戦場で使えない、王族として役立たずとされ家族には疎まれ邪じや魔ま者もの扱あつかいを受けていると思っていたのに……。

　ティアの言っていた権力と魔力の呪のろい。それはティアに限った話ではないのだろうか？

　ただ、今のキリカさんの台詞せりふで何となく俺たち以外の一人に察しは付いた。幼少期から一緒に遊んでいた『私たち』。そんな風に限定されれば当てはまるのは一人しかいない。

「ちなみに……もう一人はククールさん？」

　俺の言葉にキリカさんのコメカミの辺りがピクリと動いた。

　幼い頃からの幼おさな馴な染じみで二人で共にティアを守る誓ちかいを立て、王国軍に入隊を果たした人物。しかし王国軍第五部隊隊長に昇しよう格かくしてからは人が変わってしまったらしい。

「……なぜ、そう、思うの？」

　あからさまに不ふ機き嫌げんになって睨にらみ付けて来るキリカさんに、俺は呆あきれて言う。

「……酔よった時の自分が吐はいた愚ぐ痴ちを覚えてねーの？　後半ほっとんどあの人の話になってんだよ？　『昔は良かった』『あんな奴やつじゃなかった』『信じていたのに』って……」

「……噓うそでしょ……」

　キリカさんは頭に手を当てて溜ため息いきを吐ついた。

　出世の為に上層部に頭を下げる程度は良かったけど、それは日に日にエスカレートして、ついにはティアの事をあからさまに『役立たず』と言うようになって……キリカさんは袂たもとを分かったらしい。

　でも酔った時に口にするのはいつもその事だ。口では何と言っても幼馴染の裏切りを信じたくないのだろう。

　俺がなおも追つい及きゆうしようとしたその時、隣となりの部屋の戸が開いて着替えを終えたお姫ひめ様さまが姿を現した。

「あの……コウさん。本当にコレが所長として相応ふさわしい格好なんですか？」

「うお!!」

　俺は目の前に現れた奇き跡せきに息を飲んだ。

　ティアは式典のドレスからは一変して、動き易やすい清せい楚そなお嬢じよう様さま風のブラウスと水色のスカートに着替えていた。ただし、その上に俺のリクエストである物を着ていたのだが。

　研究所の所長となれば、この格好しかありえないだろう！

　普ふ段だん着ぎの上から彼女を包むのは、清潔な白一色に彩いろどられた白衣である。
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　やはり研究員としては白衣は欠かせない。更に知的な雰ふん囲い気きをかもし出す為に、以前変装で使っていた伊達だて眼鏡めがねを着用してもらい、長いライトグリーンの髪かみは一本の三つ編みにして、前へと流していただきました。

「ふ……」

　俺は一息吐いてから拳こぶしを握にぎり込み、自分の予想を上回るティアのポテンシャルに戦せん慄りつしてしまう。

「バカな！　眼鏡、白衣のコンボは鉄板だとは思っていたが、この白衣にちょっと着られてしまっている感じ、新人の職員……いや、まるで科学部の後こう輩はいのようではないか！」

　無意識に、ナチュラルに着られている事すら利点にしてしまう。何て恐ろしい!!

「あ……あの？　コウさん？」

「しかし……ここはロングなスカートよりも黒でタイトなスカートで生足が見え隠かくれした方がより一層の背徳感が……」

「コラ……ダイチ……」

「いや、しかし！　それだと初うい々ういしい可愛かわいらしさが損そこなわれてしまう……ムムム、どちらも捨てがたい……いで！」

　その時俺の後頭部に衝しよう撃げきが走った。振ふり返ったその先には呆れた顔のキリカさんが。

「あれ？　いつの間に背後に？」

「さっきからティアを凝ぎよう視しし過ぎで考えてる事が駄だ々だ漏もれだってーの！　君は一国の王女に何させるつもり!?」

「あ……」

　キリカさんのツッコミで正気に戻もどる。気が付いた時には目の前のティアは恥ずかしそうに身を捩よじらせていた。

　やべえ……これって王女だからとかじゃなくても最低じゃないか？

「その……ゴメン!!　あんまりにも……はまり過ぎというか、似合っているもんだからついその……」

「ア……ウ……」

　何とか自分の発言をフォローしようとしどろもどろ発言を追加してみるが、ティアは益ます々ます下を向いて真っ赤になっていく。

「ダイチ、そのくらいで勘弁してあげて。この娘こ褒ほめられる事に耐たい性せい無いから、褒め殺しで本当に命を落としかねないから」

　白衣姿のティアの登場で、すっかりさっきの会話がうやむやになってしまった。

　他人が不用意に触ふれて良い話題じゃないのは分かるけどな。







　さて農作物の研究所職員としての役職を与あたえられた俺たちではあったが、最初から職員や研究所となる建物がある訳ではない。研究所そのものは今後建築予定だそうで、取りあえず今現在は俺の住すみ処かの庭園道具小屋を仮の研究所とする事になった。

　ただ、問題となるのは人員の選抜の方である。何しろこの世界は魔ま法ほうが使える事が当たり前で、考え方が基本的に魔力が前提となっている。

　当然品種改良の定義を知る事は無く、むしろ魔力を前提としない『科学的技術』には懐かい疑ぎ的な者すらいるようなのだ。言ってしまえば中世の魔女裁判の逆。『魔法を使わない技術は疑わしい』と言うのだろう。

　そう考えるとティアの『植物生育魔法』が品種改良の間に入ってフィルターになってくれなければ、俺は危なかったのかもしれない。

　そんなこんなで最初に研究所へ招集された連中は、魔術的なこだわりが強くなく、更さらに俺たちにとってとっつき易い人物という判断で……。

「で……私たちにお声が掛かったという訳ですか……」

　道具小屋の前に急きゆう遽きよ設置したベンチに行ぎよう儀ぎよく座った藍あい色いろのロングヘア、はち切れんばかりの胸むな元もとをメイド服に封ふう印いんした堅かた物ぶつ委員長風メイド長アリスさんは、眼鏡をキラリと光らせた。

「すみません、俺もティアも城内での知り合いが多い方ではないし……」

　悲しい事にティアの方が、最近庭師に就職した俺よりも少ないという事実もある。

　ちなみにアリスさんを筆頭にしたメイドさんは三人。声を掛けた後でアリスさんが厳選してこの場に連れて来たそうなのだが。

「いえいえ、お気になさらないで下さい。私は勿もち論ろんですが、コウ殿どのから教わった『調理』技術のお陰かげで最近王城内部での食べ物への注目は目を見張るものがあります」

「そうですね！　私たちが作ったケーキの方が宮きゆう廷てい料理人よりも美味おいしいって国王様もお褒め下さいましたし」

　アリスさんに追従してブロンドショートのメイドさんが元気に言う。

　部下の言葉にアリスさんが眼鏡を光らせて不敵に笑う。

「料理で宮廷料理人をも超こえるメイド……悪くないですね……フフフ」

　……相変わらず堅物な見た目に反して豪ごう快かいなメイド長である。

　そして反対側のベンチに鎮ちん座ざするのは俺の仕事仲間たち。庭師の親方と兄貴分のジャック先せん輩ぱいである。二人ともいきなりの事なのに快く承しよう諾だくしてくれたのだ。

「親方も先輩もありがとうございます。こないだから世話になりっぱなしなのに」

　俺の言葉を受けてグレーの髭ひげを蓄たくわえた、つなぎと腕うで組ぐみの似合う親方が豪快に笑った。

「な～に気にするねぇ。こないだの庭みたいな面おも白しれぇ仕事は大だい歓かん迎げいだしよ！　ワシらも新しいもんを知りてぇんだよ！」

「その通り!!　最さい先せん端たん、実に良い響ひびきじゃねーか!!　そんな最新の研究技術を俺が身に付ければきっと……きっとあの娘こは……お、俺の事を……ふ、ふり、振り向いて……」

　勢い込んでワザワザ立ち上がったジャック先輩は崩くずれ落ちていく。

　そう言えば先月振られた女性の結けつ婚こん式が昨日あったんだっけ？　ご愁しゆう傷しよう様さまです……。

　ともあれ招集した人数は味見・調理部門からメイド三人、植物の生育管理部門で庭師二人、そして俺たち三人の計八人。カルヴァドス研究所の試運転はこの面子メンツで始まった。

「では、これから軽くですが研究所の作業の概がい要よう、品種改良の定義から説明します」

　有り体ていに言えば本日は理科の授業である。

　この世界の文字を書く事が出来ないから、教きよう壇だんに立って説明するのが俺、用意した黒板に板書するのがティアの役目。所長と副所長の肩かた書がきからすると立ち位置が逆だが、それは仕方がない。

　とにかく科学的常識が無いのだから、受粉のメカニズムを知って貰もらわない事には先に進めない。何しろ実が生なるのは『蜜みつを吸いに来た蜂はちの魔ま力りよくが作用した結果』という考え方が常識な世界なのだから。

　幸いな事にこの場では一番の年配者である親方が懐疑的にはならず、むしろ植物の受粉については感心して聞いてくれて、アリスさんは精密にメモを取っている。

　お陰ですんなりと授業内容は品種改良へと移行していく。

　品種改良の方法は様々あるのだが、特とく殊しゆな技術や設備が必要な事はこの世界では出来ないし、そもそもそっちはやり方を俺が知らない。だから出来る方法は基本二つになる。

「一つは大量の植物の中から異い端たんの種を選別して増やす方法。親方も経験無い？　予定していた時期より早く咲さく花とか……」

　俺の質問に頷うなずいてみせる親方。

「ああ、毎年想定よりも早く咲き始めて早くに終わっちまうのがあるな」

「そういった異端な物、他ほかにも寒さに強い、色が違ちがう、荒あれ地ちでも育つなんて奴を選別して増やすやり方が分ぶん離り育種法」

　俺はティアが板書するのを見計らって続ける。

「そしてもう一つ。この前のリンゴを作り出した方法が交雑育種法だ」

　この前のリンゴ、その言葉に皆みな息を飲んだ。

「この方法でさっき説明した受粉させる事が大事。ただ受粉させるんじゃなく、植物同士の良いとこ取りをしてしまおうって感じ」

「良いとこ取り？」

「例えば『寒さに強いけど実が少ない』品種と、『寒さに弱いけど実が大量に生る』品種を掛かけ合わせる事で『寒さに強くて沢たく山さん実が生る』品種を作り出そうって訳」

「「「ほほ～～～～～」」」

　息の合った感心の声が漏もれる。

「ただ、この方法が成功したかは本来一年に一～二回程度しか分かんない。失敗して『寒さに弱く実が少ない』品種になっている可能性もある……しかし!!」

　俺は振り向いて板書に専念していたティアへと矛ほこ先さきを向ける。

　急に自分に視線が集まってビクつくティア。

「このエルモント王国第三王女ティアリス姫ひめの特殊な魔法『植物生育』は、そんな成長過程がたったの一いつ瞬しゆんで出来てしまう！　そう、一年に一～二回が一日に一～二回に短縮されてしまうのです！」

「「「おおお～～～～～～～」」」

　突とつ然ぜん起こる拍はく手しゆに困った顔で固まるティア。

　なんだろう……段々通つう販はん番組の司会者な気分になってきた。

「この前のリンゴはその品種改良を繰くり返す事で出来た代しろ物ものです。そしてティアの魔法の利用法はそれだけじゃない。発はつ酵こう食品の製造も行える機能性を持った優すぐれモノ」

「発酵食品？」

「昼食会で食事を担当したメイドさんたちには御お馴な染じみでしょうけど、醬しよう油ゆと味み噌そは本来なら半年以上の熟成をしないと美味しくはならないんだ」

「……何かワインみたいだね」

　意外な事に脇わきで聞いていたキリカさんが正解を言った。

「はい、キリカさんその通り！　発酵の意味合いでは醬油や味噌は酒と同じだ。細かい理り屈くつはまた今度説明するけど……」

「……え？」

「その辺の熟成期間を植物から精製したものに限り、ティアの魔法はすっ飛ばすことが出来るみたいなんだなコレが。しかもその食材の最も良い状態まで……」

　実を言うとこれは、ある程度ティアと実験した結果なのだ。

　彼女の『植物生育魔法』の効果の線引きは『生きた植物』である事なのだが、この辺が非常に曖あい昧まいだった。

　醬油や味噌は言ってしまえば原料は蒸むし煮にした大豆、要するに『死んだ植物』に当たるが、職人たちには『生き物』として大事に製造されている。

　実際には生きているのは酵こう母ぼ菌きんの方だろうが。

　試ためしに発酵食品なら何でもいいのかとも思ったのだが動物性の物には効果が無く、チーズやバターなどの製造は出来なかった。もうこうなるとやってみない事には分からない。

　この辺の説明は俺もティアも明確な確証がある訳じゃない。ゆえに説明が少々曖昧な感じになってしまうのだが、またもや率そつ先せんして理解を示したのはキリカさんだった。

「……要するにティアの魔法は植物から精製した『生きている』と表現されている……発酵食品？　には効果を発揮して、最高に熟成した物を作り出せる」

「う、うん多分。全すべてかどうかは分からないけど……」

「コウさんと何度か実験しましたけど、お醬油とお味噌の他にお酢すとお酒の精製にも成功いたしましたし……」

「ほ！　本当か!?」

　ティアの言葉にキリカさんの目が肉にく食しよく獣じゆうの如ごとくギラリと輝かがやいた。

「ダイチ!!　今の話は間ま違ちがいないのか!?　ティアの魔法は発酵食品を一番良い状態に出来、その魔法で造った酒があると！」

「専門分野でもないのに酒が絡からむと恐おそろしい理解力だなアンタ！」

　引き気味の俺に構わず勢い込むキリカさん。

「つまり！　私のような平民上がりでは一生口にする事が叶かなわないと思われた百年、いや二百年物のワインすらティアは一瞬で生み出す事が出来る!!」

「理解が早過ぎておっかねぇよ！」

　思わず突つっ込みを入れてしまった。好物のワインと結びつけたとは言え、キリカさんの酒に対する執しゆう着ちやく心は凄すさまじい。

　技術を発展させるのは欲よく望ぼうであるとは良く言ったものだ。

　気が付くとキリカさんは板書中のティアに飛び付いていた。

「ティアー！　ちょっと私のお願い聞いて～!!」

「わわ!!」

　すがり付かれて困った声を上げるティアというちょっと珍めずらしい光景に、お集まりの皆みな様さまからは笑いが漏れる。微笑ほほえましいのは分かるが……。

「仕事が終わってからにしなさい！　この吞のん兵べ衛えは!!」

　それから一通りの説明が終わり、ものは試しとばかりにイモで品種改良の実験をする事になった。

　何しろティアの魔法さえあれば一日に最高二回の実験が出来るのだから、何回でも失敗を繰り返す事が出来る。

　つまり、成功するまで存分に失敗出来る。単純にそう考えていたのだ。

　だからこそ俺は一つの事実を忘れていた。

　ココが異世界であるという一番大切な事を。




『緊きん急きゆう警報発令！　緊急警報発令！　城内警備の王国騎き士し団は速すみやかに王宮庭園へ集合してください！　繰り返します……』

　風かぜ魔ま法ほうによって緊急警報が城内に響き渡わたり、次々と武装した兵士たちが突とつ如じよ城内に現れた巨きよ大だいな存在へと向かって行く。

「王国軍第一騎士団、第一種戦せん闘とう態勢！　他の騎士団に後おくれを取るな！」

「「「オオオオオ[image: !!!]」」」

　臆おくする事も無く号令と共に一いつ斉せいに魔法を放ち巨大生物に立ち向かって行く兵士たち。

「さすが本職の戦闘集団。統とう率そつの取れた動きだなぁ～」

「エルモントの兵士たちは優ゆう秀しゆうですから」

　俺は肩かたに担かついだティアとにこやかにその光景を走りながら見ていた。

「のん気に歓かん談だんしている場合か!!」

　いえ、どちらかと言えば現実逃とう避ひ。

　初めてのリンゴ以外での品種改良。掛け合わせの結果誕生したのは丈じよう夫ぶで大きい……樹木並みに巨大なそれは確かにアサガオ型の白い花を付けたサツマイモ属の物だった。

　……のだが、巨大化したイモ（仮）は意思を持ったかのように蔓つるを周辺に伸のばして動く者を搦からめ捕り始めたのである。

　ティアを担いで逃にげ回る俺に、襲おそい掛かる蔓を槍やりで薙なぎ払はらうキリカさんたちから苦情が殺さつ到とうする。

「食材研究で新たな魔物を生み出してどうすんのよ!!」

「知らんよ！　幾いくら何でもコレは予想外だ!!」

「キリカ！　上から!!」

　ティアの言葉でキリカさんは華か麗れいにジャンプして上から伸びてきた蔓を切り落とした。

　どうやら六十回以上の品種改良を行ったリンゴの時に、こんな事態にならなかったのは運が良かっただけのようだ。

　ただこの巨大イモ、そこまで強い訳でもなく刃は物ものを振ふり回せば切れるし火の魔法を放てばあっさりと燃え落ちる。ハッキリ言って手て強ごわくはない。

　にもかかわらず、優秀なエルモント兵士たちは苦戦を強しいられていた。その理由は……。

　伸びまくった蔓に巻き取られたメイドさんたちが、何と言うかあられもない格好でキャーキャー叫さけんでいる。助けようとした男性諸君はその光景に生なま唾つばを飲み込み、吊つるされたままのメイドさんたちに蹴けっ飛ばされる。そんなマッチポンプが繰り返されていた。

　一番蹴っ飛ばされているのが同じ職場の先せん輩ぱいである事は見なかった事にしよう。

「た、隊長！　この巨大植物は我々の敵なのですか!?　それとも……」

「言うな！　ワシもここまで敵か味方か迷った事は……戦場ですら無かった」

　男泣きに泣く第一騎士団隊長以下隊員たち。大だい丈じよう夫ぶか？　そんな大おお騒さわぎの中、庭師の親方とメイド長アリスさんは地中から掘ほり起こした巨大なイモを切り分けて味見をしている。

「うん、味の上では問題ありませんね。この前調理講習でコウ殿どのに教わったスイートポテトに良いかもしれません」

「おう、ちょい豪ごう快かいな見た目だが味は悪くねぇな」

　この騒そう動どうの中、豪快にも程ほどがあるだろうに。

「コウさん……農業とは、品種改良とは自然と人間の戦い……なんですね」

「……俺も日本で聞いた気がする言葉だけど……なんか違ちがくね？」

　担がれたまましみじみと言うティアに俺は突っ込まずにはいられなかった。




　　　　＊




「ふぃ～今日は疲つかれたな」

　結局騒動は全ての葉や蔓を切り落とし、地中のイモを全て掘り起こす事で幕を閉じた。

　その後関係者各位、特に一番迷めい惑わくをおかけした兵士の方々には俺とティアの二人で謝って回ったのだが、兵士たちは妙みような哀あい愁しゆうを漂ただよわせて「今日、俺たちは強敵手ともと出会い、強敵手を打ち倒たおしたのだ」「出会い方が違えば……彼とは真の友になれたのに……」「ぜひ、再び相あい見まみえたいものだ！」などと妙なテンションで口走っていた。

　本当に大丈夫か？　この国の軍人共は……。

　そんな事を思いつつ、自分の住すみ処かである道具小屋の扉とびらを開けると……。

「……おかえり」

　幼女が座っていた。

「ここは俺ん家ちだと思うけど？」

　この幼女、見た目はアレだが正しよう真しん正しよう銘めいこの世界の女め神がみ様。この世界に俺を呼び込んだ張本人『月明かりの女神』ルーチェである。

　ただ、いつもとは様子が違う。

　初対面から数か月たった事の賜たま物ものかとも思ったが、そうではない。

　白く清せい楚そなドレスといういつもと同じ物を身にまとってはいるが、その姿に煌きらびやかで圧あつ倒とうされそうな神こう々ごうしさは無い。その上、目の下には隈くまがひどい。

「ど、どうした嬢じようちゃん？　何かぐったりしてないか？」

　俺の質問にルーチェは力無く笑った。

「あはは……ちょっと試験勉強……みたいなものよ」

「試験？」

「そ、昇しよう級きゆう試験。これで少しはアカシックレコードにアクセスできるようになったわ」

「あ……」

　その言葉で得心が行った。アカシックレコードにはロックが掛かかっている。前にルーチェ本人が言っていた事だ。

　未熟な内は『滅ほろびの最初と最後しか読み取れない』とも。

　つまり彼女は一刻も早くアカシックレコードを読み解けるようになろうと日夜努力をしているのだろう。何やら幼女の健けな気げさに目め頭がしらが熱くなる。

「……ちゃんとメシ食ってんのか？」

「え？　ううん、最近は忙いそがしくってね……」

「そうか……ちょっと待ってなさい」

　俺は囲い炉ろ裏りに火を入れてから残り飯を利用して作った簡単な雑ぞう炊すいをルーチェの前へと差し出した。その瞬しゆん間かん、ルーチェの瞳ひとみが輝きを取り戻もどす。

「わあ～美味おいしそう！」

「ちゃんと食べないとダメだぞ？　倒れでもしたら元も子も無いんだから」

「うん、ありがとう」

　そう言ってレンゲを口に運び「あち、あち」と言う女神はその度たびに蕩とろけそうな顔になる。

　本当に寝しん食しよくを惜おしんで頑がん張ばったんだなこの娘こ。

　あっという間に全て平らげた幼女女神は満足そうに笑った。

「あ～美味しかった。ごちそうさま～」

「全く……このくらいならいつでも作ってやっから。たまには顔を見せなさい」

「うん、ありがとね」

「正月には帰って来なさいよ」

「分かってるわよ。オカンも体に気を付けてね」

　そう言ってルーチェは帰って行った。途と端たんに静かになる小屋の中。

「全く……あの娘は、自分よりも人の事を心配してからに……」

「って違うでしょ!!」

　出て行ったルーチェが勢い良く戻って来た。

　さっきとは打って変わった覇は気きのある表情で。

「おう、正気に戻ったか？」

　とりあえずノリツッコミが出来るくらいには回復したようだ。







「今日はとにかく読み取れるようになったアカシックレコードの一文を伝えに来たのよ」

　用意した座ざ布ぶ団とんにちょこんと座ったルーチェは俺を真っ直すぐ見つめてそう言う。

「前に貴方あなたたちが昼食会を成功させたお陰かげで『Ｅのランチタイム』に関する記述は消えたけど、この国が軍備増強を必要とする口実がある限り、『東大陸からの侵しん略りやく』の未来は変わらないみたい」

「……発ほつ端たんを潰つぶしただけでは足りない……と？」

　不満げに俺が言うと、ルーチェはどこに持っていたのか大きめの用紙を床ゆかに広げてみせた。そうすると紙上にインクで描かいたような図形が自動的に現れた。

　こういう部分はやはり女神様なんだよな～と実感する。

　図形は単純なもので四つ矢印が伸び、その先に四角く囲った中、軍備増強画策・東大陸武力行使の文字が書かれていた。俺に気を遣つかってくれたようで文字は日本語である。

　矢印の一つには『Ｅのランチタイム』と書かれ、その上からバツが付けられている。

「……つまり前回の昼食会は発端の一つ、今のままでは〝あの未来〟に繫つながるって事？」

　瞬間的に表情が強こわ張ばるのを抑おさえられない。そんな俺にルーチェは神しん妙みように頷うなずいた。

「変わった部分もあるけれど、残念ながら終わり方は変わっていないわ。まだ今の歴史は〝あの未来〟へ続いている」

「く……」

　以前ルーチェに見せられた未来の一節。

　未熟な彼女が見せられるのはアカシックレコードで自分が読み取れた部分のみなのだそうだが、絶対に見たくないと思うには十分だった。

　ティアが身と心に取り返しの付かない傷を負った戦士となり、憎ぞう悪おと後こう悔かいの果てに死に逝ゆく運命なんて。

　ルーチェは小さい指で矢印を一つ一つ示し説明する。

「まず解読できたのは戦争に発展しそうな原因は三つあるのよ。その内『Ｅのランチタイム』は潰したから、今後の課題は二つ、どれも隣りん国ごくとの問題になるのよ」

「隣国……ね」

　何やら嫌いやな予感しかしてこない。

　国家間の問題、そんなの俺に振られても困るんだが……。

「上から焰ほのおの国エクレア、東水神国ベルガと西水神国アンダイル、風ふう雷らい都市ブリッツの動向が今後重要になってくるの」

　ルーチェがそう言うと紙上の矢印に各おの々おのの国名が浮うかび上がってきた。

「他国の脅きよう威いに軍備増強の思想は国を守る上で間ま違ちがった考え方じゃない。本当の目的がどうであれ、その建前がある以上強ごう欲よく大臣の軍事介かい入にゆうは続く。貴方には不服でしょうけど」

「ム……」

「軍備増強が未来の滅めつ亡ぼうに繫がるから止やめろなんて……この世界では誰だれも耳を貸さないわ」

　そりゃ俺も国取りゲームはやった事はあるから理り屈くつの上では分かる。

　隣となりに強そうな国がいるのに『丸まる腰ごしでいても大丈夫、襲って来る訳ない』なんて態度でいたら『攻せめ取って下さい』と言っているようなものだ。国として成り立たないだろう。

　方法と理由さえ間違っていなければ、強欲大臣のやろうとしている事は決して間違っている訳ではないのだ。

「東と西の水神国ベルガとアンダイルは元々一つの国だったけど、内戦で分ぶん裂れつして今でも緊きん張ちよう状態が続いている。南方のブリッツは十年前にエルモントと実際戦争をしてから膠こう着ちやく状態なの」

「……どっちもいつ火種が飛んで来るか分からない」

「そう言う事」

　以前キリカさんに教えて貰もらった『十年前はこの国も戦時下だった』歴史は今も影えい響きようが残っているのだろう。

　俺は一呼吸置いてからルーチェの瞳を真っ直ぐ見み据すえる。

　そして彼女が意図的に最後にしたと思われる国名を聞いた。

「それで、一番問題なのはアリーシャ王女の国、エクレアなのか？」

「ええ……」

　ルーチェは神妙に俺の言葉を肯こう定ていした。

「鉱石の国エクレアが最近は魔ま鉱こう石せきの枯こ渇かつのせいで財政難なのは知っているわね？」

「ああ」

　本来パーティーには来たがらない味オンチの王女が、前回エルモントの昼食会を訪おとずれた第一要因がそれなのだから。

「今後エルモント王国が軍備増強の槍やり玉だまに挙げる第一位が、財政難に喘あえぐエクレアが本来個々でしか扱あつかえない魔ま力りよくを一か所に集積させて兵器として放つ『魔ま導どう砲ほう』の開発を始める事にあるの」

「うわ……」

　一気に鳥とり肌はだが立った。

　強力な兵器が自分の国にはあるぞとアピールするやり方は地球でも普ふ通つうに存在する。

　その情報を盾たてに他国よりも優位に立って『自分の国へ戦争を仕し掛かけるのはリスクが高いぞ』と侵略を防ぎ、または外交上で優位に立とうとしているのだろうか？

　だがルーチェの言葉に自分が戦争から隔かく離りされた人間である事を思い知る。

　兵器を脅おどしに使うなんて発想が、すでにズレているのだ。

「悪い事にエクレアは財政難脱だつ却きやくの為ための方法として侵略戦争を考えている。その為に魔導砲の開発に着手するのよ……」

「はあ！　そんなバカな！　アリーシャ王女が侵略戦争!?」

　にわかには信じがたい未来だ。

　確かにアリーシャ王女は近きん隣りん諸国に名を馳はせる戦場の英えい雄ゆうではある。

　しかし実際に会った彼女は偉えらそうでお調子者ではあるけど、困っているティアに協力してくれた優やさしい女の子だった。

　彼女が王女である国が侵略戦争を仕掛けてくるとはとても思えない。

　俺の考えを読んだようにルーチェは深々と息を吐はいた。

「安心しなさい……って言うのはどうかと思うけど、アリーシャ王女は侵略戦争には反対派よ。枯渇してきた資源の為に自分の嫌きらいなパーティーに参加して来たのが良い証しよう拠こ」

「そう……か」

　それを聞いて少しだけ安心する。

　アリーシャ王女は今やティアにとって初めて出来た王女同士の友人だ。

　あの日以来、王女同士でちょくちょく文通し合って友好を深めているようだし。敵対するとはとても思いたくない。

「それに槍玉に挙がっている魔導砲開発は今後確実に失敗するのよ」

「失敗する？　だったら問題な……くないのか？」

　俺の発言に表情を変えないルーチェの態度で察しが付く。

　更さらなる面めん倒どう事がある事が。

「ええ、失敗するのよ。歴史的に、貴方が一番嫌いな結末でね」

「……悲劇的に……か？」

　幼女女め神がみは神妙な顔で頷いた。

「ちょっと複雑になるから時系列で説明するわね」

　ルーチェがそう言った途端に広げた用紙の文字が急激に動き出し、年表のようになった。

　ただ、年月を記すべき場所が『数日後』『数週後』と妙にアバウトなのが気になる。

　ルーチェはまず年表の一番初めを指差した。

「まず数日後に侵略戦争の危険性を察知したアリーシャ王女からエルモントに、正確にはティアリス王女へ依い頼らいが届けられる」

「ティアに依頼？　それって……研究所にって事？」

　俺の質問にルーチェは頷いてみせた。

「そう、カルヴァドス研究所に『国内で新たな財源を模も索さくしたいから協力して欲しい』ってね」

　農地開かい拓たくや新たな作物の生育を模索して財源確保を目指そうって訳か……さすがはアリーシャ王女、ただのお調子者じゃないな。

「……だけど、この依頼は失敗に終わるわ」

「…………何だって？」

　確かに農地開拓や品種改良などに失敗は付き物だが、多分これから自分が携たずさわる仕事が失敗に終わるって言われるのは不ふ愉ゆ快かいであるな。

「ここで重要になるのが魔導砲の開発なんだけど……」

「ああ……多数の魔力を一か所に集中してぶっ放す大砲だっけ？」

　ルーチェは一つ頷いて手の平に光の球、魔力の光を生み出してみせる。

「魔力の集積、言うのは簡単だけど……でもそんなのは無理があるのよ」

「どうして？」

　魔力を持つ事が出来ない俺にとっては魔力は電気と同じ感覚で考えていたのだ。集積とは単純に充じゆう電でん池ちのようなものかと。

　自分の考えをルーチェに言うと彼女は首を振ふって言う。

「魔力ってのは本来個々人の力。貴方にも分かりやすく言えば筋力のようなものかしら」

「筋力？」

　言いながらルーチェは光の球を幾いくつかに分裂させて小さな人型を何個か作り出す。

　そして小さな一つの人型が丸い球を押す動作をする。

「筋力は個人の力。力を合わせる事は出来るけど、それは一つの力じゃない」

　ルーチェの言葉に今度は全員で一つの球を押し始める。

　確かにその通り、力を合わせたり一丸となる事は出来ても個人の筋力は個人の物だ。

「十人の筋力を一丸には出来ても一つには出来ない。そんな事をすれば……」

　ルーチェの言葉に光の人型が一つに重なり合った瞬しゆん間かん、光の人型は弾はじけて消えた。

　……趣しゆ味み悪わるいな。現実に起こる事を想像して嫌な気分になる。

「……つまり理論上不可能って事で良いのか？」

　俺の答えにルーチェは大きく頷いた。

「そう、不可能なのよ。でもどうしても侵しん略りやく戦争を起こしたいエクレア王国上層部は諦あきらめられず、終しまいには『人間の技術では不可能』って結論に至るのよ」

　すでに前まえ振ふりが嫌な空気を醸かもし出している。

「エクレア王国には焰の国の象しよう徴ちようとされるボルフィン火山があるけど、そこには千年以上前から火か竜りゆうの一族が住んでいるの」

「火竜？」

　俺が真っ先に思い付くのはアリーシャの愛竜グランツだ。

「昔人間と魔族が決別した時、力のある竜たちはほとんど東大陸へと渡わたったのに火竜の一族だけはボルフィン火山を離はなれようとはしなかった」

　ティアに聞いた話だが、竜と言っても魔族と言われる竜は翼よく竜りゆうとか人間に使し役えきされている者とは異なる。分かりやすい違ちがいは人間よりも知能が低いか高いかだ。

　高いと魔族と称しようされていて、火竜はどちらかと言えば魔族寄りなんだそうだが。

「何で火竜たちは火山を離れなかったんだ？　人間と決別したなら西大陸に留とどまる理由なんて……よっぽどお気に入りだったとか？」

「違うわよ。ボルフィン火山には、実は太古の昔に封ふう印いんされた厄やく災さいがあるの」

「封印……厄災……」

　またもや嫌なワードが出て来た。

「火竜たちは厄災を火山に封じた鍵かぎである『紅こう焰えん石せき』を長い年月守っている。そしてそんな彼らをエクレアでは守り神として崇あがめている訳ね」

「……なんかオチが読めて来たんだが」

「国の財政立て直しを焦あせるエクレア上層部は、魔力集積の核かくとして紅焰石を盗ぬすみ出す。それが封印の鍵だなんて知らずに火竜の秘宝だってね。でも石は魔力の集積なんか出来ず砕くだけてしまう」

「うわ……」

　鍵が無くなって壊こわれる……それは最低な結果だな。

「当然開きっぱなしになった封印から、厄災が火山の噴ふん火かと共に復活しそうになる」

「……しそうになる？」

「……実際には厄災は再び封印されるのよ。新たな紅焰石によって……」

「何だよ、複製が可能なのか。なら……」

　俺は少しだけ胸むねを撫なで下ろす。だがルーチェの表情は変わらない。

「まだ何か問題あるの？」

「最初に見せたよね。魔力集積を行うとどうなるのか……」

「あ、ああ……」

「じゃあ何で紅焰石は魔力集積で砕けたと思う？」

　ルーチェの言葉には脈みやく絡らくは無いように思えた。

　だけどさっき彼女がわざわざ見せてくれた人型の説明に思い至ると背筋が一気に寒くなった。一つに集積して砕けたのは何か？

「まさか……」

　ルーチェは真しん剣けんな眼まな差ざしで俺の言葉を肯定する。

「そう、紅焰石はかつて封印の為に生いけ贄にえになった人間のなれの果て。再度封印する為には新たな生贄が必要になる。しかも高い魔力を持った者が」

　新たな生贄、俺の嫌いな結末。ここまで来れば最も早はやルーチェの答えを聞くまでもない。

「新たな農業開拓には最低二～三年はかかる。アリーシャ王女とティアの平和路線は失敗したんじゃない……間に合わなかったのか？」

　ルーチェは神しん妙みように頷うなずいてみせた。

「事件が起こるのは約二年後よ。平和路線の代表にも拘かかわらず、侵略戦争推進の尻しり拭ぬぐいの為にアリーシャ王女は生贄になる……」

「……やっぱり」

　背筋に冷たいものが走る。そうなった時の余り考えたくないティアの嘆なげく顔が目に浮うかぶ。

「でも……国家的にそんな不ふ祥しよう事じを他国へ流す訳に行かないエクレア王国軍上層部は『魔ま導どう砲ほうの開発は成功した』って公表、更に反対派の代表だったアリーシャ王女がいなくなった事でますます軍備拡張に乗り出す」

「バカか!?　アリーシャ王女っていう最悪の犠ぎ牲せいを出しておいて反省もしてねぇのか!?」

　俺の急激な大声にルーチェが体をビクつかせる。

「わ、私に怒ど鳴なんないでよ。あくまでこれから起こる話なんだから……」

「あ……ごめん」

　確かにルーチェに怒鳴る事じゃない。この嬢じようちゃんはあくまで悪事をやらかす連中の詳しよう細さいを教えてくれているのだから。

「……貴方あなたの気持ちは分かるけどね。対外的な面子メンツを保つ為に流した情報のせいで、エルモントの軍備拡張への理由にされてしまうって訳。このままではエルモントが危ないってね」

「軍備拡張の理由にしたくて東大陸に手を出して……か？」

　俺の呟つぶやきにルーチェは神妙に頷いた。

「悪い事にエクレアも新たな財源として、そしてブリッツは新たな魔導兵器開発の足がかりとして東大陸を狙ねらっている。平たく言うと西大陸東とう端たんの三国が戦端を開こうとしているのよ」

「……そして『東大陸からの魔族侵しん攻こう』の未来へまっしぐら……ってか？」

　頭が痛くなってくるな……。

　人間の身勝手で東大陸に手を出して向こうから大だい反はん撃げきに遭あう未来は変わらないらしい。

　たとえこの国だけじゃなくても。

「正直今回のミッションは前回よりも厄やつ介かいよ。何しろ正解が分かんないから」

「は？　正解だって？」

　何気なく緊きん迫ぱく感かんと嫌いやな含ふくみを持たせる幼女女神。

「苦労は多かったでしょうけど前回の時は『昼食会の失敗』が原因だって分かっていたから、成功させるって明確なゴール設定が出来たでしょ？」

　言われれば確かにその通り。色々あったけど結果だけ見れば成功を目指すという実にシンプルなゴールを目指していた。

「今回は戦争の火種になりうる原因を事前に潰つぶす訳だし……」

「それだけ聞くと前と同じに聞こえるけど……」

　俺が楽観的に言うと呆あきれたようにルーチェが溜ため息いきを吐ついた。

「分かってないわねぇ。エクレアだけに焦しよう点てんを絞しぼると『失敗に終わる兵器開発』でしかないけどエルモントにとっては『新たな脅きよう威いの可能性』なんだから」

「……どういう事？」

「他国にとって脅威でなくなるくらい分かりやすく開発事業が白紙になった事にならないといけないのよ」

　あっさりとそんな事を言われて仰のけ反った首がゴキッと変な音がした。

「無む茶ちや言うな！　ゴールが分からないしかも他国のプロジェクト、おまけに失敗した事すら認めないのに家事スキルしかない俺に何の介入が出来るってんだよ!!」

「……そりゃそうよ。事が国政レベルにまで至ればオカンに出番はないわよ」

　俺の叫さけびにルーチェは茶を啜すすりつつあっさりと認める。

「貴方が介入可能なのは家事スキルで対たい抗こう出来るうちまでよ」

「って事は今ならまだ俺のスキルでどうにかなるレベルなのか？　ランチタイムと同じように」

「分かんない」

「オイ……」

　思わずドスの利きいた声を漏もらしてしまいルーチェがビクッと身を震ふるわせる。

「だ、だってしょうがないでしょ？　これはアカシックレコードの決まっているルートを分ぶん岐き点てんで捻ねじ曲げるようなものなんだから。曲げた結果はやってみないとどうなるか分からないし」

「む……」

　そう言われると納なつ得とくするしかないか。そもそもこの女め神がみには読み取れない部分が多い。結果を全すべて教えろとは言えないな。

「それに最後の未来は変わっていないけど最近の未来なら少し変わったじゃない？」

「最近の未来？」

「前の歴史では無関係……ってか敵対者寄りだったエクレアのアリーシャ王女が友人になった。このアドバンテージは大きいよ」

　ルーチェの言葉に気が付く。確かにそれは今までの歴史では無かったカード。侵略戦争を画策する国の王女が反対派で懇こん意いというのは大きい。

　そもそもアリーシャ王女がティアと仲良しでなければ、平和路線画策でエルモントに依い頼らいする未来は無かったのだから。結末は変わっていなくても、その過程は明らかに変わっているのだ。

　昼食会での成功が次の歴史介入の糸口になっているという事らしい。

　俺は頭をガリガリと搔かいて息を吐はき出した。

「はー……分かったよ、やるだけやってみる。何とかしないと悲劇まっしぐらなんだろ？」

　そんな俺の様にルーチェはカップを置いて笑ってみせた。

「そんな嫌そうな顔しないで。今回はアカシックレコードで良い事も分かったんだから」

「良い事？」

　ココまで悪い情報ばっかりだったから、そう言われても疑ってかかってしまう。

　悪戯いたずらを仕し掛かけた子供のようにルーチェは言った。

「実はね……」







　幕間　実りの姫と焰の王女の約束







　突とつ然ぜんの訃ふ報ほう、その事実は真っ先にエルモント王城の友人の下もとに届けられた。

　エルモント王国第三王女ティアリスは受け取った報告書の内容を信じたくなかった。

『焰の国エクレアの第一王女アリーシャ・エモニエ。魔導兵器誤作動の為ため薨こう去きよ』

「う……うそ……うそです……アリーシャ王女が……」

　唇くちびるをわななかせて報告書を見ていたティアリスは、堪こらえ切れずに膝ひざを突ついた。

「ティア！」

　護衛師キリカは心配して駆かけ寄った。

「私の……私のせいです……」

　崩くずれ落ちたティアリスの瞳ひとみからは止め処ども無く大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちる。

「私の研究が……もっと早く完成していれば……こんな事には」

「違ちがう！　貴方もアリーシャ王女も最善を尽つくした！　あと一年あれば……」

「間に合わなくては意味がありません！」

　キリカの言葉にティアリスは悲しげに吠ほえた。

「もう……アリーシャ王女は……アリーシャは……」

　ただただ声を上げて泣くティアリス。キリカはそんな彼女の肩かたを黙だまって抱だく事しか出来なかった。







　魔ま族ぞくの侵しん略りやく、その苛か烈れつさは大半の人間にとって完全に予想外だった。

　人間からの攻こう撃げきを受けて、東大陸から西大陸テルギルギウスに侵略を開始した魔族たちは、瞬またたく間に魔導王国エルモントを飲み込み、隣りん国ごくエクレアへの侵攻も時間の問題だった。

　そして対抗手段を模も索さくしたエクレア軍上層部は禁断の技術へ再び手を出してしまう。

　それは数年前開発に失敗した挙句、エクレアの王女であった『アリーシャ・エモニエの死』の原因になった魔導砲の開発再開だった。

　娘むすめの死の原因になったこの技術はエクレア国王により資料の全てを焼しよう却きやく処分されていたのだが、一度行われた研究の断だん片ぺんを全て処分する事は出来ていなかった。

　断片では一番肝かん心じんな情報『紅こう焰えん石せきは太古の厄やく災さいを封ふうじた鍵かぎ』『紅焰石では魔力集積は出来ない』『紅焰石は厄災を封じる生いけ贄にえ自身である』、その辺が一いつ切さい書かれていなかった。

　中ちゆう途と半はん端ぱな断片を発見したせいで軍上層部は間違いを再び起こす。

　藁わらにもすがる思いで紅焰石を再び盗ぬすみ出したエクレア王国は、ボルフィン火山で紅焰石を守る番人の逆げき鱗りんに触ふれる事になった。

　封ふう印いんを解かれた厄災は怒いかり猛たける番人と融ゆう合ごうを果たし、手が付けられない脅威と化してエクレア王国全土を火の海に変えていく。

　紅焰石となったアリーシャ・エモニエを守っていた火か竜りゆうグランツによって……。

　紅と黒の巨きよ大だいな魔ま竜りゆうとなったグランツは、魔法も魔ま導どう具ぐも意に介かいさず国中を焦しよう土どに変え、人々は恐きよう怖ふと絶望へと沈しずんでいった。

　そんな時、一人の戦士がエクレア王国へ現れる。

　鍛きたえ上げた肉体に軽鎧ライトメイルをまとい、手にした武器はレイピア一本。全身に傷きず跡あとがあり、特に左ひだり肩かたには何かの紋もん様ようを切り潰した傷があった。

　ショートに切り揃そろえた髪かみはくすんだ緑色で、眼光は絶望を見てきたように鋭するどく暗い。

　人々は当初その戦士が力のある者とは思わなかった。避ひ難なんを促うながす兵士たちには「何をしている！　下がれ！」などと言われる始末だった。

　何故なぜならその戦士には魔力がほとんど感じられなかったから。

　しかし戦士と魔竜が対たい峙じしたその時、大半の人々の予想は裏切られた。

　誰だれもが太刀たち打うちできなかった魔竜と戦士は互ご角かく以上の戦いを繰くり広げ始める。

　その戦士の戦い方は想像を絶していた。

　使う魔法は風の魔力。だが彼女は少なく小さい風の魔力を更さらに絞しぼり込み、髪の毛一本分程ほどの大きさにした魔力をレイピアの刃は筋すじに沿って這はわせて切れ味を生むという今までに考えられない戦い方をしていたのだ。

　魔力の縮小には物質と違って限界が無い。

　だがこんな方法は膨ぼう大だいな魔力がある者には必要が無い技術で、魔力が低い者はそもそも魔法で戦う事を考えない。

　それは魔力が低くても魔族に対抗しようとした者にしか辿たどり着けない発想だった。

　しかし幾いくら強化してもそれは刃筋に沿った髪の毛一本分、武器のほんの一部分のみなのだ。爪つめの一ひと振ふりで大地を抉えぐり、ブレス一つで街を薙なぎ払はらう魔竜の攻撃が全て防ぎ切れる訳がない。魔竜の攻撃の度たびに戦士の全身には新たな傷が生まれて行く。

　それでも致ち命めい傷しようさえ防げれば後はどうでも良いとでも言わんばかりの戦士は、激戦を繰り広げ、遂ついに最後に立っていたのは傷だらけの戦士だった。

　激げき闘とうの末、魔竜を打ち倒たおした戦士をエクレア王国の国民は感謝と大だい歓かん声せいをもって称たたえた。

　だが戦士は血に塗まみれ、顔面に付けられた三本の傷の奥から鬼おにの形相で怒ど鳴なった。

「何が嬉うれしい貴様ら!!」

　急に剝むき出しの殺気と怒気を向けられて歓声ムードが一気に凍こおり付く。

「……彼は守り神だった。そんな彼はずっと泣き叫さけんでいた『主あるじを返せ、王女を返せ、友達を返してくれ』とな……」

　血に濡ぬれたレイピアを乾かわいた布で拭ぬぐうと戦士はレイピアをエクレア国民に向ける。何人かが向けられた殺気に腰こしを抜ぬかしてしまった。

「私は貴様らの守り神を殺した！　それのどこが英えい雄ゆうだ!!」

　戦士は倒れ伏ふした魔竜に悲しげに語り掛かけた……。

「すまないグランツ。お前の友人との約束……守る事が出来なくて……」

　それだけ言い残すと戦士はエクレア王国から去って行った。

　謝礼どころか感謝の言葉も、英雄の肩かた書がきすらも踏ふみ潰つぶして……。

























　カルヴァドス研究所での品種改良は初回の巨大イモ発生以降、念ねんの為ため兵士たちの演習時間に演習場で行う事を義務付けられた。

　あの時は巨大かつ動く対象に絡からみ付いてくるだけで他ほかの害が無かったから良かったものの、何せココは地球の常識が通じない異世界だ。それこそ何かの間違いで、肉食の巨大植物なんかが発生したら目も当てられない。

　その予防策と兵士の実戦演習を兼かねる目的らしいのだが、今のところは一回目の巨大種発生みたいな大失敗は無く順調に進んでいた。

　ただ順調なのはあくまで巨大生物が生まれない事のみ。食材として良い物が出来たという訳ではないのだ。

　特別に使用許可を貰もらった王宮の調理室で、本日の品種改良結果であるイモを蒸ふかす、焼く、揚あげるの三つの方法で火を通してから試食した全員から微び妙みような唸うなり声が漏もれる。

「う～～～～ん、水っぽくて何より味が全然しない……」

　俺の言葉にアリスさんを含ふくめたメイドさんたちも首を捻ひねっている。

「そうですね……以前の物よりもむしろ味が落ちています」

「本当、これなら前のおイモの方がホクホクして甘みが強かったです」

「……美味おいしくないですね」

　試食を繰り返す内にメイドさんたちの味覚スキルも上がっているようで的確な情報をくれる。まさしく俺もそう思っていたのだが。

「う～ん、でもな～」

　チラリと調理場の隅すみに目をやると、スイカくらいの大きさはあるイモから伸のびた芽がワサワサと蠢うごめいている。

　一回目の失敗で回収された巨大イモの一つなのだが、回収されたイモの中では成長途と中ちゆうのごく小さい奴やつだったりする……コレでも。

　非常に残念な事に先ほどからメイドさんたちが『以前の物より』と対象にしているのがコレなのだ。コイツ、こんなナリであるのに味は非常に良い。要するに食用としては普ふ通つうに美味しい。

「……もうコレを量産する方向にする？」

　若じやつ干かん冗じよう談だんめかしてそう言うと、メイドさんたちは真っ赤になって口を揃えた。

「「「断固反対です!!」」」

「でしょうね～～～」

　発生時に蔓つるに巻かれて結構な辱はずかしめを受けた彼女たちには当然の要求だろう。

　今のところ目指すのは蠢いて絡み付いてくるイモと同等か、それ以上の『動かない品種』を作り出す事だったりする。

　さすが異世界、日本では考えられない条件だ。

　ただアリスさんだけは冷静にキラリと眼鏡を光らせて言った。

「まったく、まだまだ未熟ですね皆みなさん。あの程度の魔ま物ものに後おくれを取る様では王宮のメイドは務まりませんよ？」

「……メイドってそういうもんだっけ？」

　このメイド長、あの騒さわぎの中試食をしていただけじゃなく、服の乱れも無く涼すずしい顔で闊かつ歩ぽしていたのだ。まあ、万が一搦からめ捕られたら体型的に他のメイドさんたちよりも更にヤバイ光景になっただろうけど……。

　若干アリスさんが〝そう〟なった所を想像してしまい視線を外したその時、何やら調理室の入り口から転がり込んで来た。

「コウさんコウさんコウさんコウさ～ん!!」

「連呼するんじゃない！　お前が言うと別の言葉に聞こえる！」

　飛び込んで来たのは涙なみだ目めで全力の『困りました顔』で俺の名を呼ぶティアであった。

　この娘こがこんな状態で連呼していると自分の名前が『降参』にしか聞こえない。

　しかし俺の抗こう議ぎは全く聞こえていないようでティアは一気にまくし立てて来る。

「国家要よう請せいで！　エルモントの！　アリーシャ王女の！　親善大使が！」

　慌あわてているのは間違いないが、取り乱し過ぎで全く言葉が繫つながっていない。でも、俺には理解できる言葉があった。

　数日前にルーチェに聞いたアリーシャ王女からの依い頼らいの事か？

　詳くわしく聞こうかと思ったのだが、ティアはアタフタするだけで要領を得ない。後から追い付いて調理室に来たキリカさんが、ティアの体ていたらくに呆あきれ顔になって俺に武器を手て渡わたした。

　目だけで疎そ通つう、俺がティアを指すと指で丸を作る。

　専属の護衛師さんから許可が下りました。

「私なんかが！　アリーシャ王女が所長で！」

「落ち着け!!」

　スパアアアアアン！

「ピ!!」

　キリカさんが手渡してくれた伝家の宝刀ハリセンは、ティアの尻しりで良い音を響ひびかせた。

　本来王族に一いつ介かいの庭師がこんな事をするのはあり得ない事なのだが、前例があるだけにアリスさんたちメイドさん方は最も早はや驚おどろきもしない。

　いや、一人本日初参加のメイドさんだけが青くなっている。

　うん、これが普通の反応だろうね。

　とりあえず刺し激げきで正気に戻もどったのかティアは不満気に後ろを押さえて言う。

「コウさん……コレ、結構痛いんですよ？」

　膨ふくれるティアに俺はハリセンを肩かたにトントンさせながら言う。

「なら落ち着いて話せよな。幾ら何でもさっきのじゃ何言っているか全く分からん」

「う……」

　ティアは周囲を見渡してちょっと赤くなった。

「も、申し訳ありません。お見苦しい姿を……」

　そう言ってメイドさんたちに頭を下げるティアだが、アリスさんたちは「お気になさらずに……」など軽く流すのに対して初参加のメイドさんだけは一人で恐きよう縮しゆくしきっていた。

　変な所だがこんな部分がティアへの人物評価に繫がるようだ。

　しばらくして話せる程度には冷静になったティアが話し始めた。

「実はエクレアのアリーシャ王女から直々に、カルヴァドス研究所へ国家要請があったんです」

「国家要請？　あのお調子者王女から？」

　自然と表情が引き締しまる。

　予想通り、それは昨夜女め神がみから聞いた情報で今後エルモントの未来に重要となる国だ。

「最近アリーシャ王女とは文通させて頂いているのですが、今回のお手紙はあくまでエクレア王女として、国家間の要請としてなんです」

　ティアが懐ふところから取り出した封ふう筒とうには竜りゆうの紋もん章しよう、エクレア王家の紋章の封が施ほどこされていた。

　中身を取り出してティアは読み上げ始める。

「え～と、敬愛するジュリアお姉さま。貴方あなたをお姉さまとお慕したいしてから早七百六十三の日々が過ぎて行き……」

「ストップ！　ティア……多分それ読んじゃいけない方の手紙だ」

「……そうですね」

　読んでいる最中でティアも気が付いたらしい。

　おそらくアレはファンレターだな。炎ほのおの女王、ティアの姉さんに宛あてた……。

　愛というものは過多になると恐おそろしい。

　俺がある意味戦せん慄りつを覚えていると、ティアは別の封筒を取り出した。

「ああ、こっちが正解ですね」

　今度は打って変わってシンプルな封筒、王家の紋章も何も無い。

　ファンレターが王家の紋章付きで国家要請の手紙が無地って……あの王女、ある意味正直過ぎねーか？





　親愛なるティアリス王女。

　いつも愛らしい文字でのお手紙をありがとうございます。

　この度たびはカルヴァドス研究所の設立、並びに所長へのご就任、誠まことにおめでとうございます。これから色々とお忙いそがしくなるかとは思われますが、隣りん国ごくより貴き殿でんの御ご活かつ躍やくを心より願う次し第だいです。

　さて、設立早々に恐縮ではございますが、以前の昼食会での貴方の手しゆ腕わんを見込んで、貴研究所へ国家として要請したい依頼がございます。

　ぜひティアリス王女並びに研究所職員の方々も御ご一いつ緒しよに来国して頂ければ幸いです。

　心よりお待ち申し上げます。


エクレア第一王女アリーシャ・エモニエ　　








「以上です」

　ティアが読み上げたアリーシャ王女の手紙はさっきのファンレターに比べると普通の文面ではあったが、それゆえに驚きよう愕がくを覚えた。

「あの王女、文字ならまともな敬語なんだな」

「驚くのはそこか？」

　キリカさんの冷静なツッコミが入る。でも貴方だってそう思ったでしょうが。

「でもまあ、良いんじゃないの？　仮にも文通相手のアリーシャ王女からの依頼なんだろ？　そんな気負わなくても軽く……」

「何を言っているんですかコウさん!!」

「うわ!!」

　本当は大事なのだが、落ち着かせる為に言った俺の軽口に珍めずらしくティアが爆ばく発はつした。

「アリーシャ王女は国家要請として依頼してきたんですよ！　私は国こく賓ひんとしてエクレアに招かれる事になるんです!!」

「お……おお？」

　俺が今一ピンと来ないでいるとキリカさんが補足してくれた。

「王女が国家要請で他国へ出向くんだよ。平たく言うと国家間の今後を占うらなう事になる。ようは親善大使だね」

「ほう！　親善大使か」
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　親善大使といういかにもな肩かた書がきに俺が驚きと感心の声を上げた途と端たん、ティアは妙みような声を上げて頭を抱かかえてしまった。あ、テンパッてる。

「国家要請なんですよ!?　親善大使なんですよ!?　私なんかが、役立たずの私なんかがこんな大役を……」

　何やら物もの凄すごく最近、こんな件くだりをやったばかりな気がするんだが……。

　いつも通りのティアの態度に少しホッとしてしまう。

「ちなみに国王は何て言ってるんですか？　今回の要請について」

　会話にならず転げ回っているティアを他所よそにキリカさんに聞いてみる。

「二つ返事でＯＫよ。『隣国との親交を深める意味でも、王国として恩を売る意味でも非常に良い機会だ』だってさ」

「ま、そりゃそうか。あくまでこっちはお願いされた立場なんだからな」

「本来ならもっと水面下での国家間特有のやり取りがあってもおかしくないけど、今回は元々『王女同士のやり取り』からの延長だし。エルモント側もエクレア側も成功すれば『重大な国家要請の結果』として今後の国政に生かして、失敗したら『お友達同士のやり取り』で済ませる。変な言い方だけど、どっちにしてもあまり損が無いからね」

　キリカさんが苦く笑しよう混じりに教えてくれる。

　運が良くてローリスクハイリターン、運が無かったらローリスクローリターンって事らしい。

　そう、実状……いや未来を知らなければそう思うのだろうな。

　実際にはハイリスク〝ノーリターン〟である事を知らなければ……。

　俺は余り真ま面じ目めな顔にならないよう、しゃがみ込んでティアの頭をポンポンと叩たたいた。

「なら尚なお更さら気負う事は無いだろ？　成否に拘かかわらず文字通りお友達と〝親交を善よく〟してこようぜ、所長さん」

「うう～～」




　　　　＊




　エルモント王国を含ふくむテルギルギウス大陸には、幾いくつかの移動手段がある。

　最速と言われるのは空を駆かる翼よく竜りゆうなのだが、翼竜は希少価値が高く操縦に特とく殊しゆな技術が要求される為ためあまり一いつ般ぱん的な移動手段ではない。

　当然一般的な移動手段は地面を走る物であり、トップはやはり馬車。

　ただ、やはり異世界は一味違ちがう。

　今俺の目の前にある馬車は、日本で言うバスに匹ひつ敵てきする程ほどの大きさで、車輪が全部で十個付いている。さぞかし沢たく山さんの馬で引いているかと思いきや、なんと馬は一頭。青い鬣たてがみの馬はバスクラスの馬車を涼すずしい顔で引っ張っていた。

「凄すごいな。たった一頭でこんな重量のある物を……」

　俺の呟つぶやきに隣となりに座るティアが若じやつ干かん得意気な顔になる。

「あれは風馬です。特殊な風の魔ま法ほうを仔こ馬うまの頃ころからかけられて育った馬で、重量馬車専用と言われるくらいに力が強く、おまけに速いんですよ？」

　確かにスピードは車並みには出ているようだ。

　ただ問題が無い訳ではなく……さっきから突とつ然ぜん車体全体が上にガタンと跳はねたかと思えばドンと地面に落ちる、そんな事を繰くり返している。

「……にしても乗り心地ごこちが悪いな」

「風馬馬車の不人気な理由ではありますけどね」

　一いつ緒しよになって同じ方向に引っくり返ったティアが苦笑混じりに起き上がった。

　スピードがあるのは良い事だけど、車と違って悪路の衝しよう撃げきを緩かん衝しようするサスペンションなんかは当然付いていない。その結果ちょっとしたアップダウンでも揺ゆれる揺れる。

　サスペンションが標準装備の車がいかに優すぐれているのかを肌はだで感じる。

「仕方がありません。乗り心地は翼竜の方が優れていますけど定員はせいぜい二人、今回のような集団となると中々……わあ!!」

「うわ！」

　またもや大きな衝撃が襲おそい、車体が大きく揺れた事で今度は反対側に一緒になって倒たおれ込む。ティアを押し潰つぶす格好になってしまって左半身に温かくて柔やわらかい感かん触しよくが……。

「ゴ、ゴメン！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「大丈夫です。えへへ、やっぱり乗り心地悪いですね」

　慌あわてて体を起こした俺の左半身には未いまだ感触が残っている。

　おのれ！　あの馬、一国の王女様になんて事をしやがる！

「後で人にん参じんをあげよう」

「何の事ですか？」

「いや独り言。気にしないでくれ」

　アリーシャ王女からの手紙が届いてから数日後、現在俺たちは焰ほのおの国エクレアを目指して、この風馬馬車に揺られている。

　見てくれはシンプルな大型の木製馬車だが、さすがは王女を乗せた馬車。バスのように広く席にまばらに座った一般人に見える連中は老ろう若にやく男なん女によ問わず全すべてが王宮の兵士である。

　つまりこれは公共の馬車の皮を被かぶった王家の御お召めし馬車なのだ。

　王族などが乗るイメージではないが、だからこそ王女の移動には安全なんだとか。

　その為今現在のティアの格かつ好こうはドレスでもメイド服でもない。三つ編みはいつも通りなのだが地味めの布製のブラウスに濃こい緑色のスカート。履はいているのは使い込んだ色合いの革かわ靴ぐつで、麦むぎわら帽ぼう子しを膝ひざの上に標準装備。

　……何と言うか普ふ段だんから稀き薄はくな王家のオーラが今は一いつ切さい感じられない。それくらいに彼女はザ・一般人にしか見えなかった。パン屋の娘むすめって言えば信じてしまいそうだな。

　今回要よう請せいを受けて出向いたのはティア、俺、キリカさん、アリスさんの四人。

　もっともキリカさんはあくまで護衛師としてであり研究所職員って訳ではないのだが。

　その二人も各おの々おのいつもの仕事着とは違う一般的な格好である。

　キリカさんは動きやすそうな布の服にズボン姿。いつでもティアを守れるようにチョイスしたようで座席の下にはいつもの槍やりが隠かくされている。

　メイド長アリスさんは長い髪かみを結ゆい上げ、茶色っぽい服にスカート。何と言うか農家の嫁よめさんを彷ほう彿ふつとさせる。

　まあどちらも王宮勤めには見えなかった。

「でも……うまく行くのでしょうか？」

　唐とう突とつにそう言うティアは不安気である。今回のエクレアでの仕事に自信が無いのだろう。

　この娘が自信満々なのは見た事無い気がするけど……。

「どうだろうな。実際にエクレアの土ど壌じようを見てみない事には何とも……」

「……そうですか」

　明確な保証もない内から楽観的な事も言えず、実に曖あい昧まいな答えになってしまいティアは少し残念そうな顔になった。

　多分ティアも初の親善大使の緊きん張ちようからか楽観できる材料が何かしら欲しいんだろうけど、俺自身今回のエクレア行きは正直楽観視している暇ひまは無さそうだ。

　ルーチェから提示されたアリーシャ王女の生いけ贄にえまでのリミットは約二年。それまでにエクレアの『侵しん略りやく戦争の意思』を何とかしなくてはならない。

「ったく……オカンの仕事じゃないぜ。問題は山積みだな……おわ!!」

「きゃ」

　またもやガクンと大きく車体が揺れて体勢を崩くずしてしまう。その瞬しゆん間かん頰ほおの辺りに柔らかくてとても心地良い感触が……。

「おや？」

「あの……コウさん？」

　そうすると少し困ったようなティアの声が上から聞こえ、そっちを見ると顔を赤くしたティアが見下ろしている。

　こ、これはまさか伝説の膝ひざ枕まくら!!　く、バカな！　なんて感触の良い素材。低反発枕まくらなど問題にならない心地良さ。こんな体験をさせるなどこの馬車の馬はとんでもない奴やつだ。

　拳こぶしを固く握にぎって俺は心の底から誓ちかう。

「人参十本はあげよう」

　そう呟いた瞬しゆん間かん丁度額の辺りに冷たい何かが、具体的には殺気を帯びた何かが突つき付けられていた。夢見心地が一いつ瞬しゆんで覚める。

「……楽しそうだなダイチ」

「……おかげさまで」

　それは隣の席から伸のばされた槍の切っ先。護衛師キリカさんは鬼おにの形相で睨にらんでいた。

「そのエルモント最高級の枕で永えい眠みんする？」

「……遠えん慮りよいたします」

　少しだけ『いいかも』と思ったのは秘密である。

　その後俺はティアの隣の席から追い出されてしまった。さようなら……超ちよう高級枕（失礼）。

　そもそも今回のキリカさんはすこぶる機き嫌げんが悪い。それはエクレア行きが決まってから、正確にはエクレアに同行する他の護衛が決まってからずっとである。

　俺は揺れる車体にヨタヨタしながら最前列の空いた席へ移動した。

　そこには色褪あせた赤いベストを着た町民風の男が一人座っている。

　キリカさんの不機嫌の理由は今回この人物が指名されたからなのだ。

「……隣、良いですか？」

「ん？……ああ庭師か」

　面めん倒どう臭くさそうな顔でそう言ったのは銀ぎん髪ぱつの結構な男前である。

　何か野球部のエースがこんな感じだったような……。確かあのエースは後こう輩はいのマネージャーと……そして一緒に食べる弁当の作り方を教えたのは……。

「お……おい、別に座るなとは言わんよ。そんな怖こわい顔しなさんな」

「あ……すみません」

　いかん、顔に出ていたらしい。ククールさんはそう言って二人掛がけの椅い子すに座りやすいように詰つめてくれた。

「どうした？　座れよ」

「はあ、どうも……」

　ククール・Ⅴ・ブロッサン、ティアやキリカさんとは幼おさな馴な染じみの間あいだ柄がらでキリカさんとはもっと付き合いが長いらしい。

　ただ俺は又また聞ぎきでしか彼の人となりを知らない。

　これはこの男の事を直接知る良い機会かもしれない。

「アハハ……キリカさんにティアの隣を追い出されちゃいましたよ」

「フ……変わらないようだな。一番そばで守る仕事ぶりは」

　俺が苦笑混じりに言うとククールさんはこっちも見ないで鼻で笑った。

「まったく、役立たずの王女を後生大事に守ったところでメリットなど無いというのに」

「…………」

「庭師さん、アンタは知っているのかい？　あの王女が王宮内でどれほど敵が多くて孤こ立りつしているかをさ……」

「大臣とかのことですか？」
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　俺がそう言うとククールさんは声を出して笑った。

「ハハハ!!　そんな分かりやすい事じゃない。むしろ大臣は急に利用価値が出て来た王女への自分の悪印象を払ふつ拭しよくしようと必死だしな」

「は？　あの強ごう欲よく大臣が？」

　思わず言ってしまった大臣への蔑べつ称しよう。自分と話しているのはそちら側だと慌てて口を閉じるがククールさんは特に気にした様子もなく話を続ける。

「そうさ、恥はじも外聞も無く必死で『ティアリス姫ひめは才女である。私はずっと知っていた』なんて触ふれ回ってるよ」

　王宮内で一番ティアを蔑さげすみ、王族であるティアを利用しようとまでしていた奴が今いま更さら自分の仕出かした誹ひ謗ぼう中傷を塗ぬり潰そうと必死とは……なんとも調子の良い話だ。

「敵ってのはどこにだっているのさ。魔ま力りよくを至上として誇ほこりを持つ連中にはそもそも『魔力のない奴が王女を名乗るのが気に入らない』なんてのは多いし、王おう侯こう貴族の連中は『表情も見せない気味が悪い姫』などと言って外交にも政略にも使えないと揶や揄ゆするしな。王宮で王族に近い衛えい士しやメイドたちでさえ良い印象が無かった。公私共に味方するのはキリカくらいだったろうよ」

　止め処ども無く出るティアへの悪評。だが……。

「だったって事は、今は違ちがうって事ですか？」

　俺がそう言った瞬間、ほんの一瞬だがククールさんは眉まゆを顰ひそめた。

「……どっかの庭師が余計な事をしたせいでな。今王宮内では間違った評価が広まりつつあるのは事実だな」

「はあ……」

　やはり昼食会以降ティアの評価は変化しつつあるらしい。

「まったく、役立たずは役立たずだろうにな……」

　やれやれとそう吐はき捨てるとククールさんは窓の外に視線を移した。

　……確かにティアリス姫の蔑称『役立たず』をこんな車内に本人がいる状じよう況きようで平気で言う無礼振ぶりはひどい。

　キリカさんが裏切り者と称しようするのも不思議ではないだろう。

　そう……不思議ではないのだ。

　俺は肘ひじを突いて車外の景色を眺ながめる表情の見えないククールさんに独りごちた。

「おつかれさん……」







　エクレア領国境付近、馬車から降り立った場所は単なる荒こう野やで、周辺は殺風景な事この上無い。

「ここが約束の場所？　にしても何にも無いな……」

「そうですね……」

　無む駄だ口ぐちを叩たたく俺とティアを他所よそに周囲を警けい戒かいするキリカさん。反対を見るとククールさんも何だかんだで周囲の警戒を怠おこたっていない。すると、

「「「ゴオオオオオ!!」」」

　どこからともなく重量感のある轟ごう音おんが聞こえて来た。

「！　何だ!?」

「全員周囲を警戒、王女を囲め!!」

　ククールさんの指示が飛んだ瞬間、町民の格好をした連中が兵士の目になりティアを中心とした輪になった。さすが本職、動きが違う。オロオロしているのはティアと俺だけだ。

「……竜りゆうの声に聞こえたが？」

　一人の兵士がボソリと言った時、岩山の向こうから巨きよ大だいな影かげが上空へと飛び出した。

「あ、あれは!!」

「翼よく竜りゆう？……いや火竜!?」

　それは鮮あざやかな紅あかい巨体を大空に舞まわせ、左右に青い翼竜たちを引き連れている。

　その編隊に一いつ切さいの乱れは無く華か麗れいに上空を旋せん回かい。美しい放物線を描えがいて行く。

「おお!!」

「凄すごい……あれがエクレアの『紅き風』」

「あかきかぜ？」

　俺の洩もらした呟つぶやきにキリカさんが補足してくれる。

「エクレア王国特級竜りゆう騎き士し隊『紅き風』。貴方あなたもよーくご存じの方が隊長を務めるエリート部隊よ」

　……火竜の登場である程度予想していたが……。

　一通り旋回をした後、竜たちは上空で一気に散って俺たちの目の前に順番に地じ響ひびきを立てて降り立った。爆ばく発はつのような迫はく力りよくのある音で最後に翼竜たちの中心に一ひと際きわ大きな地響きと突とつ風ぷうを起こして火竜が降り立つ。

　そして「グオオオオオオオオオオオオ!!」

　火竜が高々と雄お叫たけびを上げた。

　エルモントの兵士たちが呆あつ気けにとられる中、火竜の背中から現れたのは予想通りの人物。赤毛のポニーテールが今日も元気に揺ゆれていた。

「ようこそ参られたエルモントの客人たちよ！　我らエクレア王国竜騎士団が心より歓かん迎げいいたそうではないか！」

「わ～～～アリーシャ王女カッコイイです～」

「アッハハハハ！　そうだろう！　久しいなティアリス王女よ」

　ティアの反応に気を良くしたようで高笑いで返すアリーシャ王女。

　エルモントで初対面した時と比べるとえらい違いだな。

「それに護衛師のキリカ殿どのと庭師の……コウだったな？　久しいのう」

「どうもー」

　おっと、俺の名前も憶おぼえていてくれたらしい。俺の中でも初対面の時に比べると彼女に対する評価は全く違う。

　ただ少々気になった点が一つある。

「あのーアリーシャ王女、一つ聞きたいんだけどよろしいっすか？」

「む？　何じゃ？」

「確か俺の記き憶おくでは貴方の自じ慢まんのお友達、グランツ君は無音無反動で離り着ちやく陸りく出来たんじゃありませんでしたっけ？　エルモントでは埃ほこりも立てなかったような……」

　あ、ソッポを向いた。

「オマケにあの雄叫びのタイミング。決まり過ぎな気がするのも……」

　おわ……今度は火竜のグランツがソッポを向いた。

「とどめにそこの荒あれ地ちに残った数か所のクレーターは……」

　最後に『紅き風』の竜騎士隊全員がソッポを向いた。

「あんたら……いつから登場の練習してたんだよ……」

　俺の確信を持った言葉にアリーシャ王女は観念したように頰ほおを搔かいて言った。

「日の出からかのう……」

　ちなみに現在は午後二時三十五分、日本から持ち込んだ腕うで時ど計けいは今も正確な時刻を知らせてくれる。思わず俺は言ってしまう。

「暇ひまなんすか？　王女様」

　俺の呟きにアリーシャ王女は明らかにムッとした表情になった。

「何を言うか。ド派手でカッコイイ登場は意外に難しいのだぞ！　入念なリハーサルがあって初めて成功する珠しゆ玉ぎよくの芸術。いきなり一発で決められるものではない！」

　何というか……やんなきゃいいじゃんってのは激しく無ぶ粋すいなんだろうね。彼女なりの全力でのお出で迎むかえのようだし……。

　同じような空気を感じ取ったのか、エルモントの皆みなさんは唯ゆい一いつ本気の賞賛を贈るティアに同調して拍はく手しゆをしていた。

　エルモントとエクレアの国境付近は切り立った峡きよう谷こくになっていて、それ以上馬車での移動は不可能だった。であれば国境の先に行くには本来危険な山間や吊つり橋やらを渡わたりつつ、少なくとも二日間はかけて歩く事になるらしい。

　アリーシャ王女たち竜騎士は、空路を使い渓けい谷こくを飛び越こえる為ためにここを待ち合わせ場所に指定したんだとか。……演出目的ってだけではないらしい。

　翼竜へはククールさんを含ふくめた兵士たちが各おの々おの一人ずつ乗り、当然のようにティアを始めとしたカルヴァドス研究所の面々の前には翼竜の数倍巨大な紅い竜が乗竜を待っていた。

　が、メイド長以外の三人が無言で顔を見合わせ青くなる。

「……陸路は無理なのか？」

「く……翼竜に乗るのは嫌きらいではないけど……」

「グランツさんが悪い人じゃないのは知っていますけど……」

　人っていうか竜だからとティアに突つっ込みも出来ない。

　俺を含めた三人が以前この竜に乗って深いトラウマを負ってしまっているのだ。躊ちゆう躇ちよするのも仕方がないと察して欲しい。

　そんな俺たちにアリーシャ王女が苦く笑しよう混じりに言った。

「今回は曲乗りも高速飛行もせん。安心せい」

　そう言うアリーシャ王女に俺たちは揃そろってジト目を向ける。

「……本当ですか？　この前も曲乗りが始まったら周りが見えていなかったような……」

　ハンドルを持つと性格が変わるって奴やつがいるらしいが、それと同じ部類に思える。

「……これでもこの前はすまなかったと思っておるのだ、信用せい。それに元々グランツは静かに飛ぶ方が得意なのじゃから」

　一国の王女にそう言われては仕方がない。俺たちは覚かく悟ごを決めてグランツの背に順番に乗り込む。ただ俺は一つだけ念を押しておく。

「ティア……絶対飛行中に彼女とグランツを褒ほめるなよ？」

「あ……はい、そうですね……」

「じゃからせんと言うておろうに!!」

　前回ティアの褒め言葉で調子に乗って曲乗りをした王女は真っ赤な顔で叫さけんだ。







　さすがに言うだけあって曲乗りのない今回は非常に優ゆう雅がな飛行。他ほかの竜たちよりも巨大で総勢五人を乗せているにも拘かかわらず、羽ばたきは圧あつ倒とう的に少なく風が心地ここち良い。

　風馬馬車と比べて乗り心地は遥はるかに良い。

　暫しばらくは殺風景な岩山の渓谷が続いていたのだが、岩山を越こえた先にその国は姿を現した。

「これが……焰ほのおの国エクレア……」

　何故なぜに焰の国と言われているのか。それはこの景色を目にすれば一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　山さん岳がくに囲まれたその国は、山から谷にかけて張り付くように街並みが広がり、夕焼けに照らされて国全体が焰に包まれたように赤く染まっていたのだ。

「我が国の自慢の一つじゃ」

「綺き麗れいです……」

「スゲェ……」

　思わず漏もれたのはそんなボキャブラリーの少ない言葉のみ。しかし本当にそれ以外の表現が浮うかんでこない。

　多分アリーシャ王女をはじめとする竜騎士たちは、この時間を狙ねらって飛行してくれたのだろう。

　しばらく赤く染まる街並みを眺めていると、目の前に一際大きな岩山がそびえ立っていて、その上に巨大な建造物が鎮ちん座ざしていた。

　それはレンガ造りの立派な城。エルモント王城とはまた違ちがった風格を醸かもし出す……個人的に失礼な表現をするとラスボスの魔ま王おうでも住んでいそうな雰ふん囲い気きだ。

「なんて高い所に……」

「凄いな、これは迂う闊かつに城しろ攻ぜめなど出来ないね」

「お買い物が大変そうです」

　三者三様、ただビックリするティアと軍略拠きよ点てんとして見るキリカさん、メイドとしての不便さを漏らすアリスさん。それぞれ職業を象しよう徴ちようしたバラバラの感想が漏れるが、どうやらアリーシャ王女としてはキリカさんの感想が気に入ったようで。

「そうであろう、護衛師殿。我がエクレア城は籠ろう城じよう戦に特に優すぐれた山城じゃからな。仮に貴き殿でんならどう攻め込む？」

　なんと言うか敵対関係ではないにしても他国の王女と兵士でして良い会話か？　と思わなくもないが、特に気にした風もなくキリカさんはナチュラルに答える。

「う～ん、やはり竜騎士隊を編成して魔法の一いつ斉せい攻こう撃げき。そうじゃなければ下を囲んでの兵ひよう糧ろう攻めかしら？」

　キリカさんの答えにアリーシャ王女は予測通りとばかりにニヤリと笑う。

「ははは、そうじゃろうな。実際わらわもそなたの立場ならそう考えるじゃろうな。事実五十年前の戦乱ではそのように攻め込まれたらしいしの」

「セオリー通りと言えばそうですし。だけど確かエクレアには他に類るいを見ない程ほど竜騎士が充じゆう実じつしているのでしたね」

「ほお、そこまで戦力を読んだ上でどう見る？」

「そうですね……」

　何気なく物ぶつ騒そうな会話で楽しげに話す二人。武芸者って皆こんなものなのだろうか？

　そうしていると城の陰かげから更さらに巨きよ大だいな存在が姿を現した。

　それは巨大で雄ゆう大だいな火山。うっすらと噴ふん煙えんを上らせる青白い全体像は、日本の象徴の富士山とは似ても似つかないのに同じような何かを感じさせる。

　一言で言えば神こう々ごうしいのだ。

「あれが……ボルフィン火山」

「おお、知っておったか庭師。その通り、あれが我らエクレアの至宝。火か竜りゆうの籠かご、ボルフィン火山じゃ」

　得意気に火山を背にするアリーシャ王女の姿に、俺は感動とは違う息を飲んだ。

　あそこが火竜の住すみ処かにして太古の厄やく災さいの封ふう印いんの地。

　そして……この王女の最さい期ごの場所……。




　　　　＊




　エクレア王国には炭鉱目的で掘ほられた穴が国中に存在している。

　無数に掘られた穴はほとんどが既すでに掘り尽つくされたとして立入禁止となり廃はい坑こうとされているのだが、最近ある廃坑に人知れず魔鉱石が運び込まれていた。

　持ち込まれた資材、魔力増ぞう幅ふくの魔宝石やミスリル、オリハルコンなどが坑道内にうずたかく積まれている。

　その資材の山を前にして眼鏡を掛かけたいかにも学者風の男が雇やとい主の男と話していた。

「さすがは鉱山国家エクレアですね。これだけの資材が集まるとは」

「何とかなりそうか？」

　賞賛する学者に雇い主は不安気に言う。

「何とも言えませんね。魔力の集積実験は私も以前故郷でやってはいたのですが、何しろ成功例がありません」

「何とかならんのか？　かつて魔ま導どう兵器国家ブリッツの最高顧こ問もん、怪かい神しんとすら呼ばれた貴殿の頭脳なら」

　怪神と呼ばれた男はフンと鼻を鳴らして苦笑する。

「ええ、おかげで古くからの因習や迷めい信しんをありがたがる老害たちに研究を阻はばまれ、挙句の果てには人を人とも思わぬ鬼き畜ちくだのマッドサイエンティストだのあらぬ濡ぬれ衣ぎぬを着せられて……今ではこの通り放ほう逐ちくの身ですからね」

　そう言う怪神の目は眼鏡の奥で確かに笑っていた。苦く渋じゆうが募つのる自らの過去を語っているようにはとても思えないくらいにこやかに……。

「私は人は人として見てますよ？　だってそうじゃないですか、人間だって私の大事な実験材料です。何を問題視されたのか……私には分かりません」

　依い頼らい主は怪神の笑いに背筋が凍こおりついた。

　この男は人を人として見ていないんじゃない。全すべてを実験体としか思っていないのだ。

『この男に魔ま導どう砲ほう開発を依頼したのは正しかったのだろうか？』

　依頼主の男は、この瞬しゆん間かんに感じた自分の疑念こそが圧倒的に正しかった事を、今後の生しよう涯がいをかけて後こう悔かいする事になる。

「しかし魔力の集積はあらゆる物質で試ためしてみましたが……五大魔法の魔宝石、ミスリル、オリハルコン、水、岩石、人間……どれもうまくいきませんでしたからね」

　さらりと物質の一つに人間を入れてくる辺り、この男の人間性がいかに壊こわれているのか想像に難かたくない。

「そうだ！　思い切って百人くらいの人間を集めて集積器にするのはどうでしょう。一人分の魔力容量が増やせるかも」

　手を打っていかにも良い事を思い付いたとばかりに笑う怪神に依頼主は冷や汗あせを流す。

「ひゃ、百人だと!?　その集積器とやらに使われたらその百人の人々はどうなる!?」

「ん？　成功なら生きてるんじゃないですか？　成功を見た事は無いですけど」

「バ……バカな！　そんな非人道的な……」

　尚なおも言い募る依頼主に怪神は正面からポンと肩かたに手を置いてニッコリと笑う。

「な～に、勝者になれば何だって許される。あなた方がやろうとしているのは〝そういう世界〟なんですよ？　百や二百の人間が犠ぎ牲せいになったところで、それは勝利の為の尊い犠牲です。何ら問題無いでしょう？」

「く……」

　元より人間を実験体としか見ていない男の言葉に二の句が継つげない。

　何だかんだで自分たちがやろうとしているのは侵しん略りやくの為の兵器開発。非人道の最悪である侵略戦争なのだ。その為に魔導兵器国家ですら放逐したこの男を招き入れたのだから。

「し……しかし……」

「それとも……背負いますか？　無能の称しよう号ごうを……」

「…………」

　その瞬しゆん間かん依頼主の男の中で何かが切れた。

　まだ引き返せる一本道を自分の意志で確実に踏ふみ外して行く……。

　男は表情を無くした顔を上げて声を絞しぼり出す。

「わ……分かった……人間を百人……」

「お待ちください。人間では幾いくら数を揃えても無む駄だですわ」

「「!!」」

　突とつ然ぜん掛かかった声に慌あわてて振ふり返ると、そこには一人の使用人風の女性が佇たたずんでいた。

「貴様は！　貴様……は？」

　依頼主の男にはその女性に見覚えがあったにも拘かかわらず、その女性が誰だれなのかが分からない、思い出せない。

　もっと言えば本当にそこに女性がいるのかも怪あやしく思える。

　しかし焦あせる依頼主に対して怪神は面おも白しろそうに笑う。

「ほお、何やら興味深い事を仰おつしやるご婦人ですね。何ゆえに人間では集めてもダメなのでしょうか？」

「……人間は一人一人の魔力の容量が決まっております。言うなればスープ皿を百枚並べるようなもの……。皿に鍋なべの代わりは出来ますまい……」

「あーなるほど！　そういう事か!!」

　怪神は額に手を当てて天を仰あおぐ。

「人間を百人集めても一つの容量にはならないからなぁ。参った参った私は実じつ践せん派ですからね、危あやうく百人を無駄にするところでした」

　怪神の軽口に依頼主は寒気と共に我に返った。

『なんだと……ではこの男、今無駄に百人の人間を殺そうとしていたのか!?』

　目の前の男の残ざん虐ぎやくさと、今まさに自分がその片棒を担かつごうとしていた事実に腰こしが抜ぬけてしまう。

　怪神はそんな依頼主の体ていたらくを気にする風も無く嬉うれしそうに言う。

「中々聡そう明めいな方ですね。では他ほかには何か思い付きますか？　魔力集積の器うつわに相応ふさわしい物に」

　その瞬間、使用人風の女性は確かに笑った気がした。

　しかし本当に笑ったのかは定さだかではなかった。

　何故ならその女性には存在感が全く無かったから……。

「一つ……心当たりが御ご座ざいます」
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　エクレア王国到とう着ちやくから二日目の朝。俺は城門付近で欠伸あくびを嚙かみ殺していた。

　昨日の夕方エクレア城に到着したのだが、俺には到着早々にやらなければならない仕事があった。

　それは、『滞たい在ざい期間中食事を作って欲しい』というアリーシャからの依頼だ。

『恥はじを承知でお願い致いたします。我がエクレア王国ではあなた方を満足させるだけの食事を出す事は敵かないません。是ぜ非ひともそちらの料理人の同行をお願い申し上げます』だそうだ。

　他にもエクレアにも『調理』の概がい念ねんを伝えたいだの、是非とも再び食べたいだの。

　到着して息をつく暇ひまもなく厨ちゆう房ぼうにこもって食事の準備に追われたのは、俺とメイド長のアリスさんだった。だけど、何となく二人だけでやるのも腹が立つと思い、ティア、キリカさん、オマケにアリーシャ王女まで巻き込んで夕食の支し度たくをしたのだった。

　アリーシャ王女自身、料理は初めての経験だったらしく非常に楽しそうだったが、厨房に立つ王女の姿にエクレアの使用人たちは悲鳴を上げていた。

　何かすみません。

　そんなこんなで本日はいよいよ本題、エクレア王国の新たな作物を模も索さくする為ために国内の視察をする予定なのだ。

　城門外がい壁へきの一部に腰を下ろして、ボンヤリとエクレア王国の街並みとボルフィン火山の雄大な景色を眺ながめる。昨日の燃える様な景色とはまた違ちがった風景が作り出されていて、これはこれで……。

「良い景色だな～」

「そう言って貰もらえるのは嬉しいのう」

　俺の呟つぶやきに答えたのはアリーシャ王女だった。いつの間に隣となりにいたのか、今日はいつものポニーテールを下ろして清せい楚そなワンピース姿である。

　流れる赤毛がいつもとは違う雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「先代国王、つまりわらわのお爺じい様さまがこんな不便な山さん岳がく地帯に建国したのは、勿もち論ろん鉱山が目的なのだが……この景色が気に入ったからと言われても不思議は無い」

「先代の国王が建国？　この国ってそんなに新しいんですか？」

「知らんかったか？　この国は建国から七、八十年ほどのまだまだ若い国なんじゃよ」

「へぇ～～～そうなんですね」

　勝手に根こん拠きよなく王国はもっと歴史があるのかと思い込んでいた。

「そういや昨日はすみませんでした。王女様に晩飯の支度手伝わせちゃって……」

　俺の言葉にアリーシャ王女は苦く笑しようしてみせる。

「何、気にする事は無い。元々わらわが頼たのんだ事。むしろ客人に働かせてすまぬな。手伝いなら遠えん慮りよなく言い付けてくれ」

「楽しそうでしたしね……」

「おお、楽しいし美味おいしいし、言う事ないのう」

　昨夜の王女たちのノリはほぼ女子会だった。日本でも散々見て来た特有の輪のような何かを感じたから。

　そうするとアリーシャ王女が思い出したように言う。

「そう言えば庭師よ。少々気になったのだが、ティアリス王女はティアと呼び捨てタメ口なのに他は敬語なのじゃな。わらわも含ふくめて」

「ん……？　まあそうですね」

　むしろ王女に対してして良い事じゃないのは分かってはいるのだが、出会い方が特とく殊しゆであった事もあり本音を言うとティアを王女として見た事が無い。

　身分制度の緩ゆるい日本人感覚でティアの事は同級生のお嬢じよう様さまくらいの感覚で接している。

「のう庭師……コウよ。わらわの事も呼び捨てで呼んでは貰えぬか？」

「ハ……ハア!?」

　何かいきなりとんでもない事を言い始めるエクレア第一王女。

「待った待った！　さすがにそれはまずいでしょ！　他国の王女を呼び捨ては」

　エルモントだから良いって訳ではないが、他国というのは下手へたをすると外交上でも問題があるんじゃないか？

　しかしアリーシャ王女は尚なおも言い募る。

「良いではないか。わらわも戦友と呼ぶべき者たちはおるが、それでも年の近い者でも敬語じゃからのう。昨日のティアリス王女とおぬしの会話が羨うらやましくてのう……」

「む……そう言われると……」

　王女という立場的にそれはどうしようもない事なのだろう。それはティアも一いつ緒しよだった。

　俺は頭を搔かきつつ息を一つ吐はき出した。

「……不敬罪にならないですか？」

「当人が良いと申しておる。不敬も何もあるものか」

「……分かった……よろしく、アリーシャ」

「おお!!　よろしく頼むぞコウ!!」

　王女アリーシャは嬉しそうに俺が差し出した手を握にぎった。

「……楽しそうですね」

「うわ!!」

　その瞬間、耳元から聞こえた声に飛び上がった。

　そこにいたのは準備を終えて、またもや町まち娘むすめ風の服装がはまりまくっているティアだった。何故なぜか麦むぎわら帽ぼう子しで表情が見えない。

「何をしているんですか。今日は視察に行かなければならないのでしょう」

「ああ……だから待ってたんだけど……何か怒おこってる？」

「知りません!!」

　あからさまに不ふ機き嫌げん全開である。

　何か癪しやくに障さわったんだろうか？　ティアは頰ほおを膨ふくらませて出口へと向かって行ってしまう。

「ちょ、ちょっと！　どこ行くんだよ！　そっちは反対だぞ！」

　俺がティアを追いかけてチラリと後ろを向くと、一緒に来たらしいキリカさんがアリーシャと一緒になって大笑いをしている。

　何だってんだ？







「キリカ殿どの、後でティアリス王女に伝えておいてくれ」

「何でしょうか？」

「取ったりせんから安心せい、とな」

「ふふふ、了りよう解かいいたしました」







「だから、待てってば」

「あ……」

　俺は思わず麦わら帽子の鍔つばを摑つかんでしまった。帽子が脱ぬげて振り返るティアの表情は、明らかにむくれている。

「どうしたんだよ、俺何かしたか？」

「…………」

「何か気に障ることでもしたんなら……」

　そこまで俺が言ったところで、ティアが再びソッポを向いた。

「私だけ……でしたのに……」

「は？」

　俺が間の抜けた声を上げるとティアはまくし立てて来た。

「コウさん、誰だれが相手でもいつも、さん付けでした。呼び捨ては私だけでしたのに……」

　……え～～～～っと、何？

　つまりアリーシャ王女を呼び捨てで呼んだのが不満だと？　自分だけだと思っていたのに気に入らないと？　つまりはヤキモ……。

「グブッ!!」

　俺は思わず鼻を押さえて仰のけ反った。何なんだこの娘こは、狙ねらってやってるのか!?

　たまらん！　油断すると鼻血が噴ふき出すかもしれない。

「コウさん？」

　俺の反応に心配になったのかティアが小首を傾かしげて振ふり返った。あ～も～一々……。

「俺は基本仕事仲間には敬けい称しよう、友達には呼び捨てで分けてるんだよ！　別にアリーシャが特別って訳でもないの！　正直王城内は職場だしよ……」

「え……そうなんですか？」

「そう！　他国の王女様相手だし遠慮してたけど本人が呼んでくれって言うから……」

「そう……ですか……」

　あ、あれ？　安心させようと言ったつもりが何か今度は落ち込み始めた？

「特別って訳ではないのですね……」

「あ～でも女の子で呼び捨てで呼んだのはティアが初めてかな？」

「え!?」

「……考えてみると周りにいた女子は、全すべてさん付けだったな……。この世界に来るまでは一度として……」

「本当ですか！　コウさん!!」

　今度は急激に目を輝かがやかせて喜色満面で詰つめ寄って来た。ってか近い近い！

「本当だよ！　正直ここまで女子と親しくなったのはお前だけだし……」

「わ、私だけ!?　私が一番目!!」

「お、おお……」

　俺が曖あい昧まいに頷うなずいてみせると、ティアは途と端たんにクルクル回って踵きびすを返した。

「さあ、行きましょうコウさん！　今日は国内の視察ですよ!!」

「だから反対方向だっつーの！」

　この数分で驚おどろく程ほどの表情変化だ。

　こいつ本当に仮面王女なんて言われてたのかな？
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「おらおらどけどけ！　轢ひかれても知らねぇぞ！」

「おやっさん！　今日の獲え物ものはこれで全部か!?」

「秤はかり屋やに持ってけ！　今日の稼かせぎはそれで全部だ！」

　大量の鉱石を積んだ荷車をガラガラけたたましい音を立てて運ぶ、いかにも鉱山の国に相応ふさわしい屈くつ強きような男どもが怒ど号ごうを飛ばす。う～ん喧やかましい。

「ここがエクレアの城下町ショコラティ。鉱山夫たちは勿論だが、質の良い魔ま鉱こう石せきを求めて鍛か冶じ師しや宝ほう飾しよく職人も各国から集つどい、各おの々おのが店を開いて暮らしておる」

　アリーシャの説明の通り怒号に交じって、そこかしこから鉄を叩たたいているようなカーンカーンといった音が聞こえてくる。

　汗あせ水みず垂らして働く人々は活気に満ちている。

　本日の視察で最初に訪おとずれたのが城下町だった。

　一軒けんの武器屋に差し掛かかった所で、キリカさんが店頭に陳ちん列れつした鉄製に見える槍やりを手に取り片手でクルクル回してみせる。

「うん……軽いな。さすがはエクレアミスリル製」

「お、分かるかい？　姉ちゃん」

　キリカさんの言葉におそらく店主であろう無骨なオッサンが嬉うれしそうに言う。

「最近じゃエクレアミスリルってだけで手にしたがる若造が多くてな」

「一種のステータスだと思い込んでるのかもね。軽いから自分に合うとは限らないのに」

「その通り、武器を手にするのは出会いだ。自分に合った物を選ばなきゃならん。何しろ実用品だからな」

「確かに……ね！」

　話しながらキリカさんは誰だれもいない方角に一ひと突つき素す振ぶりをしてみせた。

　一いつ瞬しゆん鳥とり肌はだが立った。何しろ初動から構え、足の踏ふみ込み、突き出しまでの動作が一いつ切さい見えず……気が付いたら槍を突き出す格好になっていたのだから。

　その動作を見たアリーシャが驚いたように口笛を吹ふいた。

「やるのう。さすがは第三王女専属護衛師。一呼吸で三突きとは」

「さん!?」

　アリーシャの言葉に思わず声が上ずる。

　一回のみと思っていた動作が三回って……しかもそれを視し認にんできるアリーシャもアリーシャで……何かの少年漫まん画がじゃないんだから。

　やっぱりコイツらはスゴ腕うでなんだよな……。

「おお、中々の腕前だな。姉ちゃんならちょいと勉強させて貰もらってもいいぜ？」

　店主が気前良くそんな事を言うが、キリカさんは手に持った槍を眺ながめて眉まゆを顰ひそめてみせた。

「う～ん、どうするかな？　コレは業わざ物ものだけどさ、私には少し軽過ぎるのよね～」

　ティアはそんな光景に明るく言う。

「活気がありますね。さすが鉱山国家。質の良い魔ま導どう具ぐが揃そろっているのですね」

　しかしティアの言葉にアリーシャは目に見えて表情を暗くした。

「……一見活気があるように見えるかもしれんがの、年々魔鉱石やミスリルなどの採さい掘くつ量が減っておるのじゃ。最近では王国上層部が父上……国王の意思と関係なく、魔鉱石や魔導具の輸出制限までしておってな……」

「魔鉱石の……輸出制限ですか？」

　ティアの言葉にアリーシャは暗い表情で頷いた。

「知っての通り魔鉱石は魔導具生成に無くてはならん物。鉱石枯こ渇かつの問題に直面して、それを打開する為ために『何かに』流用しておるようなのじゃ……」

　何かと言うアリーシャは開発中の兵器の詳しよう細さいまでは知らないようだ。

　もしかすると『魔ま導どう砲ほう』なんて名前すらまだ決まっていないのかもしれない。

　結局槍の購こう入にゆうを断念したキリカさんがそれを聞いてギョッとする。

「アリーシャ王女！　そのような情報を他国の、それも王族に話して良いのですか!?」

　アリーシャは自じ嘲ちよう気味に笑うとハッキリと言った。

「よい、むしろ知っておいて貰いたかったのじゃ。我が国が今後何をする危険があるのかをな……」

　それはアリーシャから友人への警告だった。

　焰ほのおの国は戦争の準備をしていると。

　ここに至り、ティアもアリーシャの真意に気が付いたようで驚きよう愕がくの表情になった。

「そんな……エクレアが……まさか戦……」

　俺は迂う闊かつに口にしそうになったティアの口を慌あわてて塞ふさいだ。街中で何を口走ろうとしてるかな、この娘は……。

「……わらわとてそんな政策は御ご免めんこうむる。現国王である父上も同じお気持ちのはずじゃ。父上と同様に、戦乱とは違ちがうやり方で国を守もり立てたいのじゃ」

　ルーチェの前情報通りだ。

　アリーシャは侵しん略りやく戦争には反対派、しかも友人とは言え、ティアに警告までしてくれている。そんな事はエクレアの王女としては危険な行こう為いだろう。

　反対派としての打算もあるのかもしれないが、それでも彼女の真意はその行動だけで十分だろう。

　そんな彼女の最さい期ごが急進派の失敗した兵器開発のツケで生いけ贄にえにされるのだ。

　……何ともやり切れない。

「何としても捻ねじ曲げないと……未来を……」

　俺は何やら息苦しそうにモゴモゴ動くティアを感じながら決意を新たにした。
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　次に訪れたのは山さん岳がく部から少し外れた所。ボルフィン火山がよく見える平地ではあったが、そこには荒あれ地ちが広がっていた。

　正確には元々は畑があったのだろうが、そこに作物は無くあるのは雑草のみ。ずいぶんと寒々しい雰ふん囲い気きである。

「ここがエクレアの農地……になる予定だった土地じゃ。見ての通り何度か農業を試みたのじゃが、上手うまく育った事は無い」

　寂さびしそうに言うアリーシャ。その失敗にその都度立ち会ったのなら、やりきれない思いを何度も味わったのだろう。

　作物が実らない、育たない、枯かれてしまう。その悔くやしさは当事者にしか分からない。

「……一体何が原因なのでしょうか？」

　ティアの疑問にアリーシャは眉を顰める。

「分からん。一度土つち魔ま法ほうの魔導士に見て貰ったが、一向に作物は育たんかった。じゃからこそお主らに依い頼らいしたのじゃ」

「その魔導士は何て？」

「……大地の魔力は問題無い。土の魔力では無い他ほかの何かだ……としか」

　ニュアンスの違いはあるけど多分土の魔力ってのは土ど壌じようの栄養素だと思う。

　しかしそうなると……。

「土自体は結構サラサラしてますね」

「本当、歩き難にくいったら……」

「サラサラ……歩き難い……あ！」

　ティアとキリカさんの何気ない会話。その内容に一つの言葉が俺の脳のう裏りに浮うかんだ。

　俺は足元の土を掬すくい取り手の平で手持ちの水すい筒とうの水を掛けてみる。すると一時的に水を含ふくんだ土はみるみる水の抜ぬけた状態に戻もどった。

「アリーシャ、ボルフィン火山って直近でいつ噴ふん火かしたか分かる？」

「は？　噴火じゃと？」

　質問に脈みやく絡らくを感じなかったのだろう。アリーシャは首を傾かしげた。

「あまり詳くわしくは知らんが……文ぶん献けんでは百年ほど前かのう。エクレア建国よりも更さらに前の事じゃと思うぞ」

　アリーシャの答えはある意味予想通りだった。

「あ～納なつ得とくした。失敗した作物は水不足で枯れたんじゃなかった？」

「……その通りじゃが……」

「コウさん！　何か分かったのですか？」

　何が嬉しいのか、ティアが目を輝かせて勢い込んできた。

「シラス台地だな……」

「シラス？」

「多分だけど、ボルフィン火山は百年以上前は頻ひん繁ぱんに噴火してたんだと思う。ここら一体はその噴火で出た火山灰が降り積もって出来た土地なんだよ」

「火山灰？」

「……それがあると……どうなるのじゃ？」

「地面への水の浸しん透とうが異様に早い。単純に言うと土壌の水はけが良すぎる。地表に水を留とどめる事が出来ないんだよ、ここら一帯はね」

「な……何て事だ……」

　アリーシャは絶望的な顔になって膝ひざを突いた。

　あ……あれ？　そこまでショックな事を言ったか俺……。

「それでは……我が国では農作物を育てる事は敵かなわんのか！　おのれ！」

　親の敵のごとくアリーシャは地面を叩く。

「何て事だ……。これではエクレアの未来は……」

「アリーシャ王女……お気を確かに……」

　熱い涙なみだを流すアリーシャに釣つられて泣きながら彼女の肩かたを抱だくティア。

　気持ちは分からなくはないけどそんなにか？　と思っているとキリカさんまでもが真しん剣けんな顔で俺の肩を叩く。

「ダイチ……何とかならないの？　貴方あなたの故郷……ニホンの技術で」

「なるよ？」

　俺がケロリとそう言った瞬しゆん間かん、アリーシャとティアの寸劇がピタッと止まった。

「何？　何とかなるじゃと？」

「コウさん……本当に？」

「作物によっては、土地に向く向かないがあるからな」

　そうするとアリーシャが怒おこったような疑ったような顔付きになった。

「バカな！　植物が育つのは大地と水の魔力があってこそのはず。水の魔力が弱い土地で作物の生育など……」

「…………………はい？」

　一瞬何を言われているのか分からず視線を移すとティアとキリカさんも似たような目付きで俺を見ていた。

　ああ、そういう事か。

　忘れていた……ここは魔力が概がい念ねんの全すべてである異世界だって。

「そういやティアにも教えてなかったな。作物の適切な水加減は物によって違うって」

「「「？？？」」」

　揃って小首を傾かしげる三人がちょっと可愛かわいい。

「あ～～～～分かりやすく言うと……植物によっては水の魔力が強過ぎると根ね腐ぐされしてしまうのもあれば、水の魔力が弱過ぎるとすぐ枯れてしまう物もあるって事」

「……つまり水の魔力が弱い方が良い作物ならば……」

「その……シラスダイチでも作物が実るのですか？」

　俺はサムズアップをかまして言う。

「上手く行けば大豊作」

「本当か!!」

「凄すごいです!!」

　王女二人が先さき程ほどとは打って変わってキャーキャー飛び跳はねて抱だき合っている。

　う～ん、仲良くなったもんだ……。

　魔力云うん々ぬんが無くてもこの世界でも植物によっての水加減の違いがあるなんて、知っている者は知っていると思う。

　しかしこの世界にはテレビなどの情報源が無い。知らなければ調べるって事にはならないのだ。

　更にこの国だって他に生きる術すべが無ければ、とっくの昔にそんな事は知っていたはずだと思う。でもこの国には魔鉱石の鉱山があった。だから『まあこっちの収入があるからそっちは後で考えよう』的に農業を後回しにしていたのだろう。

　そんな感じで後回しにした結果、いざ緊きん急きゆう時に対応出来ない。そんなの日本にいた時でさえよく耳にした気がする。……何と言うか、世界が変わっても人間の本質は変わらないんだろうか？

　取りあえず未いまだに飛び跳ねる王女二人に釘くぎを刺さしておく。

「ただーし、すぐにどうこうは出来ないな。この荒あれた畑の整地もそうだし作物も軌き道どうに乗るまで最低二～三年はかかるだろうし……」

「ふむ、整地だの農耕だのは我らの仕事じゃ。そこは心配ない」

　えへんとアリーシャは胸を張る。

「で？　早さつ速そくじゃがこの土地に適した作物とは何なのじゃ？」

「……昼食会のリンゴと一いつ緒しよで一つ思い当たった……。多分品種改良が必要な物で……」

「それなら私の出番じゃないですか！」

　俺の言葉を聞いたティアの目が輝かがやいた。

　この娘こ、自分が役立つって事にはことのほか敏びん感かんだ。う～～～ん、言い辛づらい。

「……第一に思い付くシラス台地の特産品は……サツマイモだな」

「サツマイモ！　さつま……いも？」

　あ、気が付いた。ティアの顔がみるみる内に青くなって行く。

「おイモ……ですか？」

　今ティアの脳裏には数日前の巨きよ大だいイモ事件が渦うず巻まいている事だろう。向こうでキリカさんも頭を抱かかえて「うわ～」と唸うなっている。

　どうやらあの巨大生物、今後も研究するしかないようだ。

　その後今後もエルモントで品種改良をして完成したらエクレアに持って来る事になった。と、ここまでがアカシックレコードでも示されていた未来の姿。

　アリーシャは大喜びで「これでエクレアにも希望が見えた」などと言ってくれていたが、正直俺は喜ぶ事が出来ない。

　アリーシャが生いけ贄にえになるのは約二年後。兵器開発の計画自体はもっと前だろう。

　ロングスパンである農業改革案は長い目で見ると間ま違ちがっていないが、成果が出るのが二～三年後では遅おそ過すぎるのだ。

　現在のエクレアは鉱山が枯こ渇かつして来た事で財政難、だから何としてでも早さつ急きゆうに財源を確保したい。

　何かないのか……。魔ま導どう砲ほうの開発を止める事が出来る程の何か。

　もっと言えば侵しん略りやく戦争を起こす事が馬ば鹿からしくなるような物が……。

「ん？」

　そんな事を考えていると、視界の隅すみに何かが見えた。白い煙けむり？　湯気？

　山の上だとは思うけど雲とかじゃない山自体から出ているような……。

「ねえ、あそこの山、煙みたいに見えるアレって……何？」

　俺は指を差してアリーシャに言うと、彼女は目を細めてそっちを見た。

「……あそこには何にも無いぞ？　年がら年中白はく煙えんを吐はき出して、ろくに木々も生えてこん。オマケに独特な臭においもするしの……」

　アリーシャは顔をしかめて嫌いやそうにそう言う。

「アリーシャ、グランツにあそこまで飛んで貰もらえない？」

　俺の要求にアリーシャは益ます々ます顔をしかめる。

「？　良いが……本当に何も無いぞ？」

　そこは岩いわ肌はだに囲まれた山頂。

　白煙が辺り一面に広がる一種異様な空間だった。

　グランツに乗せられて降り立ったが、アリーシャは手で鼻と口を覆おおって言う。

「この場所は人の立ち入る場所ではない。エクレアの人間は『霧きりの地じ獄ごく』と呼んでおる」

「……霧の地獄……言い得えて妙みようね……」

「確かに臭いますね……」

　ティアもキリカさんも同じように鼻と口を押さえて顔をしかめる。

　しかし俺はこの時、この国に来てからずっと感じていた違い和わ感かんのような何かがピタリと当てはまった気がした。

「大おお涌わく谷だに？　そうか……この国……箱はこ根ねに似ているんだ」

「コウさん、どうかしましたか？」

　俺は言いつつ立ち込める白い煙の出所を探してみる。すると案の定それは岩山の陰かげから湧わき出していた。

「コウ、危ないぞ!?　そこに溜たまっておる白い液体は熱湯じゃ。落ちたら軽い火傷やけどではすまんぞ!!」

　そう、確かに危険だ。源泉って奴やつは。そんな危険な白い湯がボコボコと湧き出しているのだ。なるほど……どうやら知らないらしいな。こっちの世界ではこれが何なのかを。

「あるじゃねぇかよ！　こんなお宝が!!」

「……お宝じゃと？」

　俺が喜色を浮うかべているのが不思議なのかアリーシャは首を傾げる。

「そんな熱湯の何がお宝なのじゃ？　飲み水にもならない白い湯でしかないのに……」

「まあ確かにな。これだけでは何とも……いやコレはコレで使い道があるけど……」

「コウさん。ひょっとして何か思い付いたのですか？」

　俺の言動に感じるものがあったのか、ティアは目を輝かせて聞いて来る。

「名付けて焰ほのおの国エクレア箱根化計画!!　焰の国を癒いやしの国に大改造するんだ！」

「「ハコネ？」」

　言葉の意味が分からず目を点にしてオウム返しをする王女二人。上空では火か竜りゆうのグランツが、良い感じに呆あつ気けにとられた二人の背後を飛んでいた。




　　　　＊




　同日、ほぼ同時刻。快晴の洗せん濯たく日和びよりという事で、王城の屋上では物干しロープが張られて大量のシーツがはためいていた。

　そこに現れたのは大きな籠かごを抱えた二人のメイド。一人が腕うでまくりをして気合いを入れていた。

「さ～て、私は右奥から取り込むから、貴方は左前からお願い。さっさと終わらすわよ」

「ハイ！　早くお茶にしましょう」

　気安い返事を交かわした一人のメイドは右奥へと進み、次々とシーツを畳たたみながら取り込んで行く。流れ作業でしわ一つ無い見事な仕事振ぶりを披ひ露ろうしながら、メイドは誰だれに語りかけるわけでもなく静かに呟つぶやいた。

「……今朝未明、王女たちが視察に向かった後、軍上層部の緊急会議がありました」

　誰にも気づかれない、ともすれば独り言とも思える小さな声。しかしそのメイドの呟きに、誰もいないはずの壁かべの向こうから返事が返ってくる。

「緊急会議？　出所は？」

「分かりません。今のところ兵器開発は始まったばかり。そのせいか黒幕がはっきりしませんので……」

「なるほどな……なら俺たちのターゲットも」

「それも不明です。黒幕が接せつ触しよくしているのは間違いないと思われますが……」

「……仕方無い、それは今後明らかにするしかないな。それで？　会議の内容は？」

　シーツを取り込むメイドは、一度として会話する者と視線を合わせる事は無かった。

　ただ黙もく々もくと取り込むシーツには、やはりしわ一つ無かった。
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　視察を一通り終えたその日の夜。俺たちはエクレア城内にある会議室に集まっていた。

　魔ま力りよくの明かりに照らされたそこは、何やらゲームや映画なんかで軍のお偉えらいさんが作戦会議でもしてそうな物々しい雰ふん囲い気き。上座には国王が鎮ちん座ざするための高そうな椅い子すがある。

　だけど本日お集まりの方々は俺を含ふくめてせいぜい四人。そんなだだっ広いテーブルに着くのは非効率なので隅っこに椅子を並べてコミッと使う事になった。

　何と言うか空間の無む駄だ遣づかい……。

　俺はテーブルにエクレア国の地図を広げて言った。

「いいか？　今日の視察でこのエクレアには、鉱山以外にも凄すごい宝が眠ねむっている事が分かった！」

「宝……霧の地獄でも似たような事を言うとったのう」

　真っ先に反応したのはアリーシャだった。

　ちなみに彼女を含めた女性陣じんは全員浴衣ゆかた姿である。

　友達とお揃そろいを夢見たティアの希望で今回作ったのだが、ここまで揃うと同じ服装でも全く違ちがった感じになるから素す晴ばらしい。

　俺は大きく頷うなずくと地図上にある霧の地獄を指差した。

「この霧の地獄で見つけた白く濁にごった熱湯、コイツは温泉の源泉だ。コイツがあればこの国に観光客を呼び込む目玉商品に……」

　しかしここまで言ったところで全員のリアクションが薄うすい事に気が付いた。

「え～～～っと？」

「コウさん、質問してもよろしいですか？」

「ああ、どうぞ？」

　ティアは皆みんなの気持ちを代表して疑問を口にした。

「温泉って……何です？」

「………………マジ？」

　信じられない思いだが、ティアの質問に全員が同意して頷いている。まさかとは思うが。

「ティア……ちょっと聞いても良いか？」

「ハイ、何でしょう？」

「お風ふ呂ろに入る時って……どうするのかな？」

　その瞬しゆん間かんティアは自分の体を抱だいて真っ赤になった。おや？

「コ、コウさん！　いきなり何を聞くんですか！」

「ダイチ……多少の事は大目に見るけど……あからさまなセクハラは見み逃のがさないよ？」

　笑え顔がおで殺気を放つキリカさんに俺は慌あわてて手を振ふってみせる。

「違う違う違う!!　俺が知りたいのはこの国の習慣の方！」

　俺の言葉に納なつ得とくした顔になるティアとキリカさん。たまにある日本と異世界の習慣の違いを聞く時、俺は『この世界』って言うと色々面めん倒どうだからこの国の習慣と言っているのだ。

「何て言えば良いのかな……温かいお湯に浸つかる習慣が無いのかって……」

「「「「湯に浸かる？？？」」」」

　四人全員が同様のリアクションをしやがった……やっぱりかい。

「基本的に風呂は水浴び、もしくはぬるま湯で体を拭ふいたりかだね。そもそもお湯に浸かるってのは何なの？」

「エクレアでも似たようなものかのう……。身分の高い者は火と水の魔導具の組み合わせで湯をじゃばじゃば浴びる者もおるが……」

「浸かるって、泳ぐって事ですか？」

「それは絶対やっちゃいけないルール違い反はんだから」

「湯に浸かる……つまり以前コウ殿どのが指導していた出汁だしと関係が？」

「無いから！　微び妙みように怖こわい想像しないで！」

　ズレた事を言うティアとアリスさんにはきっちり突つっ込みを入れてから、俺はこの世界の文化について頭の中でまとめる。

　つまり、この世界では『入浴』の文化が一いつ般ぱん的ではないのだ。

　考えてみれば珍めずらしい事ではないのかもしれない。

　そもそも海外から見ると日本人の風呂好きは異常だと言う人もいる。毎日風呂に入るのが当たり前なのが信じられないと風呂嫌ぎらいを自じ称しようする人も多いらしい。

　ましてやワザワザ湯を溜ためて浸かる手間を考えると、シャワーで済ませるって考え方が一般的だとか。この世界でもそんな感覚なんだろうか？

　しかしあんなお宝が眠る国なのだ。使わない手は無い。

　文化が無いと言うならこれから作ってしまえば良いのだ。

「よろしい、ではこれから俺の故郷の入浴と温泉について説明しよう」

　それから簡単な説明会と相成ったわけだが、そもそもなぜこんな事に俺が詳くわしいのかと言うと、以前日本全国の温泉地に傾けい倒とうした事があったからだ。

　温泉に傾倒した理由はただ一つ──そう、女性は温泉好きが多い！

　つまり、有名温泉の知識がある方がモテるに違いない……そう思っていたのだ。

　……まあ、我ながらこじらせていたんだと思う。

　実際に女性との会話で役には立ったし、一度など旅行プランを一いつ緒しよに練るなんて事をした女生徒もいたのだ。

　一年上の先せん輩ぱいで、盛り上がって二泊はく三日の箱根旅行プランを話し合って。

『う～ん、でもお金が大変ね。彼とバイトでもしようかしら？』なんて言ってたっけな。

「そ～いや～あの旅行プランには大涌谷で黒くろ卵たまごなんてのもあったな～～～あはは～～」

「コウさん？　どうしたんですか、酷ひどく乾かわいた笑い方で……」

　いつの間にかティアが不思議そうな顔でのぞき込んでいた。

「ああ、お気になさらず。ちょっと古傷がね……」

　そんな過去の古傷をほじくり返しつつ、温かいお湯に浸かる事の効能など持てる限りの温泉トリビアを披ひ露ろうしたところまでは順調だった。しかし、件くだんの温泉が集団でしかも裸はだかで入るものであると聞いた時、王女二人から悲鳴が上がる。

「み、皆で入るのですか！　しかも、は……は……は、裸で!!」

「だ、男女別とはいえ、ら、裸ら身しんを他者に晒さらすのか!?」

　おや？　何か不評だな。

「それくらいで驚おどろかれちゃうとなー。温泉と言えば露ろ天てん風ぶ呂ろが醍だい醐ご味みなんだが……」
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「何じゃ？　その露天とは……」

「屋外で風呂に浸かることだよ。ここなら、あの雄ゆう大だいなボルフィン火山をバックに、気持ち良いだろうなー」

　俺はそんな状じよう況きようを考えると少々微睡まどろむ思いだが、更さらなる悲鳴が上がった。

「「お、屋外で!!」」

　ヒィと王女二人はムンクの『叫さけび』の如ごとく恐きよう怖ふに顔を歪ゆがませた。

　ちなみにキリカさんとアリスさんは難しい顔をするけど特にリアクションは無い。

　兵士もメイドも集団行動のプロだ。そう考えれば抵てい抗こうも少ないのだろう。

　対して王女の二人は強固な抵抗を見せる。

「いかんいかんいかん!!　そんな恥はずかしいものをエクレアに造ることはまかりならん！」

「そうですよ！　人に肌はだを見せるなんて……そんな！」

「ちゃんと屋内風呂も個人用の風呂も考こう慮りよするんだよ！　君らみたいなのがいる事は織り込み済みだし……」

　日本人でもそういう事に抵抗のある人はいる。だからこそ日本の温泉宿は種類が豊富だ。

　しかし俺の説明にもアリーシャは頑かたくなに首を横に振り続ける。

　……考えてみれば温泉文化も日本人特有のものなのかもしれない。何しろ裸になる行こう為いはこっちの世界では命に関かかわる事でもある。

「……仕方がないか。良いアイディアだと思ったけど、エクレアの王女が拒きよ否ひするんだからな。エクレア国民の総意なのかもしれない……」

　俺がそう言って肩かたを落とすとアリーシャは幾いく分ぶんホッとしたように言う。

「すまぬな、折せつ角かくのアイディアじゃが……さすがにの……」

　チクショー、温泉の二次的効果も望めてエクレアが箱根のように観光地になって行ければ侵しん略りやく戦争の進行を止められると思ったのに……一から考え直しか……。

「血行促そく進しん、疲ひ労ろう回復、ケガの治ち療りようにも美容にも効果的なのに……」

　俺が呟つぶやきつつ諦あきらめて着席しようとしたその時、左肩が物もの凄すごい勢いで摑つかまれた。

「……コウ、今……何と言った？」

「は？　何が……」

　今アリーシャの顔面にはドラゴンが宿っていた。本気で火でも吐はきそうな眼光である。

　正直言って恐おそろしい。

　そうすると反対側、右肩を物凄い力でキリカさんが摑んで来た。

　その顔は目が完全に笑っていない。

「血行促進、疲労回復、ケガの治療……その後の事よ」

「え？　美容の事？」

　その瞬間、最後には顔面を摑まれた。っていうかこれってアイアンクローって言うんじゃ……。

　その手の主は光らせた眼鏡で表情のうかがい知れないアリスさん。ただ口元が全く笑っていない。

「確かに私も聞き及およびました。その理由と根こん拠きよについて詳しくご説明いただきたいのですが……よろしいですか？」

　ギリギリと三か所で締しめ付けられる。と言うか意外にもメイド長アリスさんのアイアンクローが一番痛い。

「いで！　いでででででで!!　本気で痛いってアンタら!!」

　チラリと脇わきを見ると、ティアだけは「あはは～」と半笑いで見ていた。この流れに参加しない彼女に、何でだかちょっとだけホッとした。

　女性陣じんが軒のき並なみ食い付いた美容効果、そこを踏ふまえての温泉講座はさっきとは比べ物にならないくらいに皆積極的で肯こう定てい的に変わっていた。

　現金にも程ほどがあるだろうが……。

「良いではないか！　どこの国にも存在せん温泉の国！　これはやりがいがあるぞ！」

「……さっき大反対していたのはどこのどいつなんだか……」

　エクレア王国の観光地化、それについての反対意見も特には無かった。

　アリーシャが最初に見せてくれた焰ほのおの国の燃える様な情景も、ボルフィン火山が見える景観も素す晴ばらしく、むしろ利用しないのは勿もつ体たいない。

　ただ、観光地にして客を呼び込むには一つの弊へい害がいがあった。

「こっちの国では旅ってのは命がけの行為だからね。そのリスクを超こえてでも得たい利益がある者が傭よう兵へいを雇やとったり自らも武器を手に各国を渡わたり歩く。そうでない者が他国に出向くとすれば戦争の時くらいなのよ……」

　キリカさんの言葉に俺も納得した。

　確かに地球上でだって交通機関の発達していない頃ころ、旅は今生の別れになるかもしれないくらいリスクがあった行為だ。

　ましてやここは魔ま物ものが普ふ通つうにいる異世界、どんなリスクがあるか分かったものではない。

『お土産みやげよろしく』な感覚で旅行など出来ないのだろう。

　だが俺が考え込んでいると意外にもアリーシャが良い反応を見せる。本当にさっきの大反対は何だったのか……。

「他国から癒いやしや遊興を求める者たちを我が国へ集める……なるほど、そのアイディアは確かに新しい……」

　アリーシャはエクレアの地図をコンコン叩たたいてみせる。

「じゃがやはり道中の危険もそうじゃし、何より慣れん者にはこの国の地形は過か酷こくじゃ。風馬馬車などは山さん岳がくの多いこの国には向いておらんし……」

　確かにその通り、癒しに来た国で逆に疲つかれちゃ意味が無い。

　箱根で考えれば登山鉄道にロープウェイってところだが、当然俺は造る技術も知識も持ち合わせてはいない。

「翼よく竜りゆうで運うん搬ぱんなんてのは出来ないの？」

　駄だ目め元もとで聞いてみるとアリーシャは大きく息を吐いた。

「無理に決まっておろう。確かにエクレアは土と地ち柄がら翼竜の保有率は他国より群を抜ぬいてはおるが……翼竜はせいぜい二人乗りが限度いっぱいじゃ。軍属の竜りゆう騎き士し総勢でも二百くらいかの……」

「う～～～ん。方向性は間ま違ちがっていないと思うんだけどな～～～」

　結局「エクレアを観光地化」という今後の方針は決まったが、交通機関改善の結論が出なかった。箱根化計画はまだまだ前ぜん途と多難である。

　会議がお開きになったあと、アリーシャは小さなベルをチリンと鳴らしてメイドさんたちを会議室へと呼び出した。

　そのうちの一人、ベテランの風格漂ただようメイドさんへ言う。

「今日の会議はこれまでじゃ。後片付けと客人たちの寝しん室しつの準備を頼たのむ」

「かしこまりました」

　メイドさんは恭うやうやしく頭を下げてから部下たちへ指示を出し始めた。

「……ところでラナリアはどうした？　わらわも今日は休むつもりじゃが……」

　欠伸あくびを嚙かみ殺しつつ言うアリーシャにベテランメイドさんは眉まゆを顰ひそめて〝自分の隣となり〟を示した。

「……姫ひめ様さま。侍じ女じよラナリアなら……先ほどから私の隣におりますが……」

「え？」

　アリーシャはハッとした顔になって隣に目を移した。そこには確かにメイドさんが一人佇たたずんでいる。アリーシャは慌あわてた様子で言った。

「お……おお、すまぬ。気が付かんかった……」

「いえ……では私は姫様の寝ね床どこを準備しますゆえ……」

「ああ、頼むぞ……」

　そう言うと彼女は一礼してから会議室を出て行った。

　その様を見送りながらアリーシャは首を捻ひねっていた。

「おかしいのう。最近ラナリアを見失う事がとみに多い気がする……」

「おそれながら姫様、私もです。彼女とは付き合いが長いのですが……意識していないと姿を見失うと言いますか……」

　仲間内のいじめの一種で空気の様に無視するやり方があるが、深刻そうにむしろ気が付かなかった自分を恥じ入るように話す二人からはそんな雰ふん囲い気きは微み塵じんも感じられない。

「あのメイドさん……何かあったの？」

「む……う、あやつは侍女のラナリアといってな。わらわにとっては幼児期から世話役として働いてくれておる、ほぼ教育係と言っても過言ではない付き合いなのじゃが……」

　アリーシャに同調したようにベテランメイドさんも続く。

「私も城勤めの初年度から共にした同どう僚りようなのですが……」

「……そんな付き合いの長い人物を目の前にいるのに見失う……と？」

「そうなのじゃ……」

　一人なら気のせいかもしれないが、二人から同一の証言というのは気になる。

「いつからそんな感じなの？」

　俺の質問にアリーシャは腕うでを組んで唸うなった。

「……丁度この前、共にエルモントへ行ってからかのう」

「……昼食会に来てた？」

「何を言っておる。コウも知っているはずじゃ。ほれ、お主から貰もらったリンゴを受け取った……」

「……あ!!」

　あの侍女さんの名前、それは今日初めて知った。でも俺にとって、いや俺たちにとっても彼女は知らない人物ではない。

　異様な存在感のなさで見落としていたが……。

　自分さえもがあの人物を認にん識しきしていない一人なんだと思い立ち、その瞬しゆん間かん全身の鳥とり肌はだが立つような寒気を感じた。

「そう言えばコウさん、あの方は……隣の部屋で私たちが聞き耳立てていた時の……」

　やっていた事の後ろめたさからか若じやつ干かん声を潜ひそめて言うティア。

「ああ……エルモントで最初にティアにしたアリーシャの発言を窘たしなめた彼女だ」




　　　　＊




　次の日の朝、俺は昨日からの懸けん案あん事じ項こうである交通機関について考えながら調理場に向かっていた。

　思い付くのは日本の便利な乗り物、車にバスに電車にロープウェイ。どれもこれもが動力がガソリンか電気の物ばかり……完全な無い物ねだり状態だ。

　この世界特有の力である魔ま法ほうによる魔ま導どう具ぐの何かで動力の流用なんか出来ないか？　と思わなくもないのだが……そもそも動力機関の仕組みすら俺には分からない。

　何やらクラスの車好きが得意気にエンジンについて語っていたことがあったが、正直俺はあの時『車の話題は女子受けが悪い』と聞いていなかった。

　今考えれば聞いておけば良かったが……まさしく後の祭りである。

「んにゃろう……温泉地設立後なら料理やら土産やら宿やら手も口も出せるのに」

　愚ぐ痴ちが自然と漏もれてしまう。

　何となくの理り屈くつで説明できるのはロープウェイだが、それすら聞きかじりの知識でしかない。鉄線や滑かつ車しやなんかの細かい部分について専門的なことは一いつ切さいわからないのだ。

　ド素人しろうとが下手へたな助言をしての大だい惨さん事じってのは目も当てられない。

　何とかこちらの世界基準でも安全を確保出来る物じゃなければ……。

「ん？」

　そんな事を考えながら調理場に到とう着ちやくすると、そこには王女が二人仲良く佇たたずんでいた。

「いいですか？　お箸はしを持つ手は……こうやって中指を間に挟はさみ込んで……」

「む……こうか？」

「おはよう、何してるんだ？　二人とも」

「あ、コウさん。おはようございます」

「おはよう……」

　ティアが余よ裕ゆうのある笑え顔がおを向けるのに対して、アリーシャは真しん剣けんな表情で手元を見ている。理由は一いち目もく瞭りよう然ぜん、彼女はティアの指導の下もと、箸の使い方を習っていたのだ。

「アリーシャ王女、お食事で私たちがお箸を使うのが気になったみたいで、ぜひご自分でも使ってみたいと……」

「へえ……」

　ここしばらく、ほぼ毎日俺の所に飯をたかりに来ていたティアは大分箸を使う事に慣れたようで、器用に調理台に置いた皿の豆を摘つまんでみせる。

　対するアリーシャはやはりおぼつかない。豆を摘まむよりも先に握にぎり方の時点で苦戦しているのだ。

「むぐぐ……ティアリスやコウが器用に使って食事する様が妙みように美しくかつ美味うまそうに見えるでの。わらわもと思ったのじゃが……難しいのう……」

　お約束のように箸をクロスしてしまうアリーシャ。まあ誰だれしも通る道だ。

　文字通り難しい顔でクロスしたままの状態で豆を一つ摘まみ取って持ち上げようとしたその時、皿の上にヒラリと紙飛行機が一つ舞まい降りた。

「ん？　何じゃ、紙鳥か？」

　飛行機って言葉の無いこの世界では紙飛行機を紙鳥と表現するようだ。

　何にしてもそれが登場したせいで豆を落としてしまったアリーシャは顔をしかめた。

「だれじゃ一体。邪じや魔まをしおってからに……」

　多分そっちから飛んで来たであろう窓からアリーシャは外を見た。

　しかしそこから見えるのはエクレア城の城じよう壁へきのみ、人の姿は見えなかった。

「……悪戯いたずらか何かか？」

　王女を狙ねらっての悪戯だとしたら中々根こん性じようが据すわっているが……。

「城下町から飛んできたのでしょうか？」

「……さすがにそれは無いだろ？　城下町から城への高低差を考えると……」

　そんな事を言い合っているとアリーシャが何かに気が付いた。

「ん？　この紙鳥……何か記してあるのう」

「お手紙……なんですか？」

「分からんが……」

　そう言いつつアリーシャは紙飛行機……もとい紙鳥を広げて、そこに記された文字を目にした途と端たん、驚きよう愕がくに目が見開かれた。

「何じゃと！　バカな、一体何故なぜ!?」

「い、一体何が？」

　手紙を持ったまま驚愕に震ふるえるアリーシャの横からティアが手紙をのぞき込んだ。

「……本日、軍司令部よりボルフィン火山に眠ねむる火か竜りゆうの宝石盗とう難なんの秘密作戦あり……ですか？　火竜の宝石とは一体？」

　ティアには何の事なのか分からないらしく、緊きん張ちよう感かんの無い感じで読み上げる。

　だが……その文章に俺の思考が完全に停止した。

　急激に喉のどが渇かわいて行く、流れ落ちる冷や汗あせが止まらない……。

「な……にが盗ぬすまれるって？」

　平静を装っているつもりでも声が裏返るのを止められない。

　何故ならそれは今起こるのがありえない事件だから……。

　ティアの疑問に苛いら立だち紛まぎれにアリーシャが手紙を握りつぶして説明する。

「ボルフィン火山は火竜の一族の住すみ処か。我が国エクレアでは代々守護神として火竜を崇あがめて来たのじゃ。火竜の宝石とはおそらく千年も昔から火竜たちが守っておると言われる紅こう焰えん石せきの事じゃろう……」

「……その宝石は何かの魔導具なのですか？」

「分からん。何しろエクレアでも存在が知られておるというだけで、実物を目にした者はあまりおらん。この情報も出所は分からんしの……」

「つまり噂うわさの範はん疇ちゆうなのですか？」

　ティアの言葉に手を広げて応こたえるアリーシャ。

「どうじゃろうな。火竜グランツを友とするわらわもあそこへは踏ふみ入った事はない。あそこは火竜たちの聖域、不用意に立ち入って良い所ではない。何より……」

　アリーシャは手紙をテーブルに叩たたき付けて宣言した。

「何より守護神、国の守り神から略りやく奪だつを模も索さくするなど言語道断じゃ！」

　だが次の瞬間、アリーシャは勢いを殺して楽観的に言う。

「まあ、本当に悪戯の可能性もあるがの……何せ内容が内容じゃ」

「何？」

　俺は思わず声を上げてしまう。

「まあそうですよね。あるか分からない物を略奪する算段と言っても……」

　確かにアリーシャやティア、知らない者の感覚としてはそっちの方がむしろ可能性が高く思えるだろう。

　しかしこの手紙、俺だけには分かる事実がある。

　これが実行されるとアリーシャが犠ぎ牲せいになる予定の未来が待っている事だ。

　だが、おかしい。ルーチェの見立てでは魔ま導どう砲ほう開発で紅焰石を使って失敗をやらかし、アリーシャが生いけ贄にえになるのは約二年後の事のはずだ。

　だからこそ、財政が傾かたむき始めているこの国を立て直す為ために俺たちは作物開発や観光地化に力を入れている最中だというのに。

　明らかに予言とは時期がズレている。

　幾いくらあの幼女女め神がみが未熟だとしてもそこまで大おお幅はばな見立て違ちがいを犯おかすとは思えない。

　だとしたら何だ？　一体何が起こっているってんだ？

　俺にとっては紅焰石を軍上層部が魔導砲の魔力集積に利用しようとしている事、それ自体がこの手紙が悪戯ではない証しよう拠こになってしまうのだ。

　何か……得体の知れない寒気を感じる。

　何かがアカシックレコードに介かい入にゆうをしているのか。自分やルーチェ以外の『何か』が。

　考え込む俺を他所よそにアリーシャは頭を搔かきつつ言う。

「何にしても確認は必要じゃの。もしも事実なら大事じゃからな……」

『いや、それは止やめておいた方が良いかもしれない……』

　突とつ然ぜんかかった低くて渋しぶい声。何だと思い声がした方、窓へと視線を向けると……そこには巨きよ大だいな目玉がこっちを見ていた。

「ぬわああああああ!!」

「きゃあああああ!!」

　俺はティアと一いつ緒しよになって引っくり返ってしまった。何だあれ!?

「グランツ、どういう事じゃ？」

　腰こしを抜ぬかした俺たちとは対照的に、ナチュラルに目玉と話し始めるアリーシャ。

　……っていうかグランツ!?

「グランツって話せるの!?」

　思わず言った俺の言葉にアリーシャは呆あきれた顔で肯こう定ていした。

「無論であろう。人より知識のある火竜が人の言葉を解かいせぬ道理はあるまい」
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　それは王女の幼い日の記き憶おく。

　翼よく竜りゆうに乗り戦場に立つ事、それは王族にとって出来て当たり前とされる技術の一つ。

　だから幼少から竜に乗る技術は必ひつ須す科目として教え込まれるのだ。

　幼い王女は他ほかの勉学に比べて竜に乗る授業が何よりも楽しみで、その日も先生を置き去りにして悠ゆう々ゆうと空を駆かっていた。

　そんな時だ。王女が地表に横たわる一匹ぴきの紅あかい竜を発見したのは。

　王女が竜の傍そばに降り立つと、慌あわてて追いついた先生が驚おどろきを交えて言った。

「火竜ですね……」

　火竜、エクレアに住む者であればその存在を知らない者はいない生物だ。

　王国から見えるボルフィン火山、そこに住まう竜族の一種なのだが、翼竜など人間に使し役えきされる部類とはレベルが違う。

　竜の区別は分かり易やすく言えば、人間よりも知能の劣おとる竜は翼竜など人間に飼育、教育されて生活の基き盤ばんとされている。要するに馬や牛と同じ扱あつかいなのだ。

　だが知能が人間よりも高い竜族は《魔ま族ぞく》と称しようされ、力も魔力も段だん違ちがいに高く、ほとんどの竜族は東大陸の《魔界》で生息しているのだ。

　そこに分類されるはずの火竜なのだが、何故か一千年前人間と魔族が決定的に決別した後も西大陸のボルフィン火山から離はなれようとはしなかった。

　エクレア王国では、そんな火竜を守護神として崇あがめ、祀まつっていて、決して手を出してはいけない神聖なものとしているのだが、目の前の火竜の体には一本の槍やりが深々と突つき立っていた。

「何じゃこれは！　いったい誰が火竜にこのような仕打ちを！」

「危険です！　近付いてはなりません!!」

　怒いかりも露あらわに火竜へと近付く姫ひめを先生が慌てて止めようとするが、姫は聞く耳を持たない。突き立った槍からは血が止め処どもなく流れ、苦しそうに全身で呼吸するその姿が痛々しく、姫は泣きそうな顔で竜へ向かう。

　火竜は虫の息にも拘かかわらず、鋭するどい視線を姫に向けて威い嚇かくの唸うなり声を上げる。

　そんな竜に臆おくする事なく、王女はその目を真っ直ぐ見み据すえて言った。

「だいじょうぶか？　すまぬ、このような怪け我がをさせてしまって……」

　幼くも王女は王族として、そして人間の一人として火竜へ謝罪をする。その姿に翼竜の先生も『この子は大物になる』と確信したと言う。

　それから火竜は王国へと運び込まれ、三日三晩徹てつ底ていした看病の結果、一命を取り留めた。

　王女も医師や侍じ従じゆうたちの制止も聞かず、その看病に率そつ先せんして参加していた。

　そしてすっかり元気になった火竜は自分を助けた王女に向かって言った。

『エクレアの王女よ、我が命は君が救ってくれねば無かった。だからこそ、この命は君のものであると言って良いだろう』

　火竜が話した事にどよめく周囲の人々だったが、唯ゆい一いつ王女だけは驚きもせずに竜へと向かって会話する。

「よい、ぬしに怪我をさせたのも人間。ならば王女として当然の事をしたまでじゃ」

　あくまで人間の代表者として火竜を助けた。そう言い放つ王女に火竜は目を細めて、ハッキリと言った。

『エクレアの王女よ、我が命、君に預けよう。我は今日より君の僕しもべとなろうではないか』

　火竜の言葉に再び周囲のどよめきが起こる。

　力も魔力も知識さえも人間より秀ひいでる火竜は総じてプライドが高く、そんな存在を下に統すべるなど歴史上どんな王族でも成し得た事が無い。

　だが周囲の思いとは裏腹に幼い王女は不満げに頰ほおを膨ふくらませた。

「いらん！　わらわは僕が欲しくてぬしを助けた覚えはない！　どうせなら違う願いを聞いてもらえんか？」

『ほう……』

　周囲の反応は『姫様、何を勿もつ体たい無い事を』という感じなのだが、それを分かった上で火竜は面おも白しろそうに目を細める。

『火竜を僕にするよりも高い望みがあると？』

「むろんじゃ」

　幼い王女はそう言って火竜の頰を優やさしく撫なでて言った。

「今日よりわらわの友になってたもれ……」

　エクレア王国王女アリーシャ・エモニエと愛竜である火竜グランツとの出会い、それはエクレア王国にとって伝説となった。
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「以来わらわとグランツは友になった訳じゃ。こんな勇ましい顔じゃがグランツは意外とおしゃべりなんじゃよ？」

　アリーシャとグランツの出会いの話にティアは感激で涙なみだをこぼしている。

　あ～も～この娘こは。

「そうは言いますけどね……だったら今まで無口でいる事も無かったんじゃ……。無口な子が急に話し始めるのもビックリするだろ……」

『それはすまない。何気に切っ掛かけが無くてな……』

　俺の若じやつ干かんの文句を含ふくめた言い分に、グランツ（目玉）はちょっとだけ申し訳なさそうに動いた。理由が飲み会に馴な染じめない大学生のようだ。

「して……何故なぜ止めておけと言うか？」

　窓からのぞく巨大な目玉と会話する王女、ある意味シュールだ。

『さっきから話している手紙の内容に合がつ致ちする。早朝火山の方角へ向かう翼竜の一団を見かけた。偵てい察さつ任務などかと思ったが……』

「そうか……翼竜が……決定的なのじゃな」

　そう言うアリーシャは先さき程ほどよりも落らく胆たんしているように見えた。

　もしかすると本音では悪戯いたずらという事にしたかったのだろうか？　自国の軍が守護神に背そむくとは考えたくなくて……。

「翼竜を操あやつるには様々な認にん可かが不可欠、特に軍属である事は最重要事じ項こうじゃ。作戦に翼竜が使われているのは紛まぎれもなく軍事行動なのじゃろう……」

「なら、王女の命令で作戦の中止を……」

　しかし俺の言葉にアリーシャは首を振ふる。

「無理じゃな。作戦開始前であれば留とどめる事も出来たかもしれんが……既すでに動いてしまった作戦は止められん」

「マジか……」

「更さらに悪い事にこの作戦、軍の極ごく秘ひ計画として動いておる。当事者でないわらわが作戦概がい要ようを知っておるのが露ろ呈ていすると短期間でも拘こう束そくもありうる」

「は!?　だってアリーシャは第一王女だろ!?」

「……王族だからとて間ま違ちがいを犯さんとは限らん。その行動が王国の不利益になると判断した時には短期拘束の権限がエクレア軍には与あたえられておるのじゃ。王族が無能である時の最終手段なのじゃが……」

「んが～～～～!!　余計なところで発展的で民主的な王政国家だなおい!!」

　その王国の未来を考えた思し慮りよ深さと先見の明に頭が痛くなる。

「やむをえん……仮に軍が火山より紅こう焰えん石せきを持ち帰るようならば、父上……国王と共にエクレア国を代表して火か竜りゆうたちに謝罪返へん却きやくするよりあるまいな……」

　言っている事はやらかした息子むすこの為に他所よその家に謝りに行く親おや御ごさんのようだが、そんな悠ゆう長ちような事は言っていられないんだが。

　俺は正直知るはずのない情報を話しても大だい丈じよう夫ぶか躊ちゆう躇ちよしていた。

『姫よ、そんな悠長な事は言っていられないぞ』

　そうするとグランツ（目玉）が俺の感情を代弁してくれた。

「……どういう事じゃ？」

『紅焰石にはある役割がある。ボルフィン火山のその場に鎮ちん座ざするからこそ発揮できる重大な役割がな』
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「『紅き風』を緊きん急きゆう招集じゃ!!　これは軍事行動ではない、わらわの独断専行じゃ！　軍法会議が嫌いやな者は来んで良いと伝えい!!」

「承知いたしました。ですが、姫様のその命で来ない輩やからは『紅き風』とは言えませんよ」

　大おお慌あわてで檄げきを飛ばすアリーシャに二つ返事で答える竜りゆう騎き士し。彼も『紅き風』の一員らしい。

　火竜グランツの昔話はルーチェが教えたものより詳くわしく、そして遥はるかに生々しかった。

　約千年前、まだ西と東に分かれる前の人と魔まは日常的にいがみ合い、殺し合いを繰くり返していた。恐きよう怖ふと殺さつ戮りくの繰り返しの中、互たがいに忌いみ嫌きらう存在として生まれ出た負の感情は毒々しい炎ほのおとなって大地へと降り積もっていった。

　やがて互いが互いに滅ほろべば良いという負の炎は、最終的には皮肉にも融ゆう合ごうを果たして火の精せい霊れいを狂くるわすに至る。

　滅びろという思いを世界中から受けた火の精霊は、ボルフィン火山の大だい噴ふん火かという形で願いを果たそうとする。

　人も魔族も双そう方ほうともに滅ぼすつもりで。

　しかしまさに滅びの願いが成じよう就じゆされようとした時、火竜たちと、ある大だい魔ま導どう士しの活かつ躍やくにより狂った火の精霊はボルフィン火山に封ふうじられたのだ。

　大魔導士自身が、封ふう印いんの鍵かぎ『紅焰石』となる事で……。

　頭を搔かき乱しアリーシャは泣きそうな顔で愚ぐ痴ちをこぼした。

「愚おろか者どもめ。ご先祖様が成して下さった地じ獄ごくの蓋ふたを自ら開こうとしているとは……」

「アリーシャ王女、実際に動かせそうなのは紅き風の皆みなさんだけなのでしょうか？」

「ああ、情けない話じゃが今から軍上層部を説得しとる時間はないし、何より自分たちに都合の悪い情報を連中が簡単に認める訳がない」

　火竜グランツもだからこそ紅焰石の事を今まで話さなかったらしい。

　アリーシャを信用していなかったのではなく、アリーシャがこの情報の為ために王女として不利にならないように。

　歯を食い縛しばって嘆なげくアリーシャにティアは真しん剣けんな眼まな差ざしで口を開いた。

「それならば、私たちもお伴ともいたします」

「な！　それはならん!!　これは我が国エクレアの不ふ祥しよう事じ。エルモントの親善大使を危険に巻き込む事は出来ん!!」

　驚きよう愕がくして拒きよ否ひするアリーシャに反してエルモントサイドの面々は皆驚おどろかなかった。

　俺も含めて……。

「俺、絶対言うと思いました」

「ハ～～～～……まったくもう」

　俺とキリカさんが苦く笑しようしているとティアがアリーシャの手を取った。

「この前は私が助けて頂きました。今度は私の番です」

「し、しかし……」

「私は親善大使として、エルモントの第三王女として協力したいのではありません。アリーシャ・エモニエの友人、ティアリス・Ｅ・カルヴァドスとしてお手伝いしたいのです」

「う……」

　ティアの眼差しに一いつ瞬しゆんたじろぐアリーシャ。

　真剣な瞳ひとみに折れたのはアリーシャの方だった。

「……すまない……恩に着る……」







「……んで？　考えも無しに協力を申し出た悪い子に聞きたいんだけど……何をどう協力するつもりだったのかな？」

　アリーシャが部隊招集でいなくなってからティアはキリカさんに笑え顔がおで詰つめ寄られていた。見事に目が笑っていない彼女にティアはプルプル震ふるえて後ずさる。

「そ……それは、その……」

「私は貴方あなたの専属護衛師であって……貴方を危険から遠とおざけるのが仕事なんですけど？」

「あ……あの……コウさ～ん」

「……俺に振るんじゃない」

　キリカさんから逃にげるように俺の袖そでを摑つかんで背後に隠かくれるティア。

　そんな小動物的行動を取られるとフォローしない訳にもいかないか……。

「まあ……キリカさんだって話を聞いた時にこの展開は予想してたでしょ？」

　俺が口を挟はさむとキリカさんはキッと睨にらんだ。

「予想出来るのと本人が自覚しているかどうかは別なの!!」

「イタイイタイイタイ!!」

　いつの間にか背後に回ったキリカさんに頭をグリグリされてるティア。

　要するに心配しているのだろう……多少説教臭くさいけど。

　どっちみち主人のティアが協力すると言った以上キリカさんもワンセットで協力するしかない。本音ではキリカさんもティアと同じ心境だろうし。

　しかしその時、意外な人物から声が上がった。

「お待ち頂きましょうか、ティアリス王女」

　いつの間にいたのか、そこには第五部隊隊長ククールさんが佇たたずんでいた。

「ティアリス王女、まさか本当にエクレアの問題に介かい入にゆうするおつもりなのでしょうか？」

　そんな事を言われたのが心底意外そうな顔をするティアだが、ハッキリと答える。

「はい。私はアリーシャ王女の友人として協力を申し出ました」

「は……これだから…………は」

　一瞬で全身の血が逆流する。小バカにした半笑いでククールさんは確かに言ったのだ。

　ティアへの禁句『役立たず』を。

「なれば我々第五部隊は今回王女の要よう請せいはお受けしかねますな。我々の任務はあくまで第三王女の身み柄がらの安全確保。友達ゴッコで命を危険に晒さらす輩やからのお守りなどでは御ご座ざいませんので……」

　ククールさんの言葉でその場の空気が凍こおり付いたのを感じた。

　そんなククールさんにティアは毅き然ぜんとした態度で言い放つ。

「……構いません。今回は王女としてではなくティアリスとしての個人的な協力です。元より希望しない者までも巻き込むつもりは御座いません」

「は、それは素す晴ばらしい。たかだか友人を助けたいが為に命をお張りになるとおっしゃる……私には理解しがたい崇すう高こうなお心ですね」

　その瞬間、パンという乾かわいた音が辺りに響ひびき渡わたった。

　それはキリカさんがククールさんを平手打ちした音であった。

　さすがに今回のククールさんの発言は腹に据すえかねたようだ。

　歯を食い縛る彼女の表情は窺うかがい知る事は出来ない。

　しかし、喉のどから絞しぼり出した声には怒いかりと悲しみが入り混じっていた。

「……仲間を、ダチを助けるのに理由はいらない。アンタが昔言ってた言葉よ」

「…………」

「そんな事すらも……忘れてしまったようね……」

　それだけ言うとキリカさんは踵きびすを返して振り向きもせずに立ち去って行った。

　複雑そうな顔でティアはこちらをチラリと見ると、目で『キリカに付いています』と合図して来たから、俺は手て振ぶりで示す、『行け行け』と。

　そこからは幼おさな馴な染じみの領域、部外者が入り込むのは無ぶ粋すいだろう。

　さて……しかし残されたのは俺と頰ほおを押さえるククールさんという男同士の状態。

　ハッキリ言うと気まずい。

　沈ちん黙もくに耐たえかねて、俺は少々嫌みっぽくさっきの発言についてチャチャを入れる。

「良いんですか？　仮に王女にもしもの事でもあったら、護衛任務で付いて来たはずのアンタの出世に関かかわるんじゃないの？」

「出世？　ああ、そういう事か……アハハハハハハ!!」

　一しきり笑うとククールさんはニヤリと笑ってみせた。

「庭師さんよ、良い事を教えてやろうか？」

「な、何だよ……」

「エルモントの第三王女は敵が多い……この前もそいつは教えてやったと思うけど、敵対する連中の一番の懸け念ねん材料はあの王女が使えない事にあった」

「…………」

「でも最近どっかの誰だれかのおかげでよ、ただの役立たずが使える役立たずになったって喜んでいる輩もいる訳だよ。なんたって親善大使に選ばれるくらいだからなぁ」

「どういう事です？」

「仮にだ。もし仮に親善大使として訪おとずれたこの国であの王女にもしもの事でもあったら……どうなると思う？」

「!!　まさか自分たちが護衛に参加しないって言ったのは……」

「王女が訪問中の国でその国の厄やつ介かい事で非ひ業ごうの死を遂とげる……開戦を煽あおるには十分過ぎると思わないか？」

「お前……マジか？」

「ほう……単なる料理上手な庭師と思っていたが……良い目をするじゃねぇか……」

　戦争の火種はエクレア側だけじゃない。エルモント側にだって存在する。

　しかも最悪な人物がその火種を握にぎっているって事なのか……。

「単なる出世目的のゴマすり野や郎ろうだと思っていたが……一体何があったってんだ？　キリカさんが酔よっぱらった時に話すのはいつだって『昔のククールは仲間思いの良い男だった』って。出世の為に仲間を売る事は絶対にしなかったって事ばっかりだってのに」

　俺の言葉にククールさんは上から目線で息を吐はいた。

「下町出の俺が上に行くには金がいる。友情ゴッコで美味うまい汁しるを吸える程ほど世の中甘くねぇんだよ。それだけの事さ……」

　それはククールさんなりの人生経験からの言葉なのか。

　日本にだって出世の為に全すべてを犠ぎ牲せいにする輩も少なからずいる。

　ただ一つだけ彼に俺は言える事があった。

「その生き方が間ま違ちがっているとは俺には言えない。美味い汁を吸う為に全てを犠牲にするのも一つの生き方かもしれない……けどさ……」

　俺はククールさんの目を真正面から見み据すえて言った。

　笑いながら……敬礼を入れて。

「一番大切な人を傷つけるのは間違ってるよ。そうだろ、表向きは王国軍第五部隊、正体は国王直属隠おん密みつ諜ちよう報ほう部隊隊長のククール殿どの」

「な！」

　その瞬間、嫌いやみったらしく作っていた表情が一気に崩くずれた。

「ほほう……単なる強ごう欲よく大臣の腰こし巾ぎん着ちやくと思っていたが、良い目をするじゃ～ないですか」

「お前！　何でそれを……！」

「誰に聞いたかのルートは言えません。それにキリカさんたちにもこの事は言ってない。けど、このままで良いんですか？　本当は一番嫌きらわれたくない女性に、完全に嫌われちゃいますよ」

　そこまで言うと俺はキリカさんとティアを追って駆かけ出した。

　振ふり返った時に見たククールさんの顔は、俺がこの世界に来てから何度も見たこの男の表情が全て偽いつわりだったのだと分かるほど、真っ赤に染まっていて人間味にあふれていた。
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　火か竜りゆうグランツの飛行速度は他ほかの翼よく竜りゆうに比べてズバ抜ぬけている。

　そんな訳でアリーシャの招集で集まった『紅あかき風』の面々は後から追い付いてくる手はずになり、とにかく先行部隊としてグランツにはアリーシャ、俺、ティア、キリカさんが乗り込みボルフィン火山へと向かった。

　集合した時、キリカさんの目が少々赤い気がしたが既すでに気持ちを切り替かえたようでティアの傍そばで警けい戒かいを強めている。

　グランツが降り立ったのはボルフィン火山の火口ではなく山やま肌はだに空いた一つの洞どう窟くつである。何でも火口付近では人間が降りる様なルートが無く、グランツに乗ったまま降りるには有毒ガスが酷ひどいらしいのだ。

「ここが……」

「昔からこの洞ほら穴あなは存在していたのだが、ここが火口に通じる道だと知る者はおらんかった。火竜たちの通路としては小さすぎるから……まさか千年前にご先祖様が封ふう印いんの為ために掘ほられた洞穴だったとはのう……」

「生いけ贄にえの道……」

「暗く先の見えない洞窟を前にそんな事を言わないで欲しいんだけど……」

「あ！　申し訳ありません……」

「ん？　ちょっとこれを見て……足あし跡あとよ」

　キリカさんが示した地面には確かに多数の人間が通った靴くつ跡あとが残されていた。よく見ると翼竜の足跡も残っている。

「救いの道を破は滅めつの道に変えてなるものか……」

　アリーシャの呟つぶやきは全員の思いでもあった。

「……でも、紅こう焰えん石せきを取りに行った方々は……よくこの洞窟の事をご存じでしたね。アリーシャ王女もさっき知ったのですよね？」

「ああ……おそらく以前から独自に調査している者がおったのだろうが……」

　確かにそこがおかしい。グランツから情報がもたらされるまでアリーシャもこの洞穴の用よう途とを知らなかった。おまけに予定では紅焰石が盗ぬすみ出されるには二年以上の期間がある。

　どう考えても意図的にこの洞穴の存在を都合良く軍上層部に入れ知ぢ恵えした何者かがいるはずだ。

　俺やルーチェの側、『歴史の改変に手を加えようとする何か』が……。

　思わず口から愚ぐ痴ちが漏もれる。

「……こういう時に何で出てこないかな……あの幼女は」







　それから数時間、俺たちは洞穴の中を只管ひたすら進んでいた。

　洞穴の内部は意外に広く、足場は悪いのだが多分先行した盗人ぬすつとどもの置き土産みやげなのだろう魔ま力りよくの明かりを頼たよりにして行軍はスムーズだ。

　しかし休きゆう憩けい無しではやはりキツイもの。一番に力ちから尽つきたのは、やはりというかティアだった。

「す……すみません。一刻を争うこんな時に……」

　申し訳無さそうに汗あせだくのティアは座り込んでしまった。

　無理もない、元より華きや奢しやな彼女がここまで黙だまって歩いていたのだ。

　その様にアリーシャも慌あわてて話しかける。

「いや、こちらこそすまぬ。適度の休憩を挟はさむべきじゃった。行軍を焦あせり過ぎるのは禁物なのは分かっておったはずなのに……」

「少し休憩して、水分と糖分の補給をしとこうぜ」

　俺はそう言って持参したリュックからマグカップを取り出して、水すい筒とうから注いだ液体を女性陣じんに配って回る。

　その液体は白く濁にごった半はん透とう明めいで、王女二人は首を傾かしげていた。

「コウさん……この半透明なお水は何ですか？」

「??　妙みような味じゃの……。甘いような酸すっぱいような……」

　そんな二人と違ちがいキリカさんはピンと来たようだった。

「ダイチ、コレってもしかしてこの前訓練中に作ってくれた……」

「そう、俺製スポーツドリンク。水分と糖分の補給が絶対必要になると思って、さっき急きゆう遽きよ作って来たんだ」

「スポーツ……ドリンクですか？」

「ああ、単なる水だけじゃミネラル不足になるからな。でも普ふ通つうに食事すると栄養吸収に時間がかかるし胃にもたれるから」

「つまり……このお水は運動中の水分補給に最適なんですね？」

　カップを両手でコクコクと飲みながらティアは感心したように言う。

「実際特訓中にダイチがコイツを作ってくれた時は集中力が違うんだよね。普ふ段だんは疲ひ労ろうが溜たまって来た後半は槍やりの精度が落ちるんだけどさ」

「……のう、エルモントの面々よ。さっきからわらわの事を除のけ者にせんでくれるか？」

「「「え!?」」」

　何か少しだけ寂さびしそうに言うアリーシャ。

「糖分だのミネラルだの……わらわには聞いたことが無い言葉ばかりなのじゃが……」

「あ……」

　この時点になってアリーシャが俺の異世界人である事情を知らない部外者であった事を思い出した。ここ最近あまりに馴なれ馴なれしくしていたものだから……。

　そして見み渡わたすと全く同じような顔のティアとキリカさん。うん、君らも一いつ緒しよか。

　それから簡単に栄養補給の事を話すとアリーシャは感心したように言う。

「何やらコウの話は不思議じゃのう。わらわの知らない知識を常識として知っておるようじゃ。まるで別世界から来た者と会話しておるようじゃな」

「う……」

　やはり王女だけあってこの娘こ、〝部分的〟に鋭するどい所があるな。

　どうしたもんかとティアに視線を移すと、困ったように笑う彼女の目は言っていた。

『アリーシャ王女なら話してもよろしいんじゃないですか？』と。

　確かにこの娘は信用出来ると思う。若じやつ干かんお調子者ではあるが……。

　俺は意を決してアリーシャに自分が何者であるか話そうとした。

　だがその時、洞窟の奥から地鳴りのような音が響ひびき渡わたり地面を揺ゆるがした。

　グオオオオオオオオオオオオ!!

「な、何だよ！　この轟ごう音おん」

　その音に逸いち早はやく反応したのはアリーシャだった。スポーツドリンクを一気に飲み干してカップを俺に投げて寄よ越こした。

「これは火竜の威い嚇かくじゃ！　しかも一体のものではない、何かと戦っておる！」

「まさか！　間に合わなかったのか!?」

「クソ、こうしてはいられない！」

「急ぎましょう!!」

　全員空になったマグカップを投げ捨て立ち上がった。

　ティアもどうやら回復したようである。

　そこから10分ぐらい駆けた時、急に視界が開けた。太陽の光に一いつ瞬しゆん目が眩くらむ。

　そこはおそらく火口の底、所々で熔よう岩がんが見え隠かくれしてそこかしこから煙けむりが立ち上る。そして何と言っても半はん端ぱではなく熱い。

　そんな劣れつ悪あくな環かん境きよう下で巨きよ大だいな火竜たちが向こうで何かと対たい峙じしている。

「一体何してるんだアレ？」

　火竜たちが何かを囲んでいるようにも見えるが、それ以上に気になった事があった。

「って言うか、火竜でかすぎないか!?　グランツの何倍あるんだよアレ……」

　グランツでさえ翼竜にとっては巨大な体だったが、目の前の火竜はその十倍はありそうだ。

「ふむ、元々グランツはまだまだ成長期での、火竜たちの中ではワッパに過ぎんのじゃ」

「ワッパって……あの巨体で？」

『ワッパは酷くないか？　姫ひめよ』

　そう言いつつグランツが目の前に降り立った。洞窟に入れないグランツには上空から降り立って合流して貰もらったのだ。

「グランツさん、今はどういった状じよう況きようなのでしょう？」

　ティアの質問にグランツは多少優やさしげに目を細めた。

『膠こう着ちやく状態と言ったところだろうか。エルモントの姫よ』

「膠着だって？」

『奴やつらは岩いわ肌はだに隠れつつ魔ま法ほうを放っては身を引く方法を取っている。火竜にとって火口内は住居だからな。余り無む茶ちやはしたくないようで苦戦している……』

「つまり……手を焼いている？」

『少々イライラしているな』

　要するに岩も砕くだくような攻こう撃げきを火竜たちは出来るけど、マイホームを傷付けるのが嫌で追い詰つめて何とかしようとしていると……。

「小さいのが物もの陰かげに隠れつつ大きい奴がイライラか……まるでゴキ……」

　俺が口走ろうとした時、柔やわらかい何かに口を塞ふさがれた。

　見ると不満気なティアが背せ伸のびして両手を伸ばしていた。

「コウさん、それは言っちゃダメです……」

「む……」怒おこられちゃった。







　火か竜りゆうに対峙する連中は皆みなボロイ布服を着て手ぬぐいを頭に巻いたりと、いかにも盗とう賊ぞくを装った格好だった。

　そして多分火竜に効果がある水の魔法を打ち出しては岩いわ陰かげに身をひそめる、一昔前の刑けい事じドラマの銃じゆう撃げき戦せんのような行動を取っていた。

　これで相手も必死であれば画え面づらとしては締しまるのだが、いかんせん威嚇する火竜たちには毛ほども効いた様子は無く、体表に着ちやく弾だんする度たびにポス、ポスッといった何とも軽い音がするのみである。

「隊長!!　こんなので大だい丈じよう夫ぶなのですか!?　やはり守り神に手を出すべきではなかったのでは!?」

　盗賊に扮ふんしても本質はエクレア王国の兵士、元々刷り込まれた火竜への畏い敬けいの念は捨てられないのだろう。

「バカ者！　我らがやらねばエクレアに未来は無いのだ！　たとえ守護神に背そむく事であろうとも」

「ふ～ん……なら王女に背く行こう為いは良いのかしら？」

「は!?」「何!!」

　盗賊に扮した兵士二人は急にかかった声に体をビクつかせ、振ふり向いたその光景に驚きよう愕がくした。そこには槍を持った見知らぬ女性騎き士しが立っているのみで他ほかの仲間は全すべて地に伏ふしていたのだから。

「だ、だれだ貴様!?　一体いつの間に！　どうやってここへ!?」

　慌てて武器を構える兵士二人に女性騎士、キリカさんは指を上に向けた。

「送って貰ったに決まってるでしょ？　貴方あなたたちが一番背いちゃいけない人にさ」

「ひ!!」

「あ、あれは!!　火竜グランツ……」

　火竜グランツを駆かる勇ましき姫ひめ君ぎみ、エクレアにいてエクレアの竜騎士であるなら知らない訳が無い。火竜と共に降り立ったアリーシャはまさに戦せん神じん、最高の英えい雄ゆうであり最悪の畏い怖ふの対象でもある。

「ア……ア……アリーシャ……王女様……」

「何故なぜ……貴方様がここに……」

　火竜グランツから飛び降りたアリーシャは剣けんを抜ぬき放ち、動どう揺ようする兵士へ突つき付けた。

「それはわらわの台詞せりふじゃ！　竜騎士団二番隊隊長ヨシュア、そしてペロー！　ここで一体何をしておる!!」

　すぐさま部下の名前が出てくる辺りさすがである。

　ヨシュア、ペローと言われた二人はアリーシャの怒いかりの眼光に完全に腰こしが引けていた。

「ひ、姫様……我々は……」

「エクレアの未来の為ためにですね……」

「たわけ!!」

「「ひ!!」」

　申し開きをしようとする二人が腰を抜かして尻しり餅もちをついてしまう。

「さ～っすがエクレアの火竜の化け身しん、眼光一つで大の男がタジタジじゃないっすか」

　俺の言葉にアリーシャは幾いくらか表情を崩くずした。

「……からかうでない」

『……一体これはどういう事なのだ。エクレアの姫君よ』

　そうしているとグランツよりも更さらに巨大な紅あかい体表の巨大な顎あごから地じ響ひびきのような声が辺りに響き渡った。

　見上げると巨大な火竜が三体。まるで高層ビルにでも睨にらまれているような錯さつ覚かく、気合いを入れないと俺も腰が砕けそうだ。

「貴方は火竜の長老殿どのでいらっしゃるか？」

　アリーシャがそう言った瞬しゆん間かん、高層ビルのような三体の火竜は激しい光を放って小さくなって行き、ついには人間の姿にまで変わった。

　三人になったその姿は長老などと呼ばれた割には若々しい金きん髪ぱつの男性と両サイドには清せい楚そな雰ふん囲い気きの女性が二人、何と言うか普通サイズになったのに、それに驚おどろいて腰が抜けてしまった。

「ってか火竜って人に化けられるの？」

「私も初めて見たけど、高位の竜は自在に姿を変える事が出来るって聞いた事があるわ」

　腰を抜かす俺に手を貸してくれながらキリカさんが教えてくれる。

　年若い青年の姿になった火竜は白いローブをまとい、見た目は魔ま導どう士しの様相である。

「……いかにもワシが火竜の長老カロンだ」

　その言葉を聞いたアリーシャは剣を鞘さやに納めると目の前に置き、膝ひざを突いて頭こうべを垂れた。

　その姿に兵士の二人は衝しよう撃げきを受けた。当たり前か……自分たちの主あるじが、王国の姫君が守護神にとは言え頭を下げているのだから。

「ひ！　姫様！　王家の者が他者に遜へりくだるなど!!」

「黙だまらんか！　愚おろか者ども!!」

　諌いさめようとする兵士たちをアリーシャは一いつ喝かつし、そして長老へ話し始める。

「火竜の長老殿、この度は誠まことに申し訳ございません。私が至らぬばかりに部下たちの稚ち拙せつな行動を抑よく止しする事が出来ませんでした。それゆえに皆みな様さまに大変なご迷めい惑わくをおかけいたしました……」

　それは国を代表する王女としての謝罪、いつもの偉えらそうな口調ではない完全な敬語。

　長老はそんなアリーシャの様に厳格な顔で言う。

「そう畏かしこまるなエクレアの姫君よ。正直な事を言えば我らには何が何だか分からんのだ。急にこやつらが魔法で仕し掛かけて来たから、適当に相手しておる時にお主らが現れたしだいなのでな」

　彼らにとっては夏場の蚊かみたいな感じだったのだろうか……。

「この者たちは紅こう焰えん石せきを盗ぬすみ出すつもりでここへ侵しん入にゆうして来たのです」

「何？」

　アリーシャのその言葉で火竜たちの周囲の温度が一気に上がった。

「エクレアの姫君よ。お主はあれが何なのか、正しく存じておるか？」

「……はい、先さき程ほど聞き及およびました。火竜たちに伝わる魔導具などではない。火竜たちが千年もの長い間守り続けて来た封ふう印いんの鍵かぎであると……」

「「え……？」」

　間の抜けた声は背後から、腰を抜かしたヨシュアとペローからのものだった。

　まあ知らなかったんだろうね……。

「千年前ボルフィン火山に封じられた厄やく災さい、『狂くるった火の精せい霊れい』を封じ続ける為の要かなめ。封印の生いけ贄にえになった大魔導士そのものの姿であると……」

　アリーシャの言葉にみるみる青くなる兵士二人。自分たちのやろうとしていた間ま違ちがいをようやく理解したのだろう。

「……封印が解かれれば、それはただの噴ふん火かで終わらない。お主らの住まうエクレア王国を飲み込む大災害となる事を分かった上でなのか？」

「申し訳ありません」

　アリーシャは再度頭を下げる。

「この者たちはその事実を存じておりませんでした。知っていればこんな愚ぐ行こうには決して及ばなかったはずです。何なに卒とぞご容よう赦しやの程を……」

　国民の、兵士の間違いを国を代表して謝罪する。それは間違いなく王家の姫君として相応ふさわしい振る舞まいだ。

　そんな姿にいつの間にか二人の兵士はアリーシャの両りよう隣どなりに這はいつくばっていた。

「もう止やめてくれ！　悪いのは俺らだ！　俺らを焼き殺すなり好きにしてくれ！」

「そうだ！　俺たちは軍上層部に〝絶対に王女に知られてはならない〟って密命を受けていたんだ！　アリーシャ王女はこの件については何も関かん与よしてない！」

　大の男二人が泣なき叫さけんだ。

　自分たちの行動が愚行であり、更にその愚行を主あるじであるアリーシャに謝罪させてしまっているのだ。それで動かなければ兵士じゃない。

「す、すまない……紅焰石はとてつもない魔導具で、それさえあればエクレアの未来が救えると教えられてて……まさかそんな大事な物だったなんて……」

　そして長老カロンさんはというと……物もの凄すごく困ったような顔付きで頰ほおを搔かいていた。

　うん、まあ気持ちは分かるけどね。

　未み遂すいで『知りませんでしたごめんなさい』と謝られてはそんな顔になるでしょうね。

　だが『これから気を付けてくれればいいよ』とでも言うかと思っていたが、兵士の次の言葉に全員の顔付きが変わった。

「俺たちは陽動なんだ……」

「何だと……？」

「最初から火竜を相手に出来るなんて思っていない、太刀たち打うち出来る訳が無い。俺たちは火竜を引き付けて逃にげる役。火竜の気がこっちに向いている間、別働隊がこっそりと紅焰石に近付く手はずになっているんだよ……」







「って言われたところで……慌あわてる事はなかったか……」

　陽動と聞いて俺たちは長老の案内で慌てて火竜たちの住すみ処か、紅焰石を祀まつる火口中心部に向かったのだが……そこには既すでに数体の火竜と人（に化けた火竜）に囲まれ縛しばり上げられたエクレア兵士諸君がいた。

「陽動と言われても、ここに住まう火竜はワシらを含ふくめて三十はおるからな。こうなるのは当然の事だな」

　ちょっと得意気な長老が何か腹立つ。

「……なら最初からそう言って下さいよ。焦あせって損したじゃねーっすか……」

「ん？　そんなにか？　そりゃすまなかったな」

　カラカラと笑う長老。

　火か竜りゆうは魔ま族ぞくによる種族、人間とは相あい容いれない連中かと思っていたが、長老を見る限りそんな事はないのかもしれない。

　長老は一しきり笑うと熔よう岩がんが池のように溜たまった場所へ目を向けた。

「紅焰石も無事なようだしな」

「あれが……紅焰石……」

「綺き麗れいです……」

　ティアの口から溜ため息いきが漏もれた。

　大きさは竜たちを基準に考えるとかなり小さい。リンゴくらいだろうか？

　それはまるで真しん紅くのクリスタル。熔岩の灯あかりに晒さらされて不自然なくらいキラキラとした輝かがやきを放っている。

　そして、その宝石は熔岩池の中心で浮ういていた。

「しっかし……こそこそ近付く人間によくあの巨きよ体たいで気付けたもんすね～」

　俺は縛り上げられた兵士たちを眺ながめて何となく言った。我ながら気安いとは思うのだが、長老は気さくに話してくれる。

「全ての火竜がいつも本来の姿でいる訳ではないし、そもそも竜は存在を魔力レベルで認にん知ち出来る能力に長たけているからな」

「存在を認知？　それってこの場にいる者を全員把は握あく出来るって事っすか？」

　長老は鷹おう揚ように頷うなずいてみせた。

　俺は全身から緊きん張ちようが抜けて行く気持ちだ。

「何だよ……それならここまで焦って来なくても良かったじゃないか……」

　後の事を考えれば、これで紅焰石の危険性はアリーシャを通じてエクレア王国に正しく伝わるだろう。暴走した連中にはこれからアリーシャの説教が待っているだろうがそれは自じ業ごう自得だ。

　仮にエクレア軍上層部が納なつ得とくしなくても、ここにはこれほど強力な火竜たちが防衛しているのだから……これなら……。

　俺がそんな事を思ったその時だった。

『バカ！　油断するな!!』

「!!　え？　嬢じようちゃん？」

「コウさん、どうかしましたか？」

　いきなり聞こえた声は幼女女め神がみルーチェの声。隣となりのティアがルーチェの声に反応しない辺り俺にしか聞こえなかったようだ。

　そう、この時俺は油断していた。

　エクレアの兵士たちを捕ほ縛ばく拘こう束そくした事で、火竜たちの強力さを目まの当たりにした事で、全すべて終わった気でいたのだ。

　俺だけは、この場でアカシックレコードを知る俺だけはしてはならない類たぐいの油断なのに……。

　陽動作戦はまだ終わっていなかった。

　油断の言葉の意味を考えて、反射的に紅焰石を見た俺はようやく気が付いた。

　熔岩の池に囲まれた紅あかい宝石に近付く人型の何かに。存在を魔力的に認知出来ると豪ごう語ごした長老のカロンさんでさえも気が付けない程『存在感の無い』何か。

　目を凝こらして見てようやく視し認にん出来た人型のそれは……エクレアの使用人服を着た女性だった。

「まずい！　紅焰石が!!」

　俺の叫びで全員の視線が紅焰石へと集まった。

　だが、もう遅おそかった。

「チェック……メイトですね。救世主さま？」

























　紅こう焰えん石せきを手にした女性は全身から紅い炎ほのおを放ち始めたと思うと、瞬またたく間に周辺の熔岩を巻き上げ轟ごう音おんと共に包み込まれて行く。

　そして熔岩は容積をドンドンと膨ふくらませ巨きよ大だい化して行く……火口部周辺全てを巻き込みながら。

「いかん！　エクレアの姫ひめ君ぎみ、全員を我らの背に乗せるのだ！」

「何なのじゃコレは一体！」

「これが封ふう印いんの力ですか!?」

　火竜の姿になった長老の背に捕ほ縛ばくされたエクレアの兵たちを乗せ、火口部が熔岩に満たされる寸前に何とか脱だつ出しゆつすることが出来た。

　俺、ティア、キリカさんは例によってアリーシャが駆かるグランツに乗り、今はボルフィン火山の上空を飛行している。

「ふう……間かん一いつ髪ぱつだったな……」

『安心するのは早いぞ、人間』

　巨大な火竜になった長老カロンが他ほかの火竜たちを引き連れて空を飛ぶ姿は圧巻だが、今はそこに感激している暇ひまは無い。

「あんたらは存在の認知に長けているんじゃなかったんすか!?」

　とりあえず自分が油断していた事を棚たなに上げて少々棘とげのある口調になってしまう。

『ぬかった……陽動作戦こそが陽動だったようだ。大勢の人間をあの場に集める事で人間の存在に紛まぎれ、そして最後には紅焰石を奪うばうつもりだったのだ！』

　長老は自分の不ふ甲が斐いなさを嘆なげいているようだ。

『しかし……あれほど存在感が希き薄はくな人間……私も初めて目にしたが……』

　存在感が希薄？　つい最近そんな人を聞いたような？

　しかし考えている暇も無く、ボルフィン火山から轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。

「まさか……噴ふん火か!?　封印がもう!!」

　轟音と共に火口部から何やら熔岩が山やま肌はだを〝摑つかんだ〟と思うと、それはゆっくりと抜ぬけ出して来た。それは火口部と同じくらい巨大な人型で、形を見ると女性に見えるのだが全身がオレンジ色に輝く熔岩で構成された熔岩の巨人であった。

「何アレ!?　あれが太古の厄やく災さい!?」

　キリカさんの叫さけびにグランツが答えた。

『いや違ちがう。あれは紅焰石に宿る火の魔力を媒ばい体たいにして熔岩を操あやつっているのだ』

「じゃあまだ封印は解けていないのか？」

　俺の呟つぶやきにグランツは頷いてみせた。

『おそらくまだ解けていない。しばらくは大だい丈じよう夫ぶだと思うが……』

「でも、封印の鍵かぎ『紅焰石』が無くてはいつか解けるのでしょう？」

　ティアの質問には長老が答えた。

『無論だ！　もって日暮れまでには封印は解ける。さすればこの一帯は火の海と化す』

　太陽を見ると既すでに西に傾かたむき始めている。

「マジかよ！　もうそんなに時間は無いぞ！」

『言われるまでもない!!』

　俺の言葉に反応したように数体の火竜が急降下して熔よう岩がん巨人の眼前に肉にく薄はくする。

　そして巨大な顎あごから膨ぼう大だいなブレスを吹ふき付けた。

　それはそれは大地を焼き尽つくすんじゃないかという大だい火か炎えん。灼しやく熱ねつの炎を浴びた熔岩巨人はより一層温度を上げて輝きを増して燃え上がる。

「うおい！　熔岩に火を噴ふいてどうするのじゃ！　より元気になっとるではないか!!」

「火に火を足してどうする!!」

『む……確かにそうだな……』

　熔岩巨人の様子に火竜たちは慌あわててブレスを止めると、今度は直接巨大な爪つめや尾おを振ふり始める。

　巨大な熔岩の体にあっという間に無数の傷きず跡あとが刻まれ、遂ついには頭部がちぎれ落ちた。

「凄すごい……けど熱くないのですか？」

　ティアの何となくズレた感想が漏もれた。

「それは心配無い、仮にも火を名に冠かんする竜たちじゃ。熔岩の中であっても平気で泳ぐことが出来る程ほど彼らは高温に強い皮ひ膚ふを持っておる」

　ちょっと得意げに説明するアリーシャ。

　……だが熔岩巨人の抉えぐられた傷跡はみるみる塞ふさがって行き、一度地に落ちた頭部は足元から吸収され、何事も無く再生されて行く。

　いや……あれって再生って言うのか？

「長老さん！　あれってダメージを与あたえているんですか？」

　俺の心配事は的中していたようだ。長老は重い口くち振ぶりで言う。

『皆みな手て応ごたえが無いと言っている。まるで水と戯たわむれているようだと』

　……思った通りだ。

　原理は分からないけどあの巨人の体は全て熔岩。溶とけた岩石、つまり超ちよう高温の液体だ。

　液体に物理的にダメージを与えようとしたところで意味が無い。

　そう思っていると、数体の火か竜りゆうたちが熔岩巨人が放ったフルスイングの平手打ちで一気に吹っ飛ばされた。こっちの攻こう撃げきが無効で向こうの攻撃は有効、理り不ふ尽じん極きわまりない。

「「「「ギャオオオオオ!!」」」」

　吹っ飛んだ火竜たちは山肌に叩たたきつけられて動かなくなる。

「ああ！　火竜さんたちが!!」

　悲鳴を上げるティアにグランツがフォローをする。

『心配するな、エルモントの姫君。あの程度でやられる程火竜はヤワではない……しかし』

「このままじゃジリ貧じゃのう……」

　同調してアリーシャが呟いた。

「長老殿どの！　何か他に手立ては無いのか？」

『……アレは紅焰石の魔ま力りよくを核かくとして熔岩を意のままに操っている。核になっている紅焰石を抜き取る事が出来れば……』

「それで『マグマレディ』を止められて、厄災の再封印が出来るって訳か。一石二鳥じゃないか」

「何じゃ？　その『マグマレディ』とは？」

　俺の勝手な命名にアリーシャから突つっ込みが入った。

「どう見てもあの体格は女性だし、さっきの攻撃も拳こぶしじゃなくて平手だったからな。それからすれば熔岩婦人マグマレデイかな～って……」

「……まあよい。そのマグマレディを止める事が出来るのじゃな？」

　少々呆あきれた顔をしたけど採用してくれたらしい。

　だが長老は難しい声こわ色いろで言う。

『理り屈くつの上ではそうだが、おそらくあの巨きよ体たいの中で紅焰石が目まぐるしく動き回っておるようだ。さっき攻撃した火竜たちもそれを狙ねらっていたが外したようだし』

　つまりは急所が体内で四六時中動き回っているって事らしい。厄やつ介かい極まりないな。

　ただ、あれが熔岩の塊かたまりで、液状になった中を動き回っているのなら方法はある。

　最もシンプルな方法が。

「だったら冷やして固めて急所を固定できれば良いんじゃないの？」

『む？』

　俺の言葉に長老が反応した。

「元々は溶けた岩の塊、冷やして固めちゃえばあの中を動き回る事は出来なくなるんだろ？　そうすれば狙い易やすくなる」

『理屈の上ではそうなのだが、それには急激に冷やす為ための何かが必要な訳で……』

　……何だこの気まずそうな言い方は？

　この世界において常識とされる考え方がある。俺以外のこの世界に生きる者は全すべてが大前提で〝それ〟ありきの考え方のはずだ。

　冷れい却きやくが必要と聞いて、人間よりも遥はるかに知能が上だと言われる火竜の長老が〝それ〟を考えないのはおかしい……。

「魔ま法ほうがあるだろう？　これだけの竜たちがいるんだ。人間よりも強力な水の魔法か何かでババーンとマグマレディを石像に……」

　しかし長老はソッポを向いて答えない。

　俺は嫌いやな予感と共にキリカさんから教えられた魔法の属性について思い出した。

「……キリカさん、質問」

「……何かな？」

　キリカさんも既に頭を抱かかえている。彼女にとってもそれは予想外なんだろうか？

「魔法属性は人によって得意不得意があるって言ってたよね？」

「言ったね……」

「それって人間に限った話じゃないの？」

「私も今まで漠ばく然ぜんと魔族に属する程ほどの竜族は不得意な魔法なんて無い万ばん能のうだって思っていたのだけれど……」

　俺とキリカさん、更さらにアリーシャまでもがジト目で長老カロンを見つめる。

　カロンは巨大な爪で器用に頰ほおを搔かいた。

『……スマン、火竜は水魔法超苦手』

「「「だあああああああ!!」」」

　人間三人の叫び声が大空にこだまする。

「こういう事態が起こる事も想定に入れておけよ！」

『仕方がなかろう。我らがこの地を番人として守っているのは熔岩にも耐たえられる高温への耐たい性せいが第一だったからであって……水系が得意な水竜は「熱いのはイヤ」って言うし』

「じゃったらせめて近所にいさせい！　冷却手段が必要な時があるなど火竜の頭脳なら予想出来るじゃろう!!」

　何というか……さっきまでの一国の王女として謝罪する敬意ある姿は既に無い。いつもの彼女の口調になっていた。

『あ～～～やかましい！　千年前にそんな話もあったが、近所にいた水竜は東大陸の氷竜を追っかけて出て行ってしまったのだ！　引き留めても聞きはしないし……』

　あれ？　何か察するものが……。

「長老……もしかしてフラれたの？」

『グブ!!』

　あ、図星だったらしい。

　旅りよ客かく機き並みの巨体がクリティカルダメージを負って、何か一気に気分と一いつ緒しよに高度を下げて行く。大勢のエクレア兵たちを道連れに……。

「ワ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]長老！　悪かった！　俺が悪かった!!」

「カロン殿どの！　わらわも言い過ぎた！　気も高度も落とさんでくれ!!」

「いつまでやっているんですか皆さん……」

　意外にもこの場において冷静だったティアから突っ込みが入った。

「コウさん、マグマレディが歩き出しています」

「「「え!?」」」

　揃そろってボルフィン火山に目を向けると確かに巨大な体がゆっくりと、だが確実に山を下降して行くのが見える。と言うか……。

「何か……歩く度たびに大きくなっていってないか？　あれ……」

　一歩踏ふみ出す度に確実に大きさを増して行く。

　さっきは火口と同じくらいだったのに、多分もう火口には入りきらない大きさだ。

『高温で周囲の岩石を溶かして自らに取り込んで行っているようだな。このままでは際限なく大きくなって行くぞ……』

　グランツの的確な説明に皆青くなる。

　普ふ通つう熔よう岩がんは時間が経たてば空気中で冷やされて固まって行く。周辺の岩石もむしろ冷やす方に一役買ってくれるのが普通だ。

　でもあのマグマレディは熱源の紅こう焰えん石せきがある限り冷えてくれない。むしろ周辺の岩石を溶かしてドンドン取り込んで行っているのだと言う。

「ちくしょう、最悪だな。どうすれば良いんだ……」

　動きを止めようと必死でしがみ付く火竜たちだが、液状のマグマレディは意にも介かいさずにドロドロとすり抜ぬけて行く。

「コウよ……最悪なのはそれだけではなさそうじゃ……」

「え？」

　アリーシャはマグマレディが一直線に向かおうとしている方角を見つめて更に青くなっていた。

「あやつ……エクレアに向かっておる……。これでは封ふう印いんが解けるより前にエクレアは火の海じゃ！」

「マジかよ！　クソ!!」

　アリーシャの言う通り、マグマレディは確かにエクレアに歩を進めているように見える。

　しかし事ここに至ってしまうと俺に出来る事は無い。魔力の無い、家事スキルしか持っていない俺では……。ルーチェに言われた言葉が身に染しみる。

『貴方あなたが介かい入にゆう出来るのは家事スキルで出来る事まで』

　こうなってしまうと役立たずな自分に腹が立ってくる。

「姫ひめ様さま～!!」

　その時エクレアの方角から近付いて来る翼よく竜りゆうの一団が見えた。

　それは後で合流する予定だった紅あかき風の面々。アリーシャはハッとして自分の部隊の到とう着ちやくに気が付いた。

　その内初老の髭ひげ面づらの男が率そつ先せんして声を上げた。

「予定通り我ら『紅き風』翼竜部隊、一人の欠員も無く到着いたしましたが……あれは一体何なのですか？」

　驚きよう愕がくの様子で説明を求めるオッサン。

　アリーシャは背筋を伸のばして部隊に檄げきを飛ばした。

「副長！　大急ぎで国に戻もどり国民の避ひ難なん誘ゆう導どうを！　あれは紅焰石の暴走で生まれたマグマレディ。生半可な攻撃は効かんし、何より物理攻撃は効果が無い！」

「物理攻撃が効かない？」

　隊員の一人の呟つぶやきにアリーシャは頷うなずいてみせた。

「そんな怪かい物ぶつがエクレアに向かっておる。さすがにこんな巨体の化け物を目まの当たりにすれば頭の固い軍上層部とて納なつ得とくせざるを得まい。他ほかの者たちは国中からいるだけの水属性魔ま導どう士しを募つのるのじゃ！　一刻を争うぞ……それと」

　アリーシャは紅き風の部隊を見み渡わたして実にさわやかに笑った。

「わらわの独断に付き合ってくれたお主らに心から感謝する。軍法会議は免まぬかれそうにないが、祝勝会の酒代はわらわのオゴリじゃ！」

「「「「「「オオオオオオオ!!」」」」」」

　歓かん声せいと共に紅き風翼竜部隊は各おの々おのエクレア国内へと散って行った。

　その光景にキリカさんは口笛を鳴らした。

「さっすがエクレアの精せい鋭えい部隊紅き風。良い部下をお持ちですね」

　キリカさんの賛辞にアリーシャは苦く笑しようしてみせた。

「良い部下過ぎて困るがの……。奴やつらはわらわの為にあっさりと命を投げ捨て戦たたこうてくれる。じゃがわらわが奴らの為に命を捨てる事は許さん……そんな連中じゃ」

　何となく心の奥がチクリと痛んだ。

　まさしくその思いがアリーシャの胸には常に渦うず巻まいていたのだろう。

　戦場の英えい雄ゆうとして名を馳はせる彼女だ。部下が命を落とす事は一度や二度ではすまなかったのだろう。

　そんな思いがあったからだろうか？　彼女が生いけ贄にえとなりエクレアを守る未来はある意味必然だったのかもしれない。

　でも……やはりそんな未来はいただけない。

　どうせオゴリなら皆みんなで美味うまい酒を交かわしたいじゃないか！

「……オゴリには俺たちも含ふくまれるんだろうな？　王女様？」

　アリーシャは俺の言葉に一いつ瞬しゆんキョトンとするが、すぐにニヤッと笑ってみせた。

「無論じゃ。お主にはやって貰もらう事が今後もあるのじゃからな。紅き風の洗礼から逃にげられると思うでないぞ？」

「そうですね。コウさんはこれからエクレアをハコネにしなくてはなりませんから！」

　あんまり意味は分かっていないのだろうが、ティアは俺を励はげます為に言ってくれているのだろう。

　その気き遣づかいがちょっと嬉うれしい。

「確かにな……どうせなら温泉に浸つかって皆で宴えん会かいなんて……」

　その時、俺の中で一つ思い当たった。

　火山帯であるエクレア、そこで俺は何を計画していたか。

　ボルフィン火山からゆっくり歩を進めるマグマレディには物理攻こう撃げきが効かない。

　生半可な水みず魔ま法ほうでは効果が薄うすい……必要なのは膨ぼう大だいな量の水。

　いや、水でなくてもいいんだ。そもそも岩は百度程度で溶よう解かいはしない。

　俺は思い付きを長老カロンに聞く。

「長老！　源泉……いや、火の魔力で温められた水の魔力が強力な場所って無いか？　火か竜りゆうは魔力の認にん知ちに長たけているんだろ？」

『は？』

「コウさん？　何の事なんですかそれ？」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべる皆に俺は高々に宣言した。

「マグマレディを招待するんだよ！　エクレア温泉最初の客としてな！」




　　　　＊




　突とつ如じよボルフィン火山から姿を現した熔よう岩がんの巨きよ人じんはエクレア王国に衝しよう撃げきを与あたえた。

　人々は恐きよう怖ふし口々に『もしかして火竜たちの侵しん略りやく行こう為いか？』などと噂うわさが持ち上がったのだが、熔岩巨人の登場から迅じん速そくに行動していたエクレア王国特級翼竜部隊紅き風からもたらされた正確な情報に混乱は最小限に留とどめられていた。

「あの巨人は〝マグマレディ〟と呼こ称しよう。あれはボルフィン火山で火竜たちに守られていた紅焰石を持ち出そうとした者がいた為ために石の魔力が暴走した結果現れた怪物だ」

　紅き風副長の情報に人々は口々に不満を述べた。

「紅焰石って言ったら火竜たちの秘宝って言われてたあれか？」

「実在したのか……」

「そんな事はどうでも良い！　どこのどいつだ、俺たちの守護神から盗ぬすみを働いた不届き者は！」

　口々に窃せつ盗とう犯への罵ば倒とうを始めるエクレア国民。副長は良く通る声で伝える。

「皆の気持ちは私も理解出来るが落ち着くのだ。あのマグマレディは全身が熔岩の塊かたまりで、高温で全すべてを溶とかしてしまい物理攻撃は一いつ切さい通用しない。現在我ら紅き風の隊長アリーシャ王女が必死に足止めをして下さっている！」

　その情報に窃盗犯に対する怒いかりで騒ざわめいていた人々が静まり返った。

「ア……アリーシャ王女があの化け物と？」

「我々の為に……」

「そうだ！　王女のお心、無む駄だにしてはならない！　あの化け物に対たい抗こうできるのは水の魔ま法ほうのみ。使用できる魔ま導どう士しはついて来てくれ！　兵へい役えきでない者でも一向に構わない！　討とう伐ばつ後の給金は約束しよう。その他の者たちは兵士たちの誘ゆう導どうに従い早さつ急きゆうに避ひ難なんするのだ。グズグズするな！」







　王国内で避難勧かん告こくがなされ国民の避難が始まった頃ころ、大多数の国民とは違ちがった方向で慌あわてふためく連中がいた。

　それは魔ま導どう砲ほう開発を進め、侵しん略りやく戦争を推おし進める急進派である一部の軍上層部であった。

　エクレア城の一室でその連中は顔を青くしていた。

「紅焰石が暴走だと!?　何かの間違いではないのか？」

「そもそもその情報は信用に足るのか？」

「出所はアリーシャ王女率いる紅き風なのだろう？　王女は戦争に反対のようであったし、もしかすると何かの陰いん謀ぼうで……」

　自分たちのやっている事を棚たなに上げてアリーシャ王女を悪者に仕立てようとする軍上層部の面々。

　そんな事は絶対ないのは当事者の自分たちが一番分かるだろうに。

「だいたいワシは初めから反対だったのだ。火竜の秘宝に迂う闊かつに手を出すのは……」

「何を言う！　所しよ詮せん火竜の恩おん恵けいを受けているのは王女のみだと略りやく奪だつを指揮したのは貴公ではないか！」

　まさに醜みにくい争い、責任の擦なすり付け合いを繰くり広げている。

　国の為、部下の為に自ら火竜たちに頭を下げた王女とは雲うん泥でいの差である。

　そんな事をしている暇ひまは無いのに……。

　その時一人の男が他国から呼び寄せた学者、正確には西水神国経由で入国した魔導兵器国家出身の怪かい神しんの下もとへと訪おとずれていた。

「おい貴様！　あれは何だ！　一体これはどういう事だ!!」

　焦あせりの表情でまくし立てる男に怪神は涼すずしい顔で答える。

「どういう事……とはどういう事なのでしょうか？」

「あの巨人だ！　紅こう焰えん石せきの暴走だと国中に避難勧告が出ている！　魔力集積の核かくとしてあれを盗み出せと言ったのは貴様だぞ！」

　怒りを露あらわにする男に怪神は溜ため息いきを吐ついてみせた。

「おかしな事をおっしゃいますな。私は使えるかもしれないから持って来てくれないかと頼たのんだだけですよ？　アフターケアまで請うけ負った覚えはないのですが……」

「き……貴様……」

　怪神は窓の外に覗のぞくボルフィン火山からこっちに一直線に向かってくる巨人を目にしてケラケラと笑い出した。

「それにしても凄すごい宝石だったのは間違いなかったようですね。あの女性が言った通りでした。顔も名前も良く分かりませんでしたが……まあ些さ細さいな事です」

　使用人の服を着た女性、それは依い頼らい主の男も何故なぜか顔も名前も思い出せなかった。

「私の計算ではおそらくこの国は焼しよう失しつを免れませんね。まあ良かったではないですか。優ゆう秀しゆうな翼よく竜りゆう部隊が行動してくれたおかげで避難誘導が早急です。国民への被ひ害がいは少なくて済みそうですし……」

　怪神の言葉はどこまでも全てが他人ひと事ごとだった。

　いや、そもそも自分が傷付かなければ全てがどうでも良いのだ。

　依頼主の男はこの時〝二年後〟に知るはずだった事実を思い知った。

「貴様ああああ!!」

　依頼主はナイフを引き抜ぬいて怪神へと襲おそい掛かかった。

　だがあと一歩の所で全身を激しい電でん撃げきが襲った。

「グガ!!」

　全身に強きよう烈れつな衝撃を受けて倒たおれ伏ふす床ゆかには雷かみなりの魔ま法ほう陣じんが準備されていた。

「く……ぐぐ……おのれ……」

「残念ですが……やはり貴方あなたが背負うのは英雄の称しよう号ごうではなく、無能の汚お名めいのようですね」

「そして貴様が負うのは戦犯の罪状……かな？」

「は？……」

　その声は突とつ然ぜん背後から聞こえた。

「しかし……スゲェなアイツ。本当にこの人に張り付いていたらコイツの場所まで連れて来てくれたぞ。情報ソースはどこなんだか……」

「き、貴様は!?」

　銀ぎん髪ぱつの男の目が細く怪あやしく輝かがやく。長年追い求めた怪神を目の前にして。

「十年前エルモントとブリッツが戦争状態に陥おちいった元げん凶きようのマッドサイエンティスト。魔導兵器の怪神、この国にいる事までは摑つかんでいたが……まさかこの人と繫つながっていたとはな……」

「フン……だったらどうだと言うのだ若造」

　不敵に笑うと怪神は懐ふところから魔導具であろう錫しやく杖じようを取り出して構えた。

「見たところ大した魔力も無いようだし、このまま見み逃のがすのなら生かしてやっても……」

「何寝ねぼけた事言ってるかなこのオッサン。最近うちの国じゃ魔力至上主義は古いんだぜ？」

　銀髪の男が呆あきれて頭を搔かいた瞬しゆん間かん、怪神目掛けて四方八方から鎖くさりが飛んで来た。構えた錫杖も弾はじき飛ばされる。

「な、何!?」

「エルモント、ブリッツ両国から戦犯の指名手配を受けてもなお逃とう亡ぼうして来たテメー相手に、一人で来るとでも思ったのか？」

「お、おのれ！」

　鎖に巻かれて蓑みの虫むしのように転がった怪神はもがいて悪態を吐く。

「わ、私にはやらねばならない事がある！　誰だれよりも殺せ、何よりも破は壊かいできる魔導兵器を作り出す使命が!!　こんな所で……」

　勝手な事を言う蓑虫の眼前に一本の剣けんが突つき立った。驚きよう愕がくした怪神が見上げるとそこには見下ろす銀髪の男。影かげで表情が見えないのに眼光だけはギラリと光っている。

「ひ！」

「……そう、テメーにはやって貰もらう事が山のようにある。取りあえずエルモントとブリッツ両国の架かけ橋としてテメーを利用すれば、十年続いた冷戦を晴れて終わらせられる」

　その言葉の意味に思い至って怪神の全身から冷や汗あせが止まらなくなる。

「な、何をするつもりだ？　ま、まさか公開処しよ刑けい？」

「それも悪くないが……まあ心配しなさんな。エルモント王国の国王は処刑なんてしないさ」

　その言葉に一いつ瞬しゆん安心しかけた怪神だったが、次の言葉に息が止まった。

「先の戦争で王おう妃ひを亡くした国王だからな。間違いなく『死んだ方がマシ』な責め苦を味わわせてくれるだろうなぁ……」

「ヒィ!!」

　その言葉を聞いた瞬間『魔導兵器の怪神』とすら呼ばれた男は、全身あらゆる場所から垂れ流して気絶した。

「……あ～あ、汚きたないな。ったくよ～、こんな奴やつのせいで戦争が起こったなんてな……」

　鼻をつまんで呟つぶやくと鎖を投げた一人、この国に潜せん伏ぷくしていたメイドが言った。

「小心者が恐怖心から戦争を起こす……良くある話です」

「ま……そうかな？」

　銀髪の男は剣を鞘さやに収めて溜息を吐いた。

「さ、隊長。このバッチいのは我々に任せて……早く行って下さい」

「どこへだよ……」

「庭師の言葉じゃありませんけど……嫌きらわれたままで良いんですか？」

　メイドにニッコリとそう言われて銀髪の男は頭をかいて舌打ちをした。

「……聞いてやがったな」




　　　　＊




「全翼竜隊並びに魔導士諸君！　マグマレディの射程圏けん内ないには絶対入るな！」

　エクレア軍翼竜部隊の総数は約二百。そして同乗は一体の翼竜に二人が限度である。

　紅あかき風の呼び掛けに応こたえた水みず魔ま法ほうを使える者は多数いたのだが、翼竜の数を遥はるかに上回る結果になっていた。

　そこで、今まさにエクレア中から集まった水魔法を得意とする魔導士たちは未知なる体験をしていた。

　それは王女アリーシャにしか出来ないと思われていた特とく殊しゆな事態。隣りん国ごくの王女がエクレアに来た時にはその事で話題にもなった火か竜りゆうへの騎き乗じようを経験していた。

　水魔法が不得意な火竜たちとしては不承不承って感じなのだが、グランツよりも一回り大きい火竜に乗せられた十数人のエクレアの魔導士たちはテンションマックスだった。

「俺……俺今、火竜に乗ってる……。守護神様の背中に……」

「夢じゃないのね!!　私伝説のファイヤードラゴンと一いつ緒しよに空を……」

「運動神経が無かった事で諦あきらめた竜騎士の夢。こんな……こんな形で叶かなうなんて……魔導専せん攻こうで水魔法を選せん択たくして本当に良かった!!」

「帰ったら母ちゃんに自じ慢まんしねーと!!」

　実際乗せている火竜エリスさんは『そんな場合なのか？』と思ったらしいのだが、そんなに感激されると文字通り背中が痒かゆい思いで突っ込めなかったと後に語った。

　とにかくアリーシャ率いる翼竜隊の任務は避ひ難なん完かん了りようまでの時間稼かせぎ。まずは国民の安全が優先と考えた王女の判断だった。

　そして指揮を執とるアリーシャにはマグマレディについて気が付いた事があった。

「翼竜隊、火竜魔ま導どう士し混成部隊！　総員マグマレディの右足へ水魔法を照準、一いつ斉せい射しや撃げき……うてえええええええ!!」

　ドドドドドドドドドドドド！

　二百を超こえる水魔法の一斉攻こう撃げき、特に火竜たちの背中からの水魔法斉射は戦せん艦かんからの機き銃じゆう掃そう射しやのようでもある。

　マグマレディの右足付近からはモウモウと激しい水蒸気が立ち上り、蒸気が晴れた時には右足は真っ黒い岩石へと化していた。

　そして歩みを進めようと右足を上げようとした瞬間、地面に張り付いたように動かない右足がボキンという轟ごう音おんを立ててもげた。

　マグマレディがチラリと右足を気にして動きを止める。

「良し！　効果あり！」

「「「「「「うおおおおおおお!!」」」」」」

　アリーシャの言葉に盛り上がる翼竜部隊。

　しかしマグマレディはまるでブーツでも履はき直すようにもげた岩石に足を密着させる。そしてしばらくすると黒く変色した右足は再び紅あかい光を放って元の熔よう岩がんへと変わる。

「なんだよアレ……」

「あんなのどうしようもないんじゃ……」

　その光景に一瞬で盛り下がり弱気になる魔導士たち。

　だがアリーシャは笑いながら檄げきを飛ばす。

「見よ！　こやつは人の形を維い持じせんと歩く気は無いようじゃ！　皆みな忘れるな、我らの役目はこやつを打だ倒とうする事では無い！　国民を守る為ための時間稼ぎ、文字通りの足止めじゃ！　一瞬一時でも歩みが止まるならそれで良いのじゃ！」

　最前線で部隊を鼓こ舞ぶするアリーシャ。

　そんなアリーシャへとマグマレディの平手打ちが迫せまって来た。

「王女様！　危ない!!」

「何!?」

　しかしアリーシャの乗るグランツに平手が迫る前に、巨きよ大だいな物が遮さえぎって熔岩の平手自体が砕くだけ散った。

　巨大な火竜が立ち塞ふさがって守ってくれたのだ。

「恩に着るぞ！」

『気にしないで。守りは我ら火竜に任せて貴方たちは攻撃に専念して下さい』

　どうやらこの火竜は女性のようだな。

「アリーシャ！　状じよう況きようはどうなんだ!?」

「アリーシャ王女、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　俺たちはグランツと同じくらいの火竜に乗せて貰い彼女に合流する。

「お主ら！　見ての通りじゃ、こっちは時間稼ぎがせいぜいじゃよ」

「そのようですね……」

　魔導士たちの攻撃で今度は左足がもげる。しかしまたもげた箇か所しよをくっつけて熱量が戻もどると歩き始める。

「このままではいずれ魔導士たちの魔力が尽つきる。そうなればマグマレディを止める手立てはない……コウよ」

　アリーシャは切せつ羽ぱ詰つまった目でこっちを見た。

「お主の言う〝それ〟は本当にこの国に存在するのか？」

　存在を知らない物をあると言われてもピンとは来ないだろう。俺も火竜たちの探知能力が無ければこんな事思いもつかなかった。

　この世界の魔法だのを頼たよりに何か月も調査する事を考えていたのだから。

「あった。長老たちの魔力認にん識しきで場所の特定は出来た」

「本当か!!」

　アリーシャの顔が一気に輝く。

　だけど俺は苦い顔でエクレア王国とはズレた方向を指差した。

「……ただ、場所はあの辺……」

　俺が指示した方向では既すでに巨大な穴が大地に出来ていた。その中で火竜たちが必死で地面を搔き出しているのが見える。

　見た目はただの土遊びのようだが、何せ火竜たちの巨体でやっているのだから周辺の騒そう音おんは凄すさまじく、ここまでドン、ドンと掘ほり起こす度たびに轟音が聞こえて来る。

「……マグマレディの進行とは反対側……じゃの……」

　それが問題だった。

　足止めは何とか出来ていても方角を変える事は一度も出来ていないのだ。出来るとしたら巨体を持つ火竜たちだが、先刻承知の通り、摑もうとしてもドロドロした液体のせいで摑む事が出来ない。

　何とかあの場所にマグマレディを誘ゆう導どうしたいのだが、このままでは……。

　そうすると火竜から魔導士たちの奮戦をのぞき込んでいたティアが聞いた。

「それにしても……何故なぜ彼女は足で歩く事にこだわっているのでしょう？」

「ん？　どういう事？」

「だってコウさん。元々は熔岩の塊かたまりなのでしょう？　巨きよ人じんの形を取らなくてもそのまま熔岩の塊……それこそスライムのように進行すれば足止めされる事も無いのに……」

　……言われれば確かにそうだ。魔法の常識が無い俺には浮うかばない発想だが、そもそも人型を取る理由が無い。

「おそらくじゃが、それは媒ばい体たいになっとるのが人間じゃからじゃろうな……」

　俺たちの疑問にアリーシャが答えた。

「人間だから？」

「ああ、紅こう焰えん石せきを使用しとる者も無意識じゃろうが……本来人間は二足歩行、でなければ這はって動くしかない。軟なん体たいでドロドロと移動するスライムの動き方なぞ知らんじゃろう？」

　それはそうだ。俺だって実物を見たことがないスライムの動きなんて知らないが、たとえるなら六本足の昆こん虫ちゆうや八本足のタコが、どんな感じでどんな気分で歩いているかなんて想像もつかない。

　言っている最中に、水魔法で冷れい却きやくされた腕うでを肩かた口ぐちから火竜たちがへし折って地面に落とした。しかし反対の腕で拾い上げると切断面に密着させて再び人間の姿になる。

　俺はその行動に妙みようなものを感じる。

「……ティア？　最初にあのマグマレディ、頭がもげた時には足から吸収して再生したよな？　こうニョキニョキと……」

「……そうでしたね」

　俺の表現にちょっと嫌いやそうな顔を浮かべるティア。

「でも……今は落ちた腕を拾ったよな？　あれだって同じように吸収再生すれば良いと思うんだが……」

「それも元が人間である習性なのかも……」

　俺の疑問に後ろのキリカさんが答えた。

「あれも人間の習性？」

「頭に関するのは戦場で言うと落とされれば死、その後は無いから一般的な発想の外である再生を選んだ。でも腕や足の場合は落とされた時は取りあえず拾って繫つなげたくなる……」

　若じやつ干かん想像するとグロいが、まあ気持ちは理解できる……か。

　長年付き合ってきた手足を簡単に諦められる人間はいないだろう。

　既にマグマレディの大きさは火竜たちを遥かに上回り、旅りよ客かく機きクラスの火竜たちでさえ子供のように見える。遠近感がおかしくなる大きさだった。

「まてよ……」

　でも、人間としての習性が残っているのであれば……。

「どうかしましたか？　コウさん」

　思案する俺を不思議そうに見つめるティア。

　その顔を見て俺は思い出した。この作戦に使えそうな女性に嫌きらわれる非常にしつこいアイツの存在を。

「……そういや、今回持って来てたっけ……あれ？」

「コウさん？」

「ティア……お前にしか出来ない事があるんだが……」

　俺の言葉に今まで不安げだったティアの瞳ひとみがパッと輝かがやいた。

「何ですか！　何でも言って下さい!!」

　子犬が尻尾しつぽを振ふる姿がその時確かに見えた。







　俺はティアにある頼たのみ事をしてからグランツへと乗り換かえた。

「それでは行って来まああああああああああああ……」

　その瞬しゆん間かんジェットコースターのような急加速で、ティアとキリカさんを乗せた火か竜りゆうはエクレア王城を目指して飛んで行った。

　ティアの声がドップラー効果になっていたが聞かなかった事にしよう……。

　そうしているとマグマレディの動きに関係なく辺り一面に地鳴りと振しん動どうが起こり始める。

　誰だれもがその鳴動がボルフィン火山からである事は分かっていた。

『いよいよ太古の厄やく災さいが目覚めようとしている』

　グランツの呟つぶやきに一気に鳥とり肌はだが立った。

　チラリと西を見ると既に太陽は西の山に差し掛かかり始めている。長老の言った通りリミットは日にち没ぼつまでのようだ。

「コウよ！　そんな策略で本当に大丈夫なのか？　何やら博打ばくちのようじゃが……」

「しゃーねーだろ!?　他ほかに考え付かないし、使えるなら習性だろうが何だろうが利用しない手は無いだろ？」

　既に俺の思い付きは全翼よく竜りゆう部隊に伝えられた。最も早はや賽さいは投げられたのだ。

「分かっとるがの……作戦名がその……何と言うか……」

　困り顔で頭を搔かくアリーシャ。うん、言いたい事は重々分かる。

　ただ、どうしても良い名前が浮かばなかった。熟考している暇ひまもないし……。

「他に思い付いたのなら遠えん慮りよ無く変えてくれ！」

　アリーシャは一いつ瞬しゆんだけ考える素そ振ぶりを見せると溜ため息いきを吐ついた。

　……諦あきらめたようだな。

「総員！　作戦を決行する！　作戦名『セクシャルハラスメント』、かかれ～～！」

「「「「「「お……お……オオオオオオオオオオ!!」」」」」」

　何やら鬨ときの声に躊ちゆう躇ちよがあったが……気にしないでおこう……。

「総員右みぎ腕うでへ水魔法一いつ斉せい掃そう射しや、うてえええええええ！」

　アリーシャの号令と共に翼竜、火竜から魔導士たちの集中砲ほう火か……いや集中放水が開始される。途と中ちゆう何度かマグマレディが腕を振り回してくるが、サイズが旅客機並みに大きい火竜たちが盾たてになって攻撃隊を守る。

　今いま更さら気が付いた事だが、どうもマグマレディの動きは武術をやっている風には見えず、本当に手足を振り回す女性のよう。ぶっちゃけ素人しろうと臭くさい感じがする。

　そうこうしていると、真っ黒く変色して岩石となった右腕が轟ごう音おんと共に地に落ちた。

　当然マグマレディは左腕を伸のばして落ちた右腕を拾いにかかる。

　さあ……ハ嫌ラスがメンらトせの本番はここからだ。

「良し今だ！　第一ハラスメント！　火竜たち、腕を拾うのだ!!」

　アリーシャの指示通りに火竜たちは巨きよ大だいな腕を拾い上げる。

　その時、終始反応が無かったマグマレディが初めて焦あせったような反応を見せた。

『それ行け、取ってこ[image: ー][image: ー][image: ー]い！』

　そして火竜たちが岩石となった右腕を放ほうり投げると、マグマレディは明らかに方向を変えて追いかけ始めた。

「よっしゃ！　思った通りだ！」

「……まさか本当に効果があるとはのう」

　何となく複雑そうなアリーシャ王女……ってか呆あきれてる？

　マグマレディは地に落ちた右腕に追い付くと拾いにかかる。

　足元の大穴は気にもしないで……。

　マグマレディのその様子にアリーシャは気を取り直して檄げきを飛ばす。

「翼竜隊！　火竜魔ま導どう士し混成部隊！　マグマレディ周囲全方向包囲！」

　マグマレディが右腕を拾い上げ再び立ち上がるのと、アリーシャの指示で翼竜たちが上空全方向を包囲するのはほぼ同時だった。

「ゆくぞ！　第二ハラスメント！　奴やつをここから一歩も動かしてはならん！　全部隊魔導士諸君、魔力尽つきるまで水魔法一斉掃射!!」

「「「「「「うおおおおおおおおお[image: !!!!]」」」」」」

　ドドドドドドドドドドドドド……。

　全包ほう囲い網もうからの一いつ斉せい攻こう撃げき。着ちやく弾だんした水魔法は水蒸気となりマグマレディを包んだ。

　やがて水魔法の連射が一人二人と減り出して行く。

　そして大勢の魔導士の息切れが聞こえる中、水蒸気の中心でマグマレディは紅あかい体色に所々変色した、主に関節部分が黒い岩石の状態で立ち尽くしていた。

　狙ねらい通り一時的にだがマグマレディの動きを止める事に成功したのだ。

　だが、黒く変色した岩石部分は今まで通り徐じよ々じよに熱量を上げて紅い光を取り戻もどして行く。

　そして何事も無かったように真っ先に再生した右腕を振り回して来た。

「な……何だってんだ……」

「お……俺たちの……全魔力掃射でも……」

　肩かたで息いきをする魔導士たちはその状じよう況きように絶望感を覚える。

「全翼竜部隊、火竜魔導士混成部隊！　マグマレディの射程圏けん外がいへと退たい避ひせよ！　ご苦労じゃった、ゆっくり体を休めろ！」

「そ……そんな……王女はどうなさるのです！」

　力尽きた一人の魔導士がアリーシャに聞くとアリーシャは余よ裕ゆうなんて無くてもニヤリと笑ってみせた。

「レディへのハ嫌ラスがメンらトせは継けい続ぞく中じゃ。心配するでない」

　アリーシャの指示に翼竜部隊は一瞬の躊躇を見せたが、結局魔力が尽きては出番が無い事を悟さとった者たちは後退して行く。

　そんな翼竜たちと入れ違ちがいの形で高速の飛行物体が帰って来た。

　空中で急加速からの急停止なんて器用な事をする火竜に乗ったティアは吹ふっ飛ばされそうになってキリカさんに腕を摑つかまれた。

「ちょっと！　もう少し加減してよ。落っこちたらどうするのよ！」

「ひいいいいいん……」

　目を回して半泣きのティアは片腕に風ふ呂ろ敷しきに包んだ一ひと抱かかえ程ほどの物体を持っていた。

　若干蠢うごめいている風呂敷にアリーシャは眉まゆをヒクつかせる。

「……そいつが……言うとった例のアレか？」

「もしかするとコイツがエクレアの名産品になるかもよ？」

　俺がグランツからティアたちの乗る火竜へと乗り換えつつそう言うと、アリーシャは微び妙みような顔で答える。

「……何とか作物と言える程〝扱あつかい良く〟して欲しいぞ？」

「善処致いたします。なあ所長？」

「はひ～～～」

　頭をポンと叩たたくとティアの口から頼たよりない声が漏もれた。

「ダイチ、まずいわよ。もうすぐ彼女の休きゆう憩けい時間が終わるわ」

　キリカさんの言う通り、もう間もなくマグマレディの体色は全すべて紅い光を取り戻そうとしている。

「……仕方がない。ティア、準備は良いか？　ティア!?」

「はい～～～～」

　目を回したティアの手から淡あわいグリーンの光が風呂敷へと流れ込んで行く様子が見えた。

　それを確かく認にんしたキリカさんがギョッとして風呂敷をひったくった。

「バカ！　こんなところでコイツが発芽したら……」

　慌あわててマグマレディ目掛けて風呂敷をブン投げると、落下する風呂敷の中から漏れる淡いグリーンの光が地面へと消えて行った。

　そして……光が見えなくなった瞬間、巨大な蔓つるが地面から発生した。

　不気味なくらい伸びる蔓は一気に手近な絡からみやすい物体、マグマレディへと巻き付いて行く。

　植物とマグマなのだから当初は燃やされて絡みつけなかったのに、後から後から絡みついてくる蔓の増ぞう殖しよく力にマグマレディの熱処理が追い付かず、ついにはマグマレディの動きを完全に止めてみせた。

「わははは！　どうだ、メイドさんたちに嫌われ度ナンバーワンの失敗作イモの威い力りよくは……コイツはしつこいぞ！」

　メイドさんたちから不人気ナンバーワン、でも味は悪くないので今回エクレアに持って来ていた失敗作のイモ。まさかこんな感じで役に立つとは……。

　何となく見た目が嫌いやがる女性に絡みついているようで……ちょっとアレだけど。

　見るとキリカさんとアリーシャは難しい顔をしている。

「……何か罪悪感を感じるわね」

「うむ……少々な……作戦名がはまり過ぎている事に複雑な気分じゃのう」

「んな事言っても仕方ないでしょうが……」

　しかしそんな事を言っていられたのも束つかの間。

　マグマレディに直接蔓が触ふれている部分はシュウシュウと蒸気を上げていると思うと、次の瞬間一気に燃え上がって腕うでを拘こう束そくした蔓の一部がブチッと切れた。

　そうなると後は自由になった手を蔓に当てて〝内と外〟から焼き切って行く。

「だああ！　やっぱりマグマに植物で対たい抗こうできる訳ねーか！」

「やっぱりセクハラは滅ほろびるべき犯罪なのよね……」

「言ってる場合か！　あれが最後のハ嫌ラスがメンらトせなんだぞ！」

　俺の言葉に「うっ」と言葉を詰つまらせるアリーシャ。

「魔力の切れた魔導士たちは限界、既すでに後方に下がらせた……あのセクハラが本当に最後の頼たのみの綱つな……」

　言っているうちに全ての蔓が消し炭となって燃もえ尽きた。

　同時に今まで感情らしきものを感じなかったマグマレディがこっちを睨にらんだ気がした。

「あ……やべ……」

　その途と端たんにヒステリックになった乙女おとめの如ごとく、マグマレディは両りよう腕うでを振ふり回し始めた。

「ご乱心じゃ！　グランツ緊きん急きゆう回かい避ひ！」

　熔よう岩がんに触れても火竜は何ともないが、乗ってる俺たちはそうは行かない。

　二体の火竜は急旋せん回かいでかわしてくれてるが、火竜の背中に乗った俺たちは振り落とされないように必死でしがみつく。

「みゃあああああ!!」

　転げ落ちそうになったティアを俺とキリカさんが摑んだ。

「ダイチ！　絶対に離はなすな！　後でおごってあげるから！」

「言われんでも誰だれが離すか！」

　しかし強がってみたものの、縦じゆう横おう無む尽じんにかかるＧは半はん端ぱではない。

　航空ショーなんか出来る連中はどこかおかしいんではないのか？

　そんな余計な事を考えていると、マグマレディの手が俺たちの乗る火か竜りゆうの直ちよく撃げきコースに入っていた。

「やべぇ！　ぶつかる!!」

「みゃああああ！」

「く、ダイチ！　死んでも離すな！」

　そう言うとキリカさんは背中にしょっていた槍やりを手に、錐きり揉もみ旋回中の火竜の上に立ち上がった。

「キリカ！　危ない!!」

　ティアの叫さけびを他所よそにキリカさんは全風属性魔力を槍に集中、そして暴風をまとった得物を直撃寸前のマグマレディの手の平に投げ放った。

「いけええ！　嵐槍ストームスピア!!」

　一直線に放たれた槍は泥どろ沼ぬまに突つっ込んだような音を立てて、マグマレディの手の平に大穴を作り出した。直撃寸前だった俺たちはその大穴を潜くぐって事無きを得る。

　しかし不安定な上空でそんな事をしたキリカさんは当然のごとく空中へと投げ出された。

「キリカ！」

「キリカさん！　スカイダッシュを！」

　俺たちの声が聞こえたのか、キリカさんは何とか空中で体勢を立て直そうとする……が、またもやマグマレディの手が襲おそい掛かかる。

　今度は投げ出されたキリカさんを目掛けて。

「キリカさん危ない！　下から！」

「いやあああ!!　キリカ!!」

　火竜がキリカさんを拾おうと急旋回をする。だが、場所が遠すぎる。

　どうあがいても間に合わない！

　熔岩の塊かたまりに直撃したら人間の体なんて骨すら残らない。

　万ばん事じ休す、俺もティアも最悪の結果を予想した。

　だがその時、一体の翼よく竜りゆうがマグマレディの直撃コースに割り込んで投げ出されたキリカさんを掠かすめ取った。

「あ、あれは！」

「あ……」

　その竜りゆう騎き士しはエクレアの鎧よろいを着込み、更さらに鉄仮面を被かぶっていて表情が分からないが、キリカさんの手をがっちりと摑んでいた。

　竜騎士はそのまま俺たちの乗る火竜へと横付けして、そのままキリカさんを降ろした。

「すまない、恩に着る。エクレアの騎士殿どの」

「あ、ありがとうございます！　キリカ、良かった……良かった」

「…………」

　礼を述べるキリカさんと泣き付くティアに、竜騎士は苦にが笑わらいで手を挙げた。

「！　貴方あなた、その腕!!」

　その腕を見たキリカさんが驚きよう愕がくの声を上げる。

　さっき掠め取った時につけられたのか、竜騎士の腕が一部焼やけ爛ただれている。

　キリカさんが申し訳なさそうに何か言おうとするが、竜騎士は慌てた様子で後方を示した。

　マグマレディの追つい撃げきは終わっていない。再び高熱の巨きよ体たいが近付いて来る。

「この！　紳しん士しへ礼を述べる時間すらくれないようね！」

　セクハラを受けた女子の怒いかりは未いまだ健在のようだ。めちゃくちゃに振り回す手足が辺り一帯を高温の地じ獄ごくへと変えて行く。
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「長老さ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]ん！　まだなのかよ!!」

　俺が絶望的に叫んだその時だった。

　地面から何やら振しん動どうと共に地鳴りのような音が聞こえ始めていた。

「な、何じゃ？　まさかボルフィン火山の封ふう印いんがもう!?」

　旋回しながらもアリーシャは火山を見るがそうではない。明らかにさっきから鳴動を繰くり返していた火山の音とは異質な音。

　遠くで鳴り響ひびいているのではなく、向こうから近付いて来る〝水音〟。

　突とつ然ぜんの音と振動にマグマレディさえもがキョロキョロし始める。

「来た……」

　皆みなが状じよう況きようを理解できていない中、俺だけはこの音の正体を知っていた。

　実物を見た事があった訳ではないのだが、知識では知っている地面から噴ふき上がるもの。

　俺は嬉き々きとして叫んだ。

「アリーシャ、長老たちがやってくれたんだ！　全力で退たい避ひだ！　水蒸気に巻かれたら火傷やけどじゃ済まないぞ！」

「お、おお分かった！　グランツ行くぞ!!」

「こっちもよろしく頼む！」

「エクレアの竜騎士殿、貴方も早く！」

　俺たちの言葉に二体の火竜、そして竜騎士は一つ頷うなずいて反転、マグマレディの正面から高速で退避する。

　俺たちの行動を不思議に思ったようで、マグマレディが一いつ瞬しゆん追いかけようとしたその時、足元から大量の熱湯が噴き上がった。

　ジュワアアアアアアアアアアア！

　まともにそれを浴びたマグマレディの全身から熱したフライパンに水をブチ込んだような音が響いた。それはまるでマグマレディの悲鳴のよう。

　同時に辺り一面に水蒸気が広がる。

　後方で膨ふくらんで行く水蒸気の雲にこっちの世界の連中が目を丸くしていた。

「凄すごい……こんなものが……我が国エクレアに……」

　特にアリーシャは驚おどろきを通り越こして笑っている。

「これが……お前の言う源泉という奴やつなのか？」

「ここまで凄いとは思ってなかったけどね……」

　激しい水蒸気が晴れた時、そこには巨きよ大だいな黒い女性の像が立っていた。

　幾いくら無む尽じん蔵ぞうな熱量を発する紅こう焰えん石せきでもこの豊富な湯量には熱処理が追い付かなかったようだ。丁度胸の辺りに紅あかい光が灯ともっているのがここからでも見える。

「アリーシャ隊長！　最後の仕上げだぞ！」

　俺が敢あえて隊長と呼ぶと、アリーシャはニヤリと笑ってみせた。

「任せておけい！　行くぞグランツ、突とつ撃げきじゃ!!」

「ゴオオオオオオオオ!!」

　相棒の号令に応こたえる火竜グランツ。

　アリーシャを乗せて急発進した火竜は一いち条じようの炎ほのおの矢と化した。

　そしてエクレア中に王女の雄お叫たけびがこだまする……。

「必殺！　火竜豪ごう炎えん超ちよう高こう速そく錐きり揉もみ重力落としいいいい!!」

　高速でスピンした火竜グランツは号令通りのドロップキックを岩石と化したマグマレディの胸むな元もとに見み舞まう。

　轟ごう音おんと共にマグマレディの胸が貫つらぬかれた。

「……お調子者はグランツも一いつ緒しよか。飼い主っていうかお友達の影えい響きようかな……」

「ですね……」

　隣となりでティアが乱れまくった髪かみも直さずに「アハハー」と笑っていた。







　〝それ〟は待っていた。

　太古の昔、火竜と人間に封ふうじられてから幾いく星せい霜そう、ずっとずっとこの時を待っていた。

　忌いま々いましくも自分を封じる紅い宝玉が自分の頭上から無くなる日を。

　〝それ〟は歓かん喜きした。

　ついに出られるのだ。

　ついに地上へと這はい上がり、全すべてを滅ほろぼす事が出来るのだ。

　自分の憎ぞう悪おに染まった黒き炎で、全てを消し炭にしてやるのだ。

　〝それ〟は火山の奥底から這い上がり、見えだした空の青色にほくそ笑えんだ。

　もうすぐだ……もうすぐで手が届く……。

　しかしその時、見上げた空に割り込んで来た存在に〝それ〟は絶望感を覚えた。

　見み据すえる紅い竜は火竜、火竜に乗った女が手にするのは忌々しくも恐おそろしい紅焰石。

　そして紅い髪を靡なびかせた女は……遥はるか太古に自分を封じた者と瓜うり二ふたつだった。

　またしても……邪じや魔まをするのか！

　〝それ〟は声無き声を上げた。







「永遠に眠ねむれ！　太古の厄やく災さい!!」

　不気味な鳴動を続けるボルフィン火山の火口部へ上空からアリーシャが紅焰石を投げ入れた瞬しゆん間かん、ボルフィン火山火口部から激しく神こう々ごうしい光が立ち上った。

　光にアリーシャとグランツが照らされる中、ボルフィン火山の鳴動は治まって行く。

　その神々しい光景はまさに神の如ごとき光景。エクレア全土からその光景を目まの当たりにした人々は口々に言った。

　焰の国の不死鳥『エクレア・フェニックス』と。




　　　　＊




　結局エクレアの軍をも巻き込んだ大事件となってしまった今回だが、独断専行で行動した紅あかき風翼竜部隊の面々に処しよ罰ばつは無かった。

　まあ当然と言えば当然。紅き風の活かつ躍やくが無ければ今いま頃ごろ王国は火の海だったし、何より原因は軍上層部による紅焰石盗とう難なんなのだから。

　アリーシャたちを処断する事は軍の極ごく秘ひ作戦を露ろ見けんさせる事に繫つながる。

　ほぼ全てのエクレア国民が目の当たりにした大事件で救国の立役者を糾きゆう弾だんするのはあらゆる面でまずいだろう。

　ただ実行犯として動いていた翼竜部隊の面々、特にヨシュアとペローの二人は「自分たちをぜひ処断してくれ」と嘆たん願がんしていたのだが、アリーシャが突つっぱねていた。

「お主らを今回動かしたのは軍上層部。そやつらとて国が栄さかえておればこんな愚ぐ行こうを思い付かんかったはずじゃ。国が栄えておらん責は我ら王族にある……」

　アリーシャはニッと笑って言った。

「貴様ら……わらわを処断するつもりか？」

　言われた兵士たちの目は完全に心しん酔すいした者のそれだった。

　こうやって彼女の為ために命をなげうつ仲間たちが増えて行くんだろうね……。

　彼女には不本意だろうけど。

　事件の概がい要ようは結局『盗とう賊ぞくに盗ぬすまれた紅焰石の暴走』として落ち着いた。

　そして同時に紅焰石の正確な情報はエクレア国に正確に伝えられた。二度と同じことが無いように『紅焰石は封印の鍵かぎ』『火か竜りゆうたちは封印を守り続ける真の守護神である』など。

　そして今回アリーシャ率いる紅き風が翼竜隊と魔ま導どう士したち、更に火竜たちの協力の下もとに太古の厄災を再封印した事にエクレア国民は歓喜した。

　避ひ難なんから戻もどった国民たちは凱がい旋せんする紅き風翼竜部隊をパレードの如く迎むかえ入れた。

「さすが俺たちの王女様だ!!」

「『紅き風』万歳！　アリーシャ王女万歳!!」

「キャ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]！　結けつ婚こんして[image: ー][image: ー][image: ー]!!」

　口々に褒ほめ称たたえる国民に笑顔で手を振ふり応えるアリーシャ。その様はやはり一国の王女様である。

　ただアリーシャとしては一緒に凱旋して欲しかったらしいのだが、エルモント王国第三王女ティアリスさんが「ダメです！　ムリです！　そんなのいけません！　エクレア王国王女の偉い業ぎように私などが同どう伴はんして良いはずないです!!」とパニックを起こしたせいで辞退と相成りました。

　ほんっと何とかならんかね……あの卑ひ屈くつ王女は。

　まあ俺は俺で用事があったので都合が良かった。

「さて……と」

　パレードが窓から見える宿屋の一室。

　俺はそこのベッドに横たわる一人の女性へと目を向けた。

　元々着ていた使用人服から清潔な寝ね間ま着き姿に変わった女性は少々衰すい弱じやくした様子があるが、表情からは強い意志と優やさしげな雰ふん囲い気きが感じられる。

　それは決して存在感の無いものではなかった。

「もう大だい丈じよう夫ぶなんですか？　ラナリアさん……」

「……はい」

　アリーシャの侍じ女じよラナリアさんはか細い声で申し訳なさそうに言う。

　マグマレディ討とう伐ばつ時、紅焰石を持っていたのは彼女だった。

　その事実にアリーシャはショックを受けていたのだが、後々ラナリアさんからここ最近の記き憶おく、エルモント訪問からの記憶が途と切ぎれている事を聞いた。

　その事でアリーシャはここ最近の存在感の希き薄はくさとの関連性からラナリアさんが何者かに操あやつられていたとの結論に至ったのだ。

　時期的に犯人は『太古の厄災』なのではないかと……。

　ただ俺は彼女の言葉に疑問を感じていた。

　操られていたのは本当だろう。誰だれが操っていたかは今はどうでも良い。

　でも彼女の表情から自分と同種の罪悪感を感じるのだ。

「ラナリアさん、お聞きしたいのですが……貴方あなたは本当に操られていた時の記憶が全く無いのですか？」

　俺の言葉にラナリアさんの表情があからさまに変わった。それだけでもう自供しているようなものである。

　本来彼女はアリーシャの侍女。幼少期から世話役をしていた彼女はアリーシャの趣しゆ味み嗜し好こうから性格に至るまで熟知している。

　だからこそ言わない。言えばアリーシャが傷付く事はおそらく死んでも言わない。

「……心配いりませんよ。俺もアリーシャ王女には絶対に漏もらしません。男が女を泣かせて良いのは感動させた時ってのが家訓ですから……」

　警けい戒かいの眼まな差ざしで見つめていたラナリアさんだったが、やがて視線を外して息を吐はいた。

「そう……ですか……ご存じなのですね。兵器開発の依い頼らい主、黒幕が一体誰なのか……」

「……はい」

　ハッキリ言って今回の自分の行動、アカシックレコードを教えられている者としては最低の０点だ。

　俺は今回二年の時間設定を甘く見て、知り合いのアリーシャ王女のつてで気長にやろうと思っていたのだが、それがそもそもの間ま違ちがいだった。

　黒幕の正体を知っていながら後回しにしてしまったのだから。

「同じ秘密、同じ罪悪感を抱かかえる者同士、お願いがあるのですが……」

　侍女ラナリアさんは強い意思を宿した瞳ひとみで頷うなずいた。

「……私に出来る事でしたら」




　　　　＊




　祝勝会と称しようした大だい宴えん会かいは城の大ホールを使って夜を徹てつして行われる事になった。

　有言実行、アリーシャは今回の作戦に参加した全部隊、並びに民間からの協力者たちにも祝い酒を振ふる舞まった。

「今夜の酒宴は全てわらわのオゴリじゃ！　存分に飲んで騒さわぐが良い！　畏かしこまる必要は無い、無礼講じゃ！　敵前逃とう亡ぼうは許さんぞ!!」

「「「「「ウオオオオオオオ!!」」」」」

　何と言うか男前なアリーシャの乾かん杯ぱいの音おん頭どにあれだけ疲ひ弊へいしていた連中が歓喜の雄叫びを上げる。

　……どこにそんな元気があるんだか。

　宴会で出される数々の料理は最近メキメキと腕うでを上げているメイド長アリスさんの指導の下もと作られていた。

　流れで俺も手伝ったのだが、俺が『家庭の味』と思った料理はエクレアの兵士たちには感動を与あたえたようで口々に「美味うまい！　さすがは王国の料理人！」「こんな美味い物は食った事がねえ!!」などと褒め称えてくれる。

　……それ普ふ通つうのから揚あげなんだけど？

　そして恐ろしい事にエルモントの酒しゆ豪ごうキリカさんとエクレア王国第一王女のアリーシャが意気投合を果たしてから酒宴は狂きよう乱らんへと変へん貌ぼうして行った。

「貴様！　王女の酒が飲めんと言うか、許さん！」

「そうだぞう～。敵前逃亡は重罪だぞ～！　罰ばつとして飲め！　罰じゃなくても飲め！」

　非常にたちの悪い絡からみ酒、オマケにこいつら酒に強いから始末が悪い。

　捕つかまった兵士たちは次々に潰つぶされて行く……。

　俺は困り顔で遠巻きに状じよう況きようを見ていたティアを伴ともなって宴会場から脱だつ出しゆつを果たした。

　なんか後ろから「コラー！　庭師はどこ行った！」「ティアリス！　わらわと勝負じゃ、妹の座を賭かけて！」などと聞こえてくるけど無視しておく。

「……なんか凄すごいですね。私キリカと肩かたを並べる酒豪は初めて見ました」

「絡み酒は良く見るけど……どっちも仲間が出来た気分なのかな？」

　酒飲みは常に仲間を欲ほつしている。大たい抵ていキリカさんの絡み酒は愚ぐ痴ちが多くなる部類だが、今回は実に楽しそうだ。

「……ところでコウさん。どちらへ向かわれるのですか？」

「……ちょっと野や暮ぼ用でね」

　俺たちが渡わたり廊ろう下かに差し掛かかった時、石造りの柱の陰かげから一人の女性がスッと現れた。

「!?　貴方あなたは……ラナリアさん？」

　ティアの言う通り、現れたのは使用人の服を着たラナリアさん。表情はまだ少々衰弱気味ではあるが顔には気力が漲みなぎっている。

「お待ちしておりました。ティアリス王女、ダイチ殿どの……」

　ラナリアさんの言葉にティアが不安そうに俺の顔を覗のぞき込んだ。

「コウさん……」

「行こうぜ。これから会う人物はお前も会うべきだと思うからな……」







　そこはエクレア王城の最上階、この国でも最重要人物が許可した者しか立ち入る事の出来ない一室。俺たちはそんな部屋にラナリアさんの案内で入室を果たしていた。

　一応彼女に身体検査は受けた上でではある。

　ティアは戸と惑まどいの表情だったのだが、これから会う人物の事を考えれば当然の処置だ。

　部屋の中は薄うす暗ぐらく、燭しよく台だいには魔ま力りよくの光が蠟ろう燭そくのように揺ゆらめいていた。

「誰じゃ……」

　魔力の光に照らされそこに佇たたずむ人物は娘むすめと同じ赤毛、初老に差し掛かった程ほどの男性だった。ただ娘に比べると覇は気きが一いつ切さい感じられない。

　何もかもどうでも良いとでもいうような表情だった。

「エクレア王……」

　ティアにはその人物に見覚えがあった。

　入国の際にティアは王国の親善大使として国王に対面していたから。

　エクレア王国国王、アリーシャの実の父親であるカルトス・エモニエ２世その人である。

「夜分遅おそくに失礼いたします。国王様、俺は……」

「……知っておる。エルモントの姫ひめ君ぎみと庭師じゃろう」

　娘と同じ公く家げっぽい話し方で国王は言った。直接会ったティアだけでなく俺の事まで知っている事に少々驚おどろいた。

「……よく他国の者がこのワシの私室へ入れたな」

「ラナリアさんに手配して頂きました。彼女としては操られていた自分へのケジメと罪つみ滅ほろぼしのようですが……」

「……なるほどな、そういう事か。貴様は知っている側か……」

「……はい」

　そう言うと国王は乾かわいた笑い声を漏らした。

　どうやらこの場で付いて行けていないのはティアのみで、オロオロと俺と国王を見る。

「……あの者が〝何か〟に操られていた事は先刻聞いた。紅こう焰えん石せきの情報と一いつ緒しよにの……。ワシもそうだったら……どれ程良かったか……」

「あ……あのコウさん。一体どういう事なんですか？」

　堪たまりかねたティアが俺の袖そでをくいくい引っ張って来た。

「兵器開発を推おし進め、他国への侵しん略りやく戦争を目指し、挙句の果てに火か竜りゆうたちが守り続ける紅焰石の盗とう難なんを画策したのはこのオッサン。アリーシャの親父おやじさんだったんだよ」

「は？」

　ティアは呆あつ気けにとられて俺と国王を交こう互ごに見て叫さけんだ。

「ええええ～～～!!　だって……そんな……アリーシャ王女のお父様が？　戦争行こう為いを嫌きらう事から慈じ愛あい王とすら言われる貴方が……何で？」

「フ……慈愛王……か」

　目を伏ふせて話す男からは国王の威い厳げんすら感じられない。ただただ疲つかれ果てた男の姿がそこにはあった。

「お主らには分からんじゃろうな……。慈愛王、その称しよう号ごうそのものがワシに対する一種の蔑べつ称しようでしかないという事が」

「べ……蔑称？」

「…………」

「ワシには生まれ付いて戦いの才が無かった。武術に秀ひいでず、魔力は人並み、戦場に出たところで役にも立たんお荷物よ」

　エクレア国王の言葉にティアの表情が歪ゆがんだ。王族で戦いの才が無いコンプレックス、それは彼女にとって手に取るように分かる感情。

「慈愛王とはその実、戦いのお荷物が戦場を怖こわがって避さけようとしている臆おく病びよう者の称号にすぎん。国民の誰もが分かっておる事実じゃ……」

「そ……そんな……」

「じゃが……ワシは国が栄さかえるのならば、国民が幸福であればそれで良いと思っておった。臆病な国王と言われようとも……じゃが！」

　国王は拳こぶしをきつく握にぎりしめて吐き出す。

「あの日……娘が傷付いた火竜を連れ帰った日から……ワシは心で渦うず巻まいた黒い思いを消す事が出来んかった……」

「黒い……思い？」

「……家臣の誰だれが言うたのかはもう分からん。じゃが確かに言うたのじゃ、『さすがは偉い大だいなる初代エクレア王の実孫ですね』とな」

　国王はクククと笑う。薄うす明あかりに照らされたその表情には狂きよう気きが滲にじんでいた。

「この国エクレアにとって娘は……アリーシャは初代の孫であって、ワシの娘ではないのだそうじゃ！」

　最も早はやどこも見ていない目で両手を広げるエクレア王。

「鉱山の枯こ渇かつが始まった時、ワシは焦あせりに焦った。このままでは国を傾かたむけた無能な二代目になる。火竜を駆かる優ゆう秀しゆうな娘の無能な父親となってしまう！　何とかせねば……と」

「その……選せん択たく肢しが他国への侵略だと言われるのですか？」

　窘たしなめるのではなく、悲しい目付きで言うティアに国王は吠ほえた。

「結局そうではないか！　先代も娘も戦場で武ぶ勲くんを立て英えい雄ゆうと呼ばれた！　戦乱を制した時にこそ初めて名君と呼ばれるは自明の理ではないか！」

　どこまでも空くう虚きよで乾いた笑いを続ける国王。しかし限界とばかりに簡素な椅い子すへともたれ掛かかった。

「じゃが……やはり国民は正しかった。ワシは無能な二代目で無能な父でしかない。娘やお主らが止めてくれねばワシはこの国を亡ほろぼしておったのじゃからな……」

「エクレア王……」

「さあエルモントの王女よ。このワシを、無能な国王たるワシをアリーシャと共に糾きゆう弾だんせよ。そして共に処断を果たし互たがいの国交の礎いしずえとするのじゃ……」

「な！　何を言われるのですエクレア王！　そんな……」

　エクレアの王女アリーシャとエルモントの王女ティアリスが協力して無能な為い政せい者しやを追い落としたとなれば、二か国間の結束はより深くなる。

　つまり国王はこう言っているのだ、『国の為ために自分を殺せ』と。

「さあ！　エルモントの王女よ！　この無能の使い道などもう他ほかに……」

　いい加減……聞いてられないな。

　俺は項うな垂だれている国王、いや〝オッサン〟の前に立つと、しょぼくれたその顔面を思いっきりブン殴なぐった。

「グア！」

　俺は更さらに奇き声せいを上げて椅子から転げ落ちたオッサンの胸むなぐらを摑つかんで無理やり立たせる。

「コ……コウさん……」

　ティアも驚いた様子ではあるものの窘める感じは無い。彼女もこのオッサンの戯たわ言ごとに我が慢まんの限界だったのだろう。

「……何を……いたす……どうせなら首を落とせ」

「やかましい！　娘の、アリーシャの気持ちも知らずに勝手な事をグチャグチャとのたまいやがって！」

「な……に？」

　俺の言葉に国王の顔に少しだけ生気が戻もどった。

「何であの娘こが戦争の反対派なのか考えた事はあるのか!?　何でエルモントに依い頼らいなんかして俺たちを呼び寄せたのか分かんねーのかよ！」

　ガクガク揺すられる国王には全く思い当たらないようで目を丸くしている。

　このダメ親父は……。







　俺は視察の時、何となくアリーシャに聞いたのだ。

　今考えると無む茶ちや苦く茶ちや失礼な問い掛けだったのだが……。

「だけど……正直アンタがこんな平和路線、国内の生産を模も索さくするなんて事を推すい進しんするとは思わなかった。荒あら事ごとの方を好みそうなのに……」

　俺の超ちよう失礼な物言いにアリーシャは苦く笑しようしながら言った。

「確かにの。わらわのみでは思いもせんかったじゃろうな……。でも国王なら、父上ならば絶対にこうお考えになるじゃろうからな……」

「……エクレア王が？」

「ああ。わらわが戦場に立つようになってからは父上には何度迷めい惑わくをお掛けした事か。戦乱が長引けば、今わらわが生きておらん戦場など何度もあった」

　その眼めには疑いなど一切持っていない、ただただ笑え顔がおのアリーシャがそこにはいた。

「戦乱を、そして国民が傷つく事、疲ひ弊へいする事を何よりも嫌い、国民の為に尽じん力りよくなさるのが慈愛王たる父上なのじゃ」

　アリーシャは照れ笑いしながら頭を搔かいてみせた。

「申し訳ないがの……本当は炎ほのおの女王ジュリアお姉様より尊敬しておるんじゃよ……」

　この娘、基本は鋭するどいのに自分が崇すう拝はいする者にはとことん鈍にぶい。

　俺は正直この時のアリーシャの笑顔を痛ましくて見ていられなかった。

　尊敬し、崇拝する親父こそが黒幕だなんて誰が言えるか……。







「う……噓うそだ……。娘は……アリーシャは火竜を駆る英雄。ワシの事など……」

　数日前の出来事を伝えた途と端たん、国王の体から力が抜ぬけた。

　そんな国王をティアは痛ましいものでも見るように言った。

「……本当ですエクレア王。ここ数日で何度もアリーシャ王女からお聞きしました。『わらわの夢は父を超こえる国王となる事じゃ』と……」

「そんな……そんな……」

「だいたい……あの娘のしゃべり口調は誰をマネたんだよ？　尊敬してない奴やつだったらあんなキャラ付けする訳ないだろーが」

　それが決定的だったのだろうか。国王は床ゆかに倒たおれ伏して嗚お咽えつを漏もらし始めた。

「そんな……アリーシャが……ワシは……ワシは一体何をしておったのじゃ……」

　後こう悔かいと自責の念が涙なみだと共に零こぼれ落ちる。

　自分が本当に見るべきで見えていなかった事。

　見失ってはいけなかったアリーシャの存在。

　エクレア王はその事実をようやく思い出せたようだ。

「……泣くのはここだけにしときなよ。せめて娘むすめの前では格好付けてくれよ？　親父さん」




　泣なき崩くずれる国王を残して俺とティアは部屋を後にした。

　帰り際ぎわ国王とは一つだけ約束を取り付けた。

　それは今回の犯人は誰だったかを互いに語らない事。罪悪感を感じようと何であろうと娘に自分が犯人であった事は伏せろと厳命したのだった。

　知らなくても良いなら知る必要は無い。正直俺もティアもアリーシャが落ち込む姿は見たくもなかったから……。

　星明かりが青白く照らすボルフィン火山が渡わたり廊ろう下かからよく見える。

　そんな中、俺とティアは並んで歩いていた。

「コウさん……コウさんが何故なぜ私もこの場に連れて来たのか……分かった気がします」

「……ん？」

　青白い光に照らされるティアの顔は悲しげな憂うれいに満ちていた。

「エクレア王は……未来の私なのかもしれません。妬ねたみの感情で全すべてが見えなくなり一番近くの大切な事を見失う」

　ティアは魔ま力りよく不足で役立たずと言われて来た自分と照らし合わせているのだろう。

「エクレア王のあの姿は、私には鏡のように思えました……」

　俺は手を頭の後ろに組んで言う。

「お前だけじゃないよ」

「え？」

「人を妬んだり恨うらんだり、そんな感情は大なり小なり視界を狭せまくするもんだしな。似たような経験なら俺にも山のようにあるし……」

　俺の言葉が意外だったのかティアが目を丸くして聞いて来る。

「……コウさんもあるのですか？　そんな事……」

　思い付くだけでもキリが無く、耳から火が出そうな程ほど恥はずかしい記き憶おくが駆け巡めぐる。

「……めっちゃ恥ずかしいから絶対に教えないぞ」

「え～～～」

　冗じよう談だんめかして聞きたがりの顔をするティア。そんなもの欲しそうな顔をしてもダメです。

「ま、事件は結構大事だったけど、犠ぎ牲せい者しやが一人もいなかったんだ。エクレア王としてもここで留とどまれて良かったって事だろ？」

「……そう、ですね」

　実際良かったどころの話ではないのだ。

　本来国王には最悪に悲ひ惨さんな未来が待っていた。

　自分の愚ぐ行こうで自分が命を落とすならまだ良い。自分の愚行のせいで『娘が生いけ贄にえになる』最低な、後悔なんて言葉では生なま温ぬるい悲惨な未来が……。

　そんな未来を迎むかえる前に後悔出来るのはある意味幸運な事だ。

　先に後悔出来たのだから『前ぜん悔かい』とでも言えば良いのかな？

「コウさん、明日も頑がん張ばりましょうね。私、今やっている事の重要性が初めて分かった気がします」

　決意を新たにするティアの顔には闘とう志しが漲みなぎっていた。

　この娘の未来、血けつ風ぷう戦せん姫きになる未来……それは何回の『前悔』を繰くり返せば回かい避ひできるのかは分からない。

　でも……最後までお付き合いしましょうかね。

　俺は何よりティアの悲劇が大だい嫌きらいだから。

「ハイハイ、お供しますよ。所長さん」




　　　　＊




　怪け我がの功名なんて言葉があるけれど、今回はその言葉を本当に実感できる。

　何しろ発はつ掘くつに時間がかかると思っていた温泉が火か竜りゆうたちの協力の下もと、今現在エクレアにほど近い場所からコンコンと湧わき上がっているのだから。

　豊富な湯量はとどまる事無く、異世界初の温泉が実現可能となったのだ。

　実を言うとこっちの世界に来てから湯船に浸つかる事が恋こいしかった俺は、早さつ速そく簡単に石を積んで露ろ天てん風ぶ呂ろを造り上げた。

　一応男女別に衝つい立たてを作ってはみたが、やはりティアたち女性陣じんにはまだまだ抵てい抗こうがあるようで、俺は今一人で異世界初の温泉に浸かっていた。

　久しぶりに入る温泉は格別で、全身から色々な毒素が溶とけ出して行くかのよう。

「うい～～～～、やっぱ日本人はこうじゃなきゃ。足が伸のばせる風呂は良いね～」

「本当にね」

「……ん？」

　俺の独り言に返事が返って来た。

　そこには温泉に浸かる一人の幼女。条例的に色々まずい格好でそこにいるのは幼女体型の月明かりの女め神がみ、ルーチェだった。

「……嬢じようちゃん、何か色々言いたい事はあるんだけど……一つ良いか？」

「何？」

「……タオルは湯に浸けない」

「……ゴメンなさい」

　ルーチェはタオルを絞しぼってから頭の上に載のせた。……素す直なおでよろしい。

　相変わらずこうしていると単なる幼女にしか見えないな。

「それにしてもテルギルギウスで温泉に入れるとはね……さすがオカン」

「オカン言うな。それにこんなのオカンのスキルとは関係無いだろ」

　俺的には今回の産物は全部偶ぐう然ぜんだ。たまたま見つけた物がたまたま使えたに過ぎない。

　まったりとするルーチェは露天から見えるボルフィン火山と共に視界に入って来る黒い物に眉まゆを顰ひそめた。

「ところでさ。アレは何とかなんないの？」

「……アレか」

　実はその事については俺たちの中でも議題に挙がっている。

　そびえ立つ巨きよ大だいで立派な女性の像の存在。マグマレディの成れの果ての処しよ遇ぐうについてだ。

　元々は熔よう岩がんの塊かたまりだったが、温泉の噴ふん出しゆつですっかり冷え固まり、アリーシャとグランツが勢い良く綺き麗れいにみぞおち部分のみをぶち抜いた結果、見事な姿態を晒さらしているのだ。

　温泉を浴びた時に抵抗したのか若じやつ干かん色っぽい格好で。

　エクレア内では現在この像の処遇について議論が繰り返されている。それは〝折せつ角かくだからエクレアのシンボルにしてしまおうか〟と言うもの。

　実は国内で反対しているのはこの像の元になってしまったラナリアさんだけで、繰り返される議論の内容は女性像の名前だったりする。

「……マグマレディじゃダメなの？」

「それも一つの候補なんだけどな。思い切ってアリーシャが『もうラナリアでよかろう』って言ったけど……当のラナリアさんが泣いて頼たのんでたから却きやつ下かになった」

　第一の温泉客になったって感じでネーミングは悪くないと思うけどね。

「それはそうと……今回はゴメン。色々後手に回り過ぎたわ」

「……何だ？　らしくないな。そっちから謝って来るなんて」

　からかい半分でそう言うとルーチェは膨ふくれてみせた。

「何よ、迷めい惑わくかけたなーと思ったから言ってあげてるのに!!」

　ルーチェはそう言うと、湯に浸かりながらスィ～ッとゆっくり移動を始める。

「泳ぐなよ？」

「分かってるわよ」

　そう言って幼女は水みず魔ま法ほうの魔ま導どう具ぐに近付いて水を足し始めた。どうやら幼女には熱かったようであるな。

「今回、私が伝えた情報よりも早く事件が起こったでしょ？」

「ああ……正直紅こう焰えん石せきが盗ぬすまれるって情報には肝きもが冷えたぞ？」

「私もアカシックレコードの未来が二年飛んでいる事を発見して、慌あわてて貴方あなたに知らせようとしたの……でもこっちの世界に渡る為ためのゲートが封ふう鎖さされてたのよ」

「封鎖？　検問があんの？」

　一いつ瞬しゆんでルーチェたち神々が渋じゆう滞たいを起こしているシーンが浮うかぶ。

「違ちがう違う、イメージ的には穴を蜘蛛くもの巣が塞ふさいでるみたいな感じ。解除には時間がかかるから慌てて何とか声だけは飛ばせたんだけど……」

「ああ……あの時のは、そういう……」

　ボルフィン火山で聞こえた『油断するな』の声を思い出して俺は手を打った。

「でも、何でゲートに妨ぼう害がいが？」

　俺の質問にルーチェは途と端たんに難しい顔になった。

「……神々の中にはね、アカシックレコードに対する二つの立場があるの」

「二つの立場？」

「アカシックレコードは運命の記録。悲劇の未来を極力避さける為に最小限度接せつ触しよくを図はかる神々を『改編者』、そして運命は変えるべきでないと考える『司書』……私は前者に当たる神ね」

「……つまりルーチェにとっては敵に当たるのか？　その司書って奴やつは？」

　何の気無しに聞き返すとルーチェは首を振ふった。

「ん～ん、そうとも言えない。変えない方が結果的に良い未来だったら私は司書だっただろうし、司書でもアドバイスをくれる先せん輩ぱいだっているし……それに神々は自分の担当世界以外には介かい入にゆう出来ないのよ」

　ルーチェが言うには、以前に聞いた彼女が直接この世界に関かかわる事が出来ないのと同様に、他世界の神々はこの世界に侵しん入にゆうが出来ないんだそうだ。

　……つまりこの世界に侵入出来てこうして温泉に浸かれる神はルーチェのみ。

「でも……全く介入出来ない訳じゃないのよ……」

「……だと思ったよ。この前まえ振ふりならな」

「聞きたいんだけど……今回の事件が起こる前後で急に感情の起き伏ふくが激しかったりした人物がいなかった？　急に怒おこったり暗くなったり……」

「喜き怒ど哀あい楽らくって事？」

「そう、他世界の神々が介入する時は適性のある人間を見み出いだして感情に取り付くのよ。ただ取り付いた感情が増ぞう幅ふくされるから近しい人間には『最近何かあったのかな』って感じられるのよね」

　ルーチェの言葉に当てはまるかは分からない、感情の起伏とは正反対な気がするが、事件前後で印象が変わった人物など一人しか考え付かない。

「アリーシャ王女の侍じ女じよラナリアさんだな。事件後に元に戻もどったらしいけど、自分が操あやつられていたって自覚はあったらしい……」

「やっぱり!!　どんな感じだったの？　その侍女さん」

「……幼少期からの世話役で教育係でもあった人らしいけど、付き合いの長いアリーシャが目の前にいるのに見失う程ほど『存在感が無かった』って。実際俺も会ったけど、その時は顔が全然印象に残らなかったな」

　俺がそう言った時、ルーチェの頭からタオルが湯の中に落ちた。

「あ！　コラ、タオルを……」

　しかし俺の言葉は耳に入っていないようで、ルーチェは顔を真っ青にして呟つぶやいた。

「闇やみ渡わたりだ……」

「闇渡り？　さっき言ってた『改編者』や『司書』とは違うのか？」

「違う！　司書はあくまで何もしない事を選んだ神々。改編者は悲劇を回かい避ひしてより良い未来を目指す神々……でも闇渡りは……より悪い未来を好む、神の称しよう号ごう」

「より……悪い未来？」

　真しん剣けんなルーチェの言葉に非常に嫌いやな雰ふん囲い気きを感じた。

「滅ほろびの物語を最も好み、最悪の結末を望む。悲劇の血けつ涙るいこそが最も美しいと言って憚はばからない最悪に悪あく趣しゆ味みな女神……人間の『虚きよ無む』に取り付くのはあいつしか」

「失礼な娘むすめですね。この世界の女神は……」

「「[image: !!!!]」」

　その言葉はさっきまで何にも無いと思い込んでいた所から掛かかった。

　いつの間にかそこにいたのは多分エクレアの市民、若い町娘だと思う。ただなぜ多分なのかと言うと……その町娘の顔に存在感が全く感じられなかったから。

「お初にお目にかかります救世主様。此こ度たびはエクレア王国救出、並びにアリーシャ王女の死の未来の回避、誠まことにおめでとうございます」

　スカートをたくし上げてそう言う町娘、いや今はルーチェの言う『闇渡り』なのか？　いずれにしても俺は今までここまで感情のこもっていない無感動な言葉を初めて聞いた。

「……それはどうも。俺はコウ・ダイチといいます。お名前をお聞きしてもよろしいでしょうか？」

　努めて平静を装うが、装えている気は全然しない。

　殺される類たぐいの恐きよう怖ふではない。何か話すはずのない石像か何かが喋しやべるのを目まの当たりにしたような恐怖を感じて。

「名乗り上げ痛み入りますが……私の事など見習い女神に倣ならって闇渡りで結構ですよ？」

「……何の用？　貴方の担当世界はココじゃないでしょ？」

　忌いま々いましげに言うルーチェに闇渡りはクスリと笑った。

　現実感の無い笑いに温泉に浸つかっているのに背筋が寒くなる。

「幾いくら未熟な貴方でも知っているでしょう？　私が受け持った世界はもう無いの」

「もう……無い？」

「ええ、お見せしたかったです。アカシックレコードではあと百億年の年月を約束された世界が私の活かつ躍やくで崩ほう壊かいして行く美しい光景を」

　恍こう惚こつと語る顔も分からない闇渡り。なるほど、ルーチェの言う通り確かに趣味が悪い。

「未熟なその女神にはまだ分からないようですが、私から一つヒントを差し上げましょう」

「ヒント……だと？」

　闇渡りは笑いながらルーチェを見てから実に楽しそうに言った。

「滅びの信しん託たく、滅びの特異点、それはアカシックレコードの真実、変えようの無い呪のろい。此度も美しい血涙が見られそうですね……」

　そう言いながら町娘は倒たおれ伏ふした。非常に純じゆん朴ぼくそうな顔で目を瞑つぶって……。

























「湯ゆ煙けむりの国……最高の癒いやしを貴方あなたに……ん～～～？」

「やはりエクレアの真骨頂は焰ほのおと火か竜りゆうを象しよう徴ちようする紅色。一目でエクレア王国と分かるインパクトが欲しいのう」

「でも紅の色合いは行き過ぎると戦いのイメージですよね。癒しを求める場所には不向きなのでは？」

「赤系だからってそうとは限らないんじゃないか？　落葉だって赤く染まるし」

　俺たちは火竜グランツの背に乗り、今後のエクレア観光地化計画に向けてキャッチフレーズを考え議論していた。

　今俺たちが飛んでいるのはエクレア国内の上空。眼下で行われているエクレアの観光地化計画を確かく認にんしている真っ最中なのだ。

　あの事件の直後、エクレア国王カルトス・エモニエ２世よりエクレア国内に『略りやく奪だつ目的の侵しん略りやく行こう為い全面禁止』と『エルモント王国との友好同盟の締てい結けつ』が発表された。

　それは紛まぎれもない軍事行動への抑よく制せい、そして新兵器の開発撤てつ廃ぱいを意味していた。

　当然軍上層部や貴族連中からの批判が予想されたのだが、大半の国民の予想に反して抵てい抗こう意見は〝なぜか〟どこからも上がらなかった。

　つまり、その事でエルモントの未来への懸け念ねん、『魔ま導どう砲ほう開発』が潰ついえた事を意味していた。

「ティアリス王女、コウ、父上がやってくださった！　やはり慈じ愛あい王はやる時はやってくださる！」

　侵略戦争反対派のアリーシャが、号令のあったその日の内に喜び勇んで俺たちに自じ慢まんしたのは言うまでもない。知らぬが仏とはこの事。

　紅焰石の失敗が元で起きた今回の事件は、そのまま魔導砲開発の危険をも露ろ呈ていさせる結果になったようで……要するに推すい進しん派は国が滅ぶかもしれないリスクにビビッたのだ。

　そうなると最も早はや財政難解決に真っ先に提示できるのはアリーシャ王女が進めていた観光地化計画しかない訳で……観光地化計画は今や国家主導の一大プロジェクトになっていた。

　観光地化計画を現在主導しているのは、なんと国王。

　俺たちの観光地化計画を知ったその日から、精力的に部下を引き連れて街中を走り回っている。

「どうじゃ？　こちらの高台にも水路は届きそうか？」

「……大だい丈じよう夫ぶなようです。しかし何故なぜこの場所にこだわるのですか？」

「バカ者。ここはボルフィン火山だけでなく、夕方の焰ほのおの町並みを一望出来る場所じゃ。それをあの温泉に浸かりながら眺ながめる……使わん手はないじゃろ？」

「な……なるほど……」

　女性陣じんが躊ちゆう躇ちよしていた温泉だが、国王は真っ先に自分で試ためして大層気に入ったらしい。

「次は向こうじゃ。低地にあるあの辺は景色が見え難にくい分、料金設定を安くするのじゃ！　客によってはそちらを好む者もおるじゃろ」

「おお……確かに!!」

　上空にいるのに生き生きとした国王の声がココまで聞こえて来る。

　俺が殴なぐった晩のいじけたオッサンとは雲うん泥でいの差だ。

「アリーシャの親父おやじさん、本当は客商売の方が向いてんじゃねーの？　言ってる事が完全に商売人だぞ？」

　実際ここ数日の国王の活躍は目覚ましく、寝しん食しよくを忘れて飛び回る国王に部下たちが付いて行くのがやっとだとか。

　俺も俺で温泉宿には欠かせない調理の仕方の指導なんかもやっているのだが、気が付いたら料理人の中に国王がいてビックリする事があった。

　俺の言葉にアリーシャが苦く笑しようを浮うかべた。

「そう言われると喜んで良いのかのう？　元々戦乱を嫌きらう父上じゃからな。戦乱とは縁えん遠どおい作業をなさるのが楽しくて仕方ないのかもしれん。今まで無理をしておられたのじゃろうかな……」

　そう、本来エクレア国王は悪い人間じゃない。娘むすめに嫉しつ妬としてしまった事だって元を辿たどれば〝国を守らなくてはならない〟という責任感からだろう。

　そして嬉き々きとして働く国王の他ほかにもう一つ、この国にとって劇的な変化があった。

　その変化はグランツよりも遥はるかに巨きよ大だいな体を翻ひるがえして横付けして来た。

　巨大な背中にはエクレアの観光地化の為ために使われる予定の資材が大量に載のせられている。

「カロン殿どの、精が出るのう」

　アリーシャが火竜に向けてそう言うと火竜はグランツの何倍も巨大な口を開いた。

『どうした四人とも……仕事はサボりか？』

「失敬な！　わらわたちは全体指揮の傍かたわらキャッチコピーを考えておってだな……」

『ハハハ冗じよう談だんだ。本日の積荷はこいつで最後だから……後で飯でも共にどうだ？』

　火竜は器用にウインクしてそう言う。前から思っていたが、この長老ワリとノリが軽いんだよな……。

「よかろう。他の連中にも伝えてたもれ」

『承知した』

　そう言うと火竜は右に旋せん回かいして反対側の山さん岳がく付近へと降りて行った。

「さすが長老さん。あんなに沢たく山さんの資材を載せて軽々と」

　グランツから下を覗のぞき込み呟つぶやくティアにアリーシャも笑った。

「この前までは考えもせんかったのう……。火竜と〝業務契けい約やく〟をするなど……」







　話は数日前の事。

　俺は観光地化計画の一番の懸念材料であった交通機関についての解決策を思い付いた。

　翼よく竜りゆうよりも大勢乗れて風馬馬車よりも乗り心地ごこちが良く、山岳地帯でも移動が可能で、何より速くて安全な移動手段。ようは火竜たちにトラックやバスの代わりをやって貰もらえないかと思ったのだ。

　このアイディアは国王のみならずアリーシャにも「無理じゃと思うぞ？　火竜たちは総じてプライドが高い。わらわがグランツと共におれるのは偶ぐう然ぜんの結果じゃ」などと言われてしまったのだ。

　しかし駄だ目め元もとで再び俺はボルフィン火山を訪おとずれて火竜たちにアイディアを伝えたのだ。

「商売の話になるから報ほう酬しゆうは要相談だけど、ある程度ははずませて貰いますぜ？」

　なんて俺が言った辺りで火竜たちはその巨きよ体たいを震ふるわせて大笑いを始めた。

　また火山から何か出てくるんじゃないかと思わせる程辺りを振しん動どうさせて。

『ワハハハハ!!　有史以来人は我らを恐おそれるか、さもなくば使し役えきしようとするか二つに一つだった』

『対等な「友」を望むのはアリーシャ王女だけだったがな……』

『まさか対等な「商売」を持ちかける人間がいるとはねぇ』

「え？」

　急に自分の名前を呼ばれてビックリするアリーシャ。

　アリーシャ自身はグランツと友人となる事を選んだ。つまりは『対等』を望んだ結果現在も彼女の隣となりにいるのだろう。

『ククク……良かろう、エルモントの庭師よ……』

「は？」「え？」

　呆あつ気けにとられる王女二人を他所よそに火竜の長老カロンは確かにイエスと言った。

『お前の言う商売、乗ろうではないか。その程度の事で良ければ我ら火竜にとって造作もない事』

「本当か！　恩に着るぜ長老！」

　俺は巨大すぎる長老のつま先を摑つかんで握あく手しゆをした。

「まさか……火竜たちが了りよう承しようした？　プライドが高い火竜たちが人間との交こう渉しように……」

「コ……コウさん。貴方、今自分が何をしたか……分かってます？」

　未いまだに目を丸くして驚きよう愕がくする王女たち。俺そんなに凄すごい事をしただろうか？

「いや？　プライドが高いのは当然でしょ？　能力がある人にはそれなりの対価を支し払はらわないと商売にならないだろうし……」

　俺がそう言うとティアがハッとした表情になった。







「能力のある人に対する礼、それは当たり前の事なのに種族が違ちがうだけで行動する事が難しくなる。言葉が通じるのにままならないものです」

「本当じゃの。千年も続く魔族と人間の確かく執しつ、東と西に分かれる程ほどの諍いさかいとて、そんな当たり前の心構えさえあれば無かったのかもしれんの……」

　火竜と人間が協力し合って観光地の建設に勤いそしむ光景を見ながら、王女二人は自身に言い聞かせるようにそんな事を言う。

　眼下に広がるそんな光景、それを当たり前にする。

　それこそが俺に課せられた最終目標なのだろうか？

「……明日、帰国なのじゃな」

「え、ええ……」

　そう寂さびしそうに呟くアリーシャにティアも寂しげに返した。

「此こ度たびはすまなかった。エクレアの事情でお主たちを呼んでおいて、あのような危険に巻き込んでしまった」

　上空から見える巨大な女性像を見つめて言うアリーシャ。

　結局あの元マグマレディはエクレアのシンボルにされる事になり、現在表面に彫ちよう刻こくが施ほどこされている最中。命いのち綱づなを付けて作業する職人たちは像に群がる蟻ありんこのようだ。

　元になったラナリアさんの『全ぜん裸らだけは勘かん弁べんして下さい！』との嘆たん願がんにより、体にタオルを巻いた風に修しゆう繕ぜんされているのだが……むしろ色っぽくならんか？

　申し訳なさそうなアリーシャの手を握にぎってティアは微笑ほほえんだ。

「何をおっしゃいますかアリーシャ王女。前は私が助けていただきました。今回は私の番ですし、何よりお友達を助けるのに理由は要いりません。私はしたかったからやった、それだけです」

　ティアの言葉は昔ククールさんが言った台詞せりふらしい。キリカさんは不意に目を逸そらした。

　アリーシャは顔を逸らして赤くなった。

「……まったく、友と言うてくれるならいい加減王女も止やめんか？　わらわの事はアリーシャで良い」

「え！　そ……それは……」

　アリーシャ的には俺と同じようにティアにも呼び捨てにして貰いたいらしいな。

　ただ、根本的にティアにとっては呼び捨てはハードルが高いのだろう。俺も彼女が呼び捨てで呼んでいるのはキリカさんしか知らない。

　呼べと言われてもいきなり呼ぶのは抵抗があるらしく、オロオロとしてから俺を見た。

　……だから、俺に振ふるんじゃない。

「コ、コウさ～ん……」

「あ～も～、呼び捨てが抵抗あるならちゃん付けで良いんじゃねーの？」

「え？」「は!?」

　王女二人の目が同時に点になった。今回この光景をよく見るな……。

「もう〝ティアちゃん〟〝アーちゃん〟で……ってどうした？」

　聞いた瞬しゆん間かん、アリーシャが耳まで真っ赤になった。

「バ、バカ者！　そ、そんなちゃん付けで呼び合うなど……」

　そう言って否定にかかるアリーシャ。戦場畑に慣れきった彼女にはそんな女子同士なノリが苦手なんだろうか？

　しかしティアは更さらに両手をがっしりと握った。

「よろしいんですか!?　そうお呼びしても!!」

　勢い込むティアの目がキラキラと輝かがやいていた。

「私ずっと憧あこがれてたんです。女の子同士でそう呼び合うの！　キリカとは余りに付き合いが長いので今更でしたし……」

　横でキリカさんが「ま～ね～」と苦笑いをした。

「私の事はどう呼ばれてもかまいません。でも、私は貴方あなたをアーちゃんってお呼びしたいです……」

「あ……いや……あの……」

「ダメですか？」

　笑え顔がおから一転悲しそうに目がキラキラ……自身の羞しゆう恥ち心しんと格かく闘とうする事しばし……エクレアの王女は目を逸らして敗北した。

　うん、アレには勝てないな……。

「す……好きにするが良い……ティアちゃん」

「ありがとうございます！　アーちゃん！」

　いつの間にか足元の火か竜りゆうが振動していた。どうやらグランツも笑いを堪こらえるのに必死のようである。




　　　　＊




「魔ま導どう兵器の怪かい神しんは早朝エルモントに向けて護送されました。ブリッツへの報告も同時に並へい行こうして行われております」

「……そうか、とりあえずは一安心か。お前は引き続きエクレアの潜せん入にゆうを頼たのむ」

「了りよう解かいです。本日は洗せん濯たく日和びよりですから……」

　エクレア王城の陰かげで交かわされる会話、それは騎き士しとメイドが交わす内容としては違い和わ感かんのあるものだった。

　城じよう壁へきにもたれかかっていた騎士はメイドさんがいなくなったのを見計らってから呟いた。

「……何か用か？　庭師殿どの」

「おわ！　バレてた？　さすが本職……」

　俺が頭を搔かきつつ姿を現すと、騎士姿のククールさんは腕うで組ぐみして小さく息を吐はいた。

「ついでに言うと、さっきのメイドも気が付いていたぞ？　君だと分かっていたから会話を続けていたんだからな……」

　そう言うククールさんの腕には包帯が巻かれていた。それがいつどこで出来たのか……想像するまでもない。今回帰国時にこの人は同行しない事になっていた。

『役立たずの気まぐれに振り回されたくない』なんて最低な理由をつけて、またキリカさんの不興を買っていたが、実際は火傷やけどから自分の役割が露ろ見けんするのを防ぐ為ためだろう。

「良いんですか？　あのままじゃキリカさんの中で貴方は最低の男のままですよ？」

　俺の言葉にククールさんは深い溜ため息いきを吐ついた。

「ただの庭師じゃないとは思っていたが、何なんだ君は？　何をどこまで知っている？」

「少なくともアンタがダチの為に影かげと悪役を演じている事くらいは……」

「…………」

　ククールさんが以前言っていたように王城内部では役立たずで与くみし易やすいとティアを利用しようとする敵は多い。そんな王城内部の敵の情報を逸いち早はやく摑む為に裏切り者を演じる事を、守る人から嫌きらわれる側を選んだ国王直属隠おん密みつ諜ちよう報ほう部隊隊長。

　それこそがこの人の本当の姿だ。

　ルーチェから良い情報としてこの事を聞かされた時、俺は思わず『浪花なにわ節ぶしかい!!』と叫さけんでしまった。

「紅こう焰えん石せき盗とう難なんの時ついて行かなかったのも、事情があったんでしょ？」

　俺の言葉にククールさんはガリガリと頭を搔くと、観念したように言う。

「……十年前に起こったエルモントとブリッツの戦争、その戦争を実質引き起こした魔導学者がこの国に侵しん入にゆうした情報は摑んでいたんだ。ただ誰だれと繫つながっているかが分からなかったが、まさか国王と繫がっていたとはな……」

　今回ククールさんがエクレア訪問に付いて来た裏の理由はそれらしい。

「盗難の作戦が実行されれば動きがあると踏ふんでいたが、君が『国王が黒幕だ』と教えてくれなければ奴やつを逃にがしていたかもしれない……」

　正直俺は魔ま導どう砲ほう開発の怪神とやらの事は知らなかった。ただ黒幕の一人を教えただけだったのだが、どうやらそれが功を奏したようである。

「事前に情報をくれたのも、窮きゆう地ちのキリカさんを仮面を着けて助けたのも、アンタの仕し業わざだと知ったら。そもそもティアの敵に回っていたのが実はティアを守る為のブラフだったと知れば……キリカさん、泣いて喜ぶんじゃないすか？」

「分かってないねぇ。アイツはこの事を知ったら怒おこってぶん殴なぐってくる女だぞ？　『何一人で格好付けてんの！』ってな。その後三日は徹てつ飲のみコースだな……」

「あ～確かにそうかも……」

　ククールさんはそう言って真しん剣けんな目になる。

「……ティアを守るのはキリカの悲願。でも直情的なアイツにこの役は向かない。適材適所って奴さ。アイツが俺を軽けい蔑べつすればする程王宮のゲスどもには隠かくれ蓑みのになるし……」

　それだけで彼が言いたい事は分かった。つまり『ティアを守る為にこの事は口外するな』って事だろう。

「……分かってます。ティアにもキリカさんにも、俺から言うのは無ぶ粋すいって事くらい」

「すまない……」

　本当は言ってやりたい。言って幼おさな馴な染じみ同士の確執を取り除いてやりたい。

　引ひっ叩ぱたいたキリカさんが漏もらした『ダチを助けるのに理由は要いらない』、その事をこの人が片時も忘れていない事を。

　だけど……本人がそう言うからにはまだ時じ期き尚しよう早そうなのだろう。

「ま、でも正直君には期待しているんだ」

「は？　何をですか」

　急に軽い口調になったククールさんに間の抜ぬけた返事をしてしまう。

「ティアを陰から守る必要が無くなった時、その時こそキリカの徹飲みに付き合ってやれる時だと思うからな」

　そう言うとククールさんは踵きびすを返して背を向け歩き出した。

　片手をヒラヒラと挙げて……。

「それまでは……君がアイツの愚ぐ痴ちに付き合ってやってくれ。庭師さん……」

「キリカさんの絡からみ酒、超ちよう面めん倒どう臭くさいんだけど……」

「ハハハ……よ～く知ってる」

　顔も見せずに笑いながらククールさんは去って行った。

　それにしても皆みんなして魔ま力りよくも無い俺に軽く言ってくれるものだ。

　王女を助けろだの、世界を救えだの、期待しているだの……銀足のオカンでしかない俺に一体何をけしかけているんだか……。

　そんな事を考えながら城門前まで歩くと、そこに一人のメイドさんがキョロキョロ辺りを見回して……っていうかティアだった。

「あ、コウさんどこ行ってらしたんですか？　もう出発するそうですよ」

　どうやら俺を捜さがしに来てくれたらしい。それは有あり難がたいのだが……。

「それは良いけど、そっちこそ何故なぜメイド服を？」

　似合ってはいるけど、どう考えても王女がこれから帰国する格好ではない。来る時も王女の格好ではなかったが、これはどうしても目立つだろうに。

　俺の心情を察してか、ティアは照れ笑いで答える。

「この格好が一番落ち着くんですよ。先ほどなどエクレアのメイドさんたちと一いつ緒しよにベッドメーキングをしてましたし……」

　えへへと笑ってみせるこの娘こは王女だ。しかも一国のお姫ひめ様さまだ。

　にも拘かかわらず他国のメイドに交じって仕事が出来るくらい王族のオーラがないらしい。

　でもそんな事を自じ慢まん気げに言う……何だかな～。

　俺は不意にティアの右みぎ頰ほほを摘つまんでみた。

　痛くないように優やさしく……予想通りのふにゃっとした感かん触しよく。

「ふぇ？　コウさん？」

　不思議そうに見返すティア。俺も何故こんな事をしているのか良く分からない。

　でも、そこにいるティアという女の子に触ふれてみたくなったのだ……何となく。

　確かに彼女はここにいるのだ。

　メイド服と笑顔の似合う俺の、いや俺たちのティアは確かに今ここにいる。

　王国の滅めつ亡ぼうも、隣りん国ごくとの国政も、キリカさんとククールさんの仲なか違たがいも全すべてが〝あの未来〟に繫がるのなら……何とかしないとな。

　目の前にいるこのティアがいなくなるのは……やはり嫌いやだ。

　誰の為でもない。俺は俺の為に、自分の我を通す目的でティアの未来を変えるんだ。

「む？」

　そう決意していると、ティアも俺の頰を摘まんで来た。

「お返しです……」

　ニッコリ笑うティアの手は小さくて、そして温かかった。
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　あとがき







　この度たびは『異界の軍師の救国奇譚フエアリーテイル』２巻をお買い上げ頂き誠まことにありがとうございます。

　前作を購こう読どく頂いた皆みな様さまはお久しぶりです、そして今回初めての方々は初めまして、語かたり部べマサユキです。

　ここからは若じやつ干かんネタバレを含ふくみますので『粗あら筋すじ先読み派』の方はご注意下さい。

　さて、今回は最も早はやライトノベル業界では鉄板、王道とも言われる『水着回』と双そう璧へきを成す『温泉回』です。今作を書き上げるにあたり、私は自分の脳内に住まう大だい地ち耕こう君と幾いく度どとなく対談を交かわしました。




私「やはり温泉回なのだから女性陣じん、特にヒロインの入浴は必要不可欠でしょう！　何とかティアリス王女にも入浴して頂けるよう説得してもらえませんか？」

耕「……言いたい事は重々理解できます。ですが……どうしても……あの娘こは温泉に入ってくれないんです……」

私「そんな！　温泉回でヒロインが……。どうしても無理なんですか!?」

耕「あんまり言うと悲しい目で見つめられるんです。あれは軽けい蔑べつされるよりもキツイ……罪悪感で腹を切りたくなってくるから……」

私「くそ……なんという事だ……。並み居る美少女たちを脱ぬがしてきた先せん駆く者（先せん輩ぱい作家）たちは、やはり化け物なのか!?」




　そんな訳で今回入浴に成功したのは一人のみでした。

　担当のⅠ教官に以前ハードボイルドに言われた「エロは……難しいんだ」の言葉が身に染しみた出来事でした。




　今回のコウは日本でも有数の温泉観光地『箱根』をパクる事で最悪の未来に立ち向かう訳ですが……余談ですが私は趣しゆ味みで一人旅をする事があります。

　それは名前を聞いた事があるけど行った事が無い場所を目指して行くパターンで、箱根の温泉にも行った事があります。ええ、一いつ緒しよに行く相手がいませんので一人です。

　日本有数の観光地に、明らかに、旅行するほど、仲の良い男女が、老ろう若にやく男女問わず集まる観光地に『一人』で…………何か問題でも!?

　……すみません、少しダークサイドに落ちかけてました。

　そんな感じで箱根に降り立った私は「ここが第３○東○市か～～～」などと富士山をバックにテンションを上げていたものですが、ここに至って印象的だったのはライフラインの重要性でした。今でこそ観光地として成立している箱根の山は、人の足で移動するには余りにアップダウンが激しく実際には結構過か酷こくな環かん境きようで、もしもロープウェイも登山鉄道もバスも無ければ、それこそ『観光』ではなく『強化合宿』になってしまう。

『観光』と『絶景』は結構相反する所に位置している気がします。

『それこそインフラ整備もされていない時代だったら人型兵器が必要なくらい大変だったろうな～』

　箱根の強ごう羅ら駅でそんな事を思う男がいました。『一人』で。




　最後に今回も物語の矛む盾じゆんや誤字脱だつ字じなどで散々ご迷めい惑わくをお掛かけした担当のⅠさん、ありがとうございました。そろそろ肩かた書がきが『セクシー』にならないか期待しているのですが、どうでしょうか？（笑）

　今回もあやふやな表現から素す晴ばらしいイラストを描えがいて頂いた明あけ星ぼしかがよ先生、誠にありがとうございます。ラブリーなイラストをいただくたびに、過酷な運命を強しいることへの罪悪感が増えていきます……。

　そして今回も本書を手に取っていただいた読者の皆様には多大なる感謝を。

　行き付けの喫きつ茶さ店てんの席を『一人で』占せん拠きよし、カフェラテ啜すすり妄もう想そうしつつ……。




　２０１４年　冬
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